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梨
大
学 

田
中
ゼ
ミ

【
連
載
】

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
3

1.

2.

3.

4.

5.

多様化する
ビジネストラベル

July
2019

機関誌

242
Tourism Culture



　
近
年
、
業
務
を
目
的
と
し
た
旅
行
に
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
る
〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー（Bleisure

）〞、

休
暇
を
目
的
と
し
た
旅
行
に
業
務
を
組
み
合
わ
せ
る
〝
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（W
orkation

）〞、

更
に
は
特
定
の
拠
点
を
持
た
ず
に
国
内
外
を
移
動
し
暮
ら
し
つ
つ
仕
事
を
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
海
外
に
お
い
て
拡
大
し
て
き
て
い
る
が
、

日
本
に
お
い
て
も
徐
々
に
そ
の
動
き
が
始
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
訪
問
先
で
あ
る
都
市
や
地
方
に
と
っ
て
は
、

従
来
１
人
の
来
訪
者
で
あ
っ
た
も
の
が
家
族
同
伴
に
よ
り
２
人
、
３
人
と
増
加
す
る
、

ま
た
１
泊
で
あ
っ
た
も
の
が
休
暇
を
加
え
て

２
泊
、
３
泊
と
長
く
な
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
を
意
味
す
る
。

し
か
し
一
方
で
、
地
域
や
施
設
の
対
応
が

従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

新
た
に
対
応
す
べ
き
事
項
が
生
じ
て
く
る
事
も
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
本
特
集
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が
ど
の
よ
う
に
多
様
化
し
て
い
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
課
題
や
可
能
性
が
あ
る
の
か
を
示
し
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
検
討
す
る
。



　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
は
、

「face to face

」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
基
本
で
す
。

こ
の
た
め
、
通
信
手
段
の
発
達
に
よ
り
廃
れ
て
い
く
の
で
は

と
考
え
ら
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
ア

メ
リ
カ
で
は
「
1
時
間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
価
値
は
、
ビ
デ

オ
会
議
5
回
、
電
話
会
議
10
回
、
メ
ー
ル
20
回
に
相
当
す

る
」
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
お
り
、
直
接
会
っ
て
話
す
こ

と
の
重
要
性
と
効
果
が
改
め
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
世
界
的
に
見
て
も
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ

ス
の
分
野
は
今
後
も
堅
調
に
成
長
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の
世
界
的
な
傾
向
と
し
て
、
観
光
地

と
し
て
の
人
気
が
上
が
る
と
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
レ
ジ
ャ
ー
分
野
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
非
常
に

好
調
な
日
本
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の
分
野
で
も
存
在
感

を
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
も
重
要
で
す
。
例
え
ば

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
後
の
2
次
会
も
大
事
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
遅
い
時
間
ま
で
楽
し

め
る
良
質
な
空
間
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
早
朝
の
時
間
帯
も
含

め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ラ
ー
が
日
中
の
ビ
ジ
ネ
ス
タ
イ
ム
前

後
に
楽
し
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
す
る
こ
と
は
、
日
本
国

内
で
の
消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
欧
米
の
企
業
で
近
年
増
加
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

巻頭言

の
形
態
が
、
業
務
出
張
の
前
後
に
休
暇
を
楽
し
む
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー（B

leisu
re
=

出
張B

u
sin

ess

+
余
暇L
eisu

re

）で

す
。
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア
が
2
0
1
7
年
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
ン
ド
・
中
国
の
５
カ
国
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
出
張
旅
行
の
60
％
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
で
し
た
。

　
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
傾
向
と
し
て
、
出
張
先
と
同
じ
都
市
に

引
き
続
き
滞
在
し
て
休
暇
を
楽
し
む
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、

ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
な
ど
若
い
世
代
で
は
、
東
京
か
ら
北
海
道

の
大
自
然
に
足
を
伸
ば
す
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
向
け
に
、
大
都
市
か
ら
手

軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
地
方
へ
の
訪
問
の
提
案
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
ひ
と
り
で
の
訪
問
が
多
い
で
す

が
、
そ
の
際
に
訪
れ
た
都
市
や
地
域
に
好
印
象
を
抱
け
ば

「
今
度
は
家
族
で
訪
れ
た
い
」と
思
う
ケ
ー
ス
も
多
く
、
レ
ジ

ャ
ー
目
的
に
よ
る
リ
ピ
ー
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
で
最
初
の
き
っ
か
け
を
作
り
、
家
族
旅
行
や
M
I
C
E

な
ど
次
の
訪
問
へ
着
実
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
注
目
す
べ
き
は
世
界
的
に
見
て
も
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
楽

し
め
る
、
す
な
わ
ち
ビ
ジ
ネ
ス
も
レ
ジ
ャ
ー
も
満
足
で
き
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
P
R
や
情
報
提
供
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
国
は
、
今
の
と
こ
ろ
な
い
と
い
う
点
で
す
。

こ
れ
は
あ
る
意
味
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
日
本
が
先
鞭
を
切
っ

て
も
い
い
の
で
は
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
（
談
）

ビジネスとレジャーを
「つなぐ」

デスティネーションへ
MPI Japan Chapter

名誉会長

山本牧子

第242号 July 20191
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〜
日
本
の
ど
の
よ
う
な
人
が
実
施
し
て
い
る
の
か
〜

〜
日
本
航
空
株
式
会
社
の
取
り
組
み
〜

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
す
可
能
性

い
ち
は
や
く
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
改
革
を
進
め
て
い
る
日
本
航
空
は
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

理
念
と
そ
の
背
景
、プ
ロ
セ
ス
、成
果
に
つ
い
て
、寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

出
張
し
な
が
ら
で
も
休
め
る
、そ
こ
で
余
暇
を
楽
し
も
う
と
い
う
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
世
の
中
に
提
案
を
し
て
い
く（
長
縄
）。

大
切
な
の
は
働
く
時
間
や
場
所
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。社
員
が
自
律
的
に
で
き
る
こ
と
を
増
や
せ
ば
、企
業
文
化
は
変
わ
る（
趙
）。

働
き
手
が
不
足
し
て
い
く
中
、企
業
に
と
っ
て
も
社
員
満
足
度
を
高
め
る
魅
力
的
な
制
度
に
な
る（
鯨
本
）。

3

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
現
状
と
可
能
性

2
0
1
8
年
度
に
1
回
以
上
出
張
を
行
っ
た
社
会
人
を
対
象
に
、ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要
か
を
考
察
し
た
。

2

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベル
の
変
化
と
現
状

多
く
の
国
で
、業
務
旅
行
の
前
後
に
余
暇
旅
行
を
組
み
合
わ
せ
る

〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
〞が
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベル
の
6
割
前
後
を
占
め
て
い
る
。

休
暇
中
の
滞
在
先
で
業
務
も
行
う〝
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞と
あ
わ
せ
て
、こ
の〝
多
様
性
〞は
日
本
に
も
根
付
い
て
い
く
だ
ろ
う
か

1

家
族
を
伴
う

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベル・マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実
態
と
可
能
性

4

座
談
会

P

1
P

14
P

8
P

4



ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベル
多
様
化
の
根
底
に
は
、こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
働
き
方
か
ら
、

多
様
な
働
き
方
推
進
への
流
れ
が
あ
る
。こ
の
多
様
化
の
流
れ
は
、地
域
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
く
。

視座

守
屋
邦
彦

聞
き
手
：

観
光
政
策
研
究
部

研
究
員

小
坂
典
子

山
梨
大
学
生
命
環
境
学
部 

教
授

田
中 

敦

一
般
財
団
法
人
日
本
健
康
開
発
財
団
理
事
長

栗
原
茂
夫

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
3
回

山
梨
大
学 

田
中
ゼ
ミ

「
旅
の
図
書
館
」だ
よ
り

お
す
す
め
の
新
蔵
書
／
特
集
関
連
の
蔵
書
・
資
料
／
出
版
物
の
ご
案
内

〜
施
設
と
地
域
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
例
〜

新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
展
望

〝
働
き
方
の
多
様
化
〞が
生
み
出
す
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
。そ
の
拡
大
に
は
、受
け
入
れ
側
の
充
実
も
必
要
で
あ
る
。

「
ホ
ス
テ
ル
ラ
イ
フ
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
るLittle Japan

の
柚
木
理
雄
氏
、

ワ
ー
ケ
シ
ョ
ン
推
進
の
先
駆
者
・
和
歌
山
県
の
天
野
宏
氏
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
と
今
後
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

5観
光
を
素
材
に
自
ら
事
業
を
構
想
し
実
現
す
る
。２
人
の
ゼ
ミ
生
の
実
践
レ
ポ
ー
ト

レ
ポ
ー
ト
：
栗
田
寧
桜
／
今
井
ち
ひ
ろ

【
連
載
】わ
た
し
の
１
冊
・
第
15
回

『
蒼
穹
の
昴
』浅
田
次
郎・著

多
様
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベル
の
可
能
性
と
課
題

第
16
回 

た
び
と
し
ょ
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
開
催

進
化
す
る
ま
ち
あ
る
き
〜「
ま
い
ま
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京
都
」の
舞
台
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か
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学
ぶ
〜
ゲ
ス
ト
：「
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ま
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」主
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之

報
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：
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光
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永
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織

活
動
報
告
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15.7%21.3%63.0%

15.9%27.4%56.7%

15.5%14.8%69.8%

出典）観光庁「旅行・観光消費動向調査（2018年年間値）」より作成

国内旅行全体

宿泊旅行

日帰り旅行

観光・
レクリエー
ション
帰省・
知人訪問等

出張・業務

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
政
策
研
究
部
　
上
席
主
任
研
究
員
　
守
屋
邦
彦

図 1 日本国内居住者による国内旅行の目的（2018年）

は
じ
め
に

　
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
「
業
務
」
を
目
的
と
し

た
旅
行
は
、
旅
行
市
場
に
お
い
て
一
定
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
有

し
て
い
る
。
観
光
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
8
年
の
日

本
国
内
居
住
者
に
よ
る
国
内
旅
行
の
う
ち
、
出
張
・
業
務
を

目
的
と
し
た
旅
行
の
割
合
は
15
・
7
％（
宿
泊
旅
行
15
・
9
%
、

日
帰
り
旅
行
15
・
5
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
ま
た
、

2
0
1
8
年
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
の
う
ち
、
業

務
（
展
示
会
・
見
本
市
／
国
際
会
議
／
企
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

／
研
修
／
そ
の
他
ビ
ジ
ネ
ス
）
が
主
な
来
訪
目
的
の
旅
行
者

は
全
体
で
13
・
8
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
人
、
外
国
人
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
日

本
の
旅
行
市
場
の
1
割
以
上
を
占
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

で
あ
る
が
、
そ
の
旅
行
形
態
に
つ
い
て
は
、
家
族
等
は
同
行

ビ
ジ
ネスト
ラベルの

変
化
と
現
状

1
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出典）Expedia group（2018）「UNPACKING BLEISURE TRAVELER TRENDS」（注2）

合計 60%

アメリカ 60%

イギリス 56%

ドイツ 65%

インド 58%
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13.8% 8.0%78.2%

11.4%

7.0%

4.1%

11.7% 7.4%

5.4%83.2%

88.1%

92.9%

81.0%

48.9% 39.2%

41.4%

20.6%

29.6%

18.5%

10.3%

45.7%

64.1%

50.7%

65.6%

76.2%

11.9%

12.9%

15.3%

19.7%

15.9%

13.5%

出典）観光庁「訪日外国人消費動向調査（2018年年間値の推計）」より作成

全国籍・地域

韓国

台湾

香港

中国

イギリス

ドイツ

フランス

アメリカ

カナダ

オーストラリア

4.9%

3.0%

観光・レジャー

業務

その他

図 3 ブリージャーの実施率（2017年）

図 2 訪日外国人旅行者の主な来訪目的（2018年） せ
ず
に
目
的
地
を
訪
れ
、
訪
れ
た
先
で
の
業
務
が
終
了
し
た

ら
帰
る
、
と
い
っ
た
単
純
な
形
態
（
日
本
人
が
考
え
る
い
わ

ゆ
る
〝
出
張
〞）
と
し
て
こ
れ
ま
で
は
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ

っ
た
。
し
か
し
近
年
、
こ
の
「
業
務
」
を
目
的
と
し
た
旅
行

❶「
業
務
」を
目
的
と
し
た
旅
行
へ
の「
休
暇
」の

組
み
合
わ
せ
＝〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー(B

leisure)

〞

　
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
と
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス（B

usiness

）」と「
レ
ジ

ャ
ー（leisure

）」を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
業
務
目
的
の
旅
行

の
前
後
に
余
暇
目
的
の
旅
行
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
欧
米
に
お
い
て
は
こ
の
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
が
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
、
い
く
つ
か
の
調
査
に
よ
り

示
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
総
合
旅
行
会
社
の
カ
ー
ル
ソ
ン
・
ワ
ゴ
ン
リ

ー
・
ト
ラ
ベ
ル
（C

arlson W
agonlit T

ravel : C
W
T

）

お
よ
び
C
W
T
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
の
調
査
レ
ポ
ー

ト
（
注
１
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
1
5
年
に
同
社
が
取
り
扱
っ

た
業
務
目
的
の
旅
行
者
の
20
％
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
行
な
っ

て
い
る
。
（
な
お
、
同
社
の
調
査
で
は
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を

「
2
泊
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
目
的
地
に
土
曜
日
に
到
着
す

る
、
あ
る
い
は
目
的
地
を
日
曜
日
に
出
発
す
る
、
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。）

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
総
合
旅
行
会
社
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
ア

（E
xpedia

）
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
注
2
）
に
よ
れ
ば
、

2
0
1
6
年
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
業
務
を
目
的
と
し
た
旅

行
の
う
ち
〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
〞
が
43
％
で
あ
っ
た
が
、

2
0
1
7
年
に
は
60
％
と
17
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
他
の
国
に
お
い
て
も
、
業
務
を
目
的
と
し
た
旅
行
の
う
ち

〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
〞
が
56
〜
65
％
と
な
っ
て
い
る
（
図
3
）。

な
お
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
旅
行
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
、
職

業
は
I
T
関
係
が
24
％
、
業
務
を
目
的
と
し
た
旅
行
の
頻
度

は
2
〜
3
カ
月
に
一
回
、
業
務
を
目
的
し
た
旅
行
の
期
間
は

に
は
次
に
示
す
よ
う
な
変
化
が
世
界
お
よ
び
日
本
で
見
ら
れ

始
め
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
世
界
や
日
本
に

お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
概
観
を
整
理
す
る
。

ビジネストラベルの変化と現状1
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出典）Expedia group（2018）
「UNPACKING BLEISURE TRAVELER TRENDS」（注１）

２泊

3泊

４泊
以上

１泊

２～
３ヶ月に
１回

週１回
年1回

４～
６ヶ月に
１回

月３回
以上

月1～
２回

科学技術
IT

ソフトウェア

製造業

金融業
医療
教育

その他

年1回未満

24%

23%

39%

31%

17%

12%

36%

20%

13%

12%8%

6%

6%7% 9%

37%
職業

頻度

期間

業務を目的とした旅行の期間

業務を目的とした旅行の頻度

業務を目的とした旅行者の職業
図 4 ブリージャー旅行者のプロフィール（2017年）2

泊
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
（
図
4
）。

（
な
お
、同
社
の
調
査
で
は
、ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を「
１
回
の
旅
行

に
、業
務
目
的
の
旅
行
と
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の
旅
行
を
組
み
あ
わ

せ
た
も
の
」と
し
て
い
る
）。

❷「
休
暇
」の
旅
行
へ
の「
業
務
」の
組
み
合
わ
せ
＝

〝
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン(W
orkation)

〞

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、「
ワ
ー
ク（W

ork

）」と「
バ
ケ
ー

シ
ョ
ン（V

acation

）」
を
合
わ
せ
た
造
語
で
、
休
暇
中
の
滞

在
先
で
業
務
も
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
同
様
に
海
外
（
ア
メ
リ
カ
）
発

の
も
の
で
あ
り
、
2
0
1
0
年
代
前
半
か
ら
欧
米
の
主
要
な

メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
3
）。

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
元
々
は
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
が
非
常
に
勤
勉
で
、
年
間
の
休
日
日
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
と
も
に
、
休
暇
中
も
メ
ー
ル
等
で
業
務
連
絡
を
行

う
ケ
ー
ス
が
多
い
事
か
ら
、
家
族
等
と
一
緒
に
旅
行
を
し
な

が
ら
も
、
そ
の
間
の
一
定
時
間
だ
け
行
っ
た
業
務
を
公
に
認

め
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
本
に
お
い
て
は
、
2
0
1
7
年
7
月
に
日
本
航
空
株
式

会
社
が
導
入
し
た
事
（
詳
細
は
「
３
．
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
み
出
す
可
能
性
〜
日
本
航
空
株
式
会
社
の
取
り
組
み
〜
」

参
照
）、
ま
た
2
0
1
5
年
か
ら
和
歌
山
県
及
び
同
県
白
浜

町
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
い
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
に
、

2
0
1
8
年
8
月
に
三
菱
地
所
株
式
会
社
が
参
画
を
表
明
し

た
事
な
ど
に
よ
り
、
注
目
が
広
が
っ
た
（
詳
細
は
「
５
．
新

た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
展
望
」
参
照
）
。

❸〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
〞や〝
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
〞へ
の

家
族
等
の
同
行

　
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
広
が
り
は
、
単
に

1
人
の
旅
行
者
の
旅
行
日
数
が
増
え
る
事
だ
け
の
変
化
で
は

な
い
。
日
本
人
の
業
務
を
目
的
と
し
た
旅
行
に
お
い
て
は
ま

だ
少
数
派
と
思
わ
れ
る
が
、
海
外
に
お
い
て
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
が
家
族
を
伴
っ
て
業
務
を
目
的
と
す
る
旅
行
を
実
施

す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
特
に
欧
米
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
に
と
っ
て
日
本
へ
の
渡
航
時
間
は
短
く
な
い
こ
と
か
ら
、

「
せ
っ
か
く
時
間
を
か
け
て
日
本
へ
行
く
の
だ
か
ら
家
族
等

を
連
れ
て
行
こ
う
、
ま
た
前
後
に
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
て

〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
〞
と
し
て
日
本
を
楽
し
ん
で
こ
よ
う
」
と
い

う
旅
行
者
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
い
っ

た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
参
加
者
を
中
心
に
多
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
公
益
財
団
法
人
東
京
観
光
財
団
と
株
式
会
社
三
菱

総
合
研
究
所
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
（
注
4
）
に
よ
れ
ば
、
東
京

勤
務
の
秘
書
が
海
外
か
ら
社
内
会
議
や
商
談
、
視
察
等
に
来

ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
手
配
の
う
ち
、

約
47
％
は
家
族
も
含
め
た
手
配
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
1
人

の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
オ
フ
ィ
ス
を
離
れ
て
別
の
場
所
で

休
暇
を
取
り
つ
つ
業
務
を
行
う
事
も
あ
り
う
る
が
、
基
本
的

6



旅行と業務の
一体化

「働き方」や「ライフスタイル」への意識変化

観光 出張

休暇
変化
❸

変化
❸

変化
❹

変化
❷

ブリー
ジャー

ワーケー
ション

変化
❶

業務

図 5 ビジネストラベルの変化

に
は
家
族
等
と
の
休
暇
と
し
て
旅
行
を
楽
し
む
事
の
延
長
線

上
に
あ
り
、
家
族
等
が
同
行
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
事
が
想
定

さ
れ
る
。

❹
旅
行
と
業
務
の
一
体
化

　
❶
〜
❸
に
つ
い
て
は
、
数
日
〜
数
週
間
と
い
う
一
定
期
間

の
間
、
本
来
の
拠
点
で
あ
る
仕
事
先
や
居
住
地
を
離
れ
て
旅

行
を
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
近
年
の
働
き
方
の
多
様
化
等
も

背
景
に
、
特
定
の
拠
点
を
持
た
ず
に
国
内
外
を
移
動
し
な
が

ら
暮
ら
し
つ
つ
仕
事
を
す
る
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

人
た
ち（「
ア
ド
レ
ス
ホ
ッ
パ
ー
」「
デ
ュ
ア
ラ
ー
」「
デ
ジ
タ
ル
ノ

マ
ド
」「
モ
バ
イ
ル
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
」な
ど
と
称
さ
れ
て
い
る
）
も

現
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
企
業
に
お
い
て
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
を

大
都
市
部
以
外
の
地
域
に
開
設
し
、
数
ヶ
月
な
ど
の
単
位
で

社
員
に
居
住
お
よ
び
勤
務
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組
み

が
展
開
さ
れ
始
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
菱
地
所
株
式
会
社

は
、
2
0
1
9
年
5
月
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス

「W
O
R
K
×
ation Site

（
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
）
南

紀
白
浜
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
既
に
施
設
利
用
者
と

し
て
大
手
企
業
が
内
定
、
更
に
多
数
の
問
合
せ
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
2
0
1
9
年
度
中
に
3
拠
点
程
度
の
新
た
な
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
開
設
を
目
指
し
て
い
る
（
注
５
）
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の
変
化
に
つ
い
て
概
観
し
た

が
、
こ
れ
を
図
で
表
す
と
図
５
の
よ
う
に
な
る
。
業
務
が
ベ

（
注
１
）Carlson W

agonlit Travel（
2
0
1
6
）「A QUANTI-

TATIVE LOOK AT THE BLEISURE PHENOM
ENON

」

（
注
２
）調
査
方
法：2
0
1
7
年
3
月
よ
り
過
去
12
カ
月
の
間
に
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
旅
行
を
行
った
、中
国（
5
1
1
）、ド
イ
ツ（
5
1
5
）、

イン
ド（
5
1
0
）、イ
ギ
リ
ス（
5
1
1
）、ア
メ
リ
カ（
5
0
4
）の
5

カ
国
計
2
5
5
1
人
か
ら
オン
ラ
インで
回
答

（
注
３
）天
野
宏（
2
0
1
8
）「
ワ
ー
ケ
ー
ション：和
歌
山
県
か
ら
提

案
す
る
新
し
い
働
き
方
と
地
方
創
生
の
形
」『ESTRELA

』

No.291

、pp.2-13

）よ
り

（
注
４
）公
益
財
団
法
人
東
京
観
光
財
団・株
式
会
社
三
菱
総
合
研

究
所（
2
0
1
9
）「〝
ブ
レ
ジ
ャ
ー
〞手
配
の
実
態
と
課
題
に
つい
て

の
アンケ
ー
ト
」よ
り

（
注
５
）三
菱
地
所
株
式
会
社（
2
0
1
9
）プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス「
テ
ナ

ン
ト
企
業
の
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
オ
フィ

ス「W
ORK×ation Site 

南
紀
白
浜
」が
本
日
開
業

ー
ス
と
な
り
、
そ
こ
に
休
暇
の
要
素
が
加
わ
っ
て
き
た
こ
と

で
「
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
」
が
発
生
（
変
化
❶
）
し
た
一
方
、
休

暇
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
そ
こ
に
業
務
の
要
素
が
加
わ
っ
て
き

た
こ
と
で
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
発
生
（
変
化
❷
）。
更

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
と
い
え
ば
通
常
単
身
（
会
社
の
同

僚
は
除
く
）
の
と
こ
ろ
、
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ス
ン
は
も

と
よ
り
こ
れ
ら
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の
形
態
に
お

い
て
は
家
族
等
の
同
行
が
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
、
地

域
や
施
設
に
と
っ
て
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
（
変
化
❸
）
す

る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
変
化
は
、
昨
今
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
を
背
景
に
、
今
後
更
な
る
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
業
務
あ
る
い
は
休
暇
を
目
的
と
し
た

「
旅
行
」
を
ベ
ー
ス
に
進
展
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
「
旅
す
る
よ
う
に
仕
事
を
す
る
」
と
い
っ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
現
（
変
化
❹
）
に
つ
い
て
は
、
や
や
状
況
が
異

な
る
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
働
き
方
改
革
や
テ

レ
ワ
ー
ク
の
推
進
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
親
世
代
と
は

異
な
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
憧
れ
、
と
い
っ
た
も
の
が
背

景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
ト
ラ
ベ
ル
を
行
な
う
当
事
者
や
推
進
す
る
企

業
が
ど
の
よ
う
な
意
識
で
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
受
入
れ

る
地
域
や
施
設
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
図
っ
て

い
る
の
か
を
次
ペ
ー
ジ
以
降
の
各
稿
で
取
り
上

げ
、
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
へ
の
期
待
や

課
題
、
可
能
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
や
・
く
に
ひ
こ
）

ビジネストラベルの変化と現状1
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観
光
政
策
研
究
部

　研
究
員

　

池
知
貴
大

は
じ
め
に

　本
稿
で
は
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー（B

leisure

）

の
現
状
や
今
後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
に
関
す

る
知
見
を
得
る
た
め
に
実
施
し
た
、
2
0
1

8
年
度
に
1
回
以
上
出
張
を
行
っ
た
社
会
人

を
対
象
と
し
た
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
調

査
結
果
を
紹
介
す
る
。

　ま
ず
、
2
0
1
8
年
度
に
実
施
さ
れ
た
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
の
規
模
や
会
社
に
お
け
る
関
連

し
た
規
則
の
有
無
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、

ど
の
よ
う
な
条
件
（
個
人
の
属
性
/
出
張
先

の
特
性
）
で
あ
れ
ば
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施

す
る
の
か
、
今
後
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
が
必
要

に
な
る
の
か
等
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く

　な
お
、本
調
査
で
は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を「
出

張
の
際
に
仕
事
以
外
の
目
的
の
た
め
に
宿
泊

日
数
を
増
や
す
こ
と
」と
定
義
し
た
。こ
こ
に

は
、
一
日
宿
泊
を
延
長
し
て
そ
の
地
域
を
観

光
す
る
こ
と
や
、
一
日
早
く
現
地
入
り
し
友

人
と
夕
食
を
と
る
こ
と
な
ど
も
含
ま
れ
る
。

た
だ
し
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
ま
だ
新
し
い
概

念
で
あ
り
、
一
般
的
に
こ
の
言
葉
が
指
す
対

象
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た

い
た
め
、
過
去
に
は
違
っ
た
定
義
の
下
で
調

査
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
現
状

約
　
%
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施

　調
査
対
象
と
な
っ
た
回
答
者
全
員
に
対
し

て
、
2
0
1
8
年
度
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実

施
し
た
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
0
回

と
の
回
答
が
最
も
多
く
約
60
％
と
な
り
、
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
を
2
0
1
8
年
度
に
少
な
く
と

も
一
回
実
施
し
た
人
は
約
40
％
と
な
っ
た
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
定
義
が
異
な
る
の
で
単
純

な
比
較
は
で
き
な
い
が
、B

ooking.com

が
2
0
1
6
年
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
日
本

人
ビ
ジ
ネ
ス
旅
行
者
の
22
％
が
「
出
張
期
間

を
延
長
し
、
異
な
る
都
市
や
国
を
旅
行
し

た
」
経
験
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
。

　さ
ら
に
、
2
0
1
8
年
度
の
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ブリ
ージャー

マーケット
の

現
状
と
可
能
性

日
本
の

ど
の
よ
う
な
人
が

実
施
し
て
い
る
の
か

調
査
名

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
関
す
る
意
識
・
動
向
調
査

調
査
目
的

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
現
状
や
今
後
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
拡
大
に
関
す
る
知
見
を
得
る
た
め
に
実
施

調
査
対
象

全
国
の
20
歳
以
上
で
、2
0
1
8
年
度
に
宿
泊
を
伴
う
出
張
を
行
っ
た
人
1
5
0
0
サ
ン
プ
ル

※
パ
ー
ト
・ア
ル
バ
イ
ト
を
除
く

調
査
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
パ
ネ
ル
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ト
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
期
間

2
0
1
9
年
5
月
14
日（
火
）〜
16
日（
木
）

調
査
概
要

40

2
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規
程
等
で

明
確
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、

出
来
る

規
程
等
で

明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る

訳
で
は
な
い
が
、

出
来
る

規
程
等
で

明
確
に
認
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、

出
来
な
い

規
程
等
で

認
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

0.7%

20.9% 41.6% 20.9% 15.9%

0回…60.4% 1回…19.7%

3回…3.7%
4回…1.6%

5～9回…2.8%
10回以上…3.3%

2回…
8.5%

表 1 2018年度 ブリージャーの実施回数（2018年度時点）

表 2 ブリージャーに関する会社規程（2018年度時点）

ー
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
が
実
施
し
て

い
る
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、
女
性
や
若
い
世
代

（
1
9
8
9
年
か
ら
1
9
9
5
年
の
間
に
生

ま
れ
た
世
代
）
の
ほ
う
が
実
施
し
た
割
合
が

や
や
高
い
こ
と
が
分
か
る
。た
だ
し
、年
代
や

性
別
に
よ
っ
て
出
張
頻
度
自
体
に
差
が
あ
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
結
果
の
み

で
は
、
若
い
世
代
あ
る
い
は
女
性
の
ほ
う
が

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
や
す
い
と
は
い
え

な
い
だ
ろ
う
。

約
63
％
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
可
能

　ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
出
張
に
付
随
し
た
観

光
・
旅
行
と
な
る
た
め
、
企
業
側
で
ど
の
よ

う
な
出
張
・
経
費
規
程
が
策
定
さ
れ
て
い
る

か
が
、
そ
の
実
施
に
大
き
く
影
響
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。そ
こ
で
、本
調
査
の
回
答
者
に
対

し
て
、「
所
属
し
て
い
る
会
社
・
団
体
等
で
は
、

出
張
の
際
に
、
仕
事
以
外
の
目
的
の
た
め
に

宿
泊
日
数
を
増
や
す
（
日
帰
り
を
宿
泊
に
す

る
こ
と
も
含
む
）こ
と
が
で
き
る
か
」と
尋
ね

た
と
こ
ろ
、最
も
多
い
回
答
は「
規
程
等
で
明

確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
出

来
る
」で
約
42
％
が
選
択
し
、「
規
程
等
で
明

確
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、出
来
る
」も
約
21
％

が
選
択
し
た
。結
果
と
し
て
回
答
者
の
所
属

し
て
い
る
組
織
の
う
ち
、
規
程
の
有
無
は
別

と
し
て
、
約
63
％
の
回
答
者
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
を
実
施
で
き
る
と
回
答
し
た
こ
と
に
な
る
。

会
社
規
程
の
有
無
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
の

有
無
に
影
響
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
分
析
す
る
。

直
近
の
出
張
に
お
け
る

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
の

要
因
・
影
響

　で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
属
性
・
ど

の
よ
う
な
出
張
先
で
あ
れ
ば
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
を
実
施
す
る
の
か
。
今
回
の
調
査
で
は
、

直
近
の
出
張
に
限
定
し
て
、
そ
の
際
の
ブ
リ

ー
ジ
ャ
ー
の
実
施
の
有
無
を
尋
ね
、
そ
の
回

答
結
果
に
基
づ
い
て
分
析
を
行
っ
た
。
こ
れ

は
、
直
近
の
出
張
に
限
定
し
て
分
析
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
す
る

場
合
、
ど
の
よ
う
な
特
性
が
見
ら
れ
る
の
か
、

ま
た
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
に
つ
い

て
、
よ
り
明
確
に
考
察
す
る
た
め
で
あ
る
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
様
子
―
1
日
延
長
し
、

出
張
で
の
主
な
訪
問
地
と
同
じ
所
で

　ま
ず
、
直
近
の
出
張
に
つ
い
て
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
を
実
施
し
た
か
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
回

答
者
の
約
27
％
が
実
施
し
た
と
回
答
し
た
。

実
施
し
た
人
の
内
、
延
長
さ
せ
た
宿
泊
日
数

ブリージャーマーケットの現状と可能性2
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分の宿泊費

自分の往復の旅費（往路分）

自分の往復の旅費（復路分）

自分の現地交通費

自分の飲食費

38.0%

75.8% 19.9%

75.1% 20.9%

51.4% 46.1%

19.9% 76.1%

55.9%

4.0%

2.5%

4.0%

4.3%

6.0%

1日…59.9% 2日…24.7%

3日…9.1%
4日…1.6%

5～9日…2.8%
10日以上…3.3%

同じ…81.6% 異なる…18.4%

…会社負担 …個人負担 …該当無し

表 3 ブリージャーの実施日数

表 4 ブリージャーで訪問した場所は、出張の主な訪問地と同じか

に
つ
い
て
は
1
日
と
の
回
答
が
最
多
で
約
60

％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仕
事
以
外
の
目
的
で

訪
問
し
た
の
は
、
出
張
の
主
な
訪
問
地
と
同

じ
で
あ
る
と
の
回
答
が
約
82
％
で
あ
っ
た
。

仕
事
以
外
の
目
的
で
の
行
動
に
関
し
て
、
同

行
者
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
ひ
と
り
と
の
回
答

が
多
く
、
全
体
の
約
46
％
を
占
め
た
。
費
用

負
担
に
つ
い
て
は
、
往
復
の
旅
費
に
関
し
て

は
会
社
負
担
の
割
合
が
高
く
、
飲
食
費
に
関

し
て
は
個
人
負
担
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
出

張
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
旅
行
を
合
わ
せ
る
と

い
う
よ
り
は
、
出
張
の
前
後
で
出
張
先
の
地

域
を
観
光
す
る
と
い
っ
た
形
態
で
実
施
さ
れ

て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
行
う
人
の
属
性
―

若
い
世
代
、旅
行
好
き
、

テ
レ
ワ
ー
ク
実
践
者

　さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
属
性
を
持
つ
人
が

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
行
う
傾
向
が
強
い
の
か
を

調
査
す
る
た
め
に
、
様
々
な
属
性
と
直
近
の

出
張
で
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
行
っ
た
か
ど
う
か

に
関
し
て
、
ク
ロ
ス
集
計
を
実
施
し
た
。
そ

の
結
果
、
若
い
世
代
や
普
段
か
ら
旅
行
を
す

る
人
は
、
出
張
の
際
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実

施
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま

た
、
仕
事
に
関
す
る
こ
と
で
考
え
れ
ば
、
役

表 5 ブリージャーの費用負担について
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1989～1995
年

1981～1988
年

1976～1980
年

1971～1975
年

1960～1970
年 1959年以前

ブリージャー
を

実施した

ブリージャー
を

実施して
いない

37.7%

62.3%

28.9%

71.1%

23.4%

76.6%

25.0%

75.0%

20.1%

79.9%

26.1%

73.9%

ブリージャー
を

実施した

ブリージャー
を

実施して
いない

0回 1回 2回 3回 4回 5～9回 10回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5～9回 10回以上

10.6% 28.5% 29.4% 33.5% 29.3% 27.7% 25.3%

89.4% 71.5% 70.6% 66.5% 70.7% 72.3% 74.7%

19.4%

80.6%

40.5%

59.5%

41.7%

58.3%

39.6%

60.4%

28.6%

71.4%

31.8%

68.2%

36.4%

63.6%

ブリージャー
を

実施した

ブリージャー
を

実施して
いない

会社・団体等で制度
が導入されており、
自分は実践していた

会社・団体等で制
度は導入されてい
ないが、自分は実践
していた（自営業等
で自身の裁量で実
践可能だった）

会社・団体等で制
度が導入されておら
ず、自分は実践でき
なかった

会社・団体等で制
度が導入されてい
たが、自分は実践し
ていなかった

41.3%

58.7%

31.2%

68.8%

19.7%

80.3%

23.1%

76.9%

規定等で認められ
ているかどうか、わ
からない

規程等で明確に認
められていないた
め、出来ない

規程等で明確に認
められている訳で
はないが、出来る

規程等で明確に認
められており、出来る

ブリージャー
を

実施した
43.6%

ブリージャー
を

実施して
いない

56.4%

31.7%

68.3%

13.1%

86.9%

8.8%

91.2%

ブリージャー
を

実施した

ブリージャー
を

実施して
いない

表 6 世代別のブリージャー実施傾向

表 7 国内旅行の回数とブリージャー実施傾向（2018年度）

表 8 海外旅行の回数とブリージャー実施傾向（2018年度）

表 9 テレワークの実践とブリージャー実施傾向

表10 会社の規程とブリージャー実施傾向

職
や
労
働
時
間
制
度
は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施

と
関
係
が
な
か
っ
た
一
方
で
、
普
段
テ
レ
ワ

ー
ク
を
実
践
し
て
い
る
人
は
、
し
て
い
な
い

人
に
比
べ
て
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
す
る

傾
向
が
強
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

●
世
代
：
若
い
世
代
で

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
割
合
が
高
い

　ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
、
世
代
と
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
実
施
の
有
無
は
統
計
的
に
有
意
な
関
係

が
あ
っ
た
。具
体
的
に
は
若
い
世
代（
1
9
8

9
年
か
ら
1
9
9
5
年
の
間
に
生
ま
れ
た
世

代
）の
ほ
う
が
、そ
の
上
の
世
代
よ
り
も
ブ
リ

ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
た
割
合
が
高
い
傾
向
に

あ
る
。よ
り
若
い
世
代
の
ほ
う
が
、プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
と
仕
事
を
分
け
な
い
傾
向
に
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
価
値
観
が
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施

の
差
に
つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

●
国
内
旅
行
の
回
数
・
海
外
旅
行
の
回
数
：

普
段
か
ら
旅
行
を
す
る
か
ど
う
か
で
差

　ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
、
国
内
・
海
外
と
も

に
、
旅
行
の
回
数
と
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
の

有
無
は
統
計
的
に
有
意
な
関
係
が
あ
っ
た
。

普
段
か
ら
旅
行
を
す
る
人
の
ほ
う
が
、
ブ
リ

※性別、結婚の有無、子どもの人数・末の子の年齢、役職については、ブリージャー実施の有無と統計的に有意な
関係はなかった。
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全く当てはまらない

やや当てはまらない

どちらともいえない

やや当てはまる

完全に当てはまる

Bleisureを実施した Bleisureを実施していない

5.8%

13.9%

34.8%

33.0%

12.6%

9.6%

17.5%

43.1%

24.7%

5.2%

全く当てはまらない

やや当てはまらない

どちらともいえない

やや当てはまる

完全に当てはまる

Bleisureを実施した Bleisureを実施していない

4.5%

10.8%

40.3%

30.5%

13.9%

6.3%

12.6%

48.7%

25.9%

6.5%

表 11 ブリージャー実施傾向とその効果（出張をしたことでリフレッシュできたか）

表12 ブリージャー実施傾向とその効果（出張をしたことで仕事へのモチベーションがあがったか）

対
す
る
評
価
を
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、
ブ
リ

ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
た
人
は
、
出
張
を
楽
し

み
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
と
感
じ
、
結
果

と
し
て
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま

っ
た
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

今
後
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を

拡
大
す
る
た
め
に
は

　以
上
、
現
状
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
見

て
き
た
が
、
今
後
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
拡
大
さ

せ
て
い
く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

で
あ
る
か
に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
し
て
い
く
。

同
行
者
が
安
全
に
過
ご
せ
る
／

楽
し
め
る
環
境

　ま
ず
、上
記
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、現
状

の
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
ひ
と
り
で
行
動
す
る
人

が
大
半
で
あ
る
。一
方
で
、諸
外
国
で
は
家
族

や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
出
張
に
連
れ
て
行
く
こ
と

も
珍
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

端
的
に
「
何
が
あ
る
と
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
同

行
者
を
誘
い
や
す
い
か
」
を
尋
ね
た
。「
特
に

な
し
」を
全
体
の
約
71
％
が
選
択
し
、最
も
多

く
な
っ
た
一
方
で
、「
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

保
育
所
・
体
験
等
教
室
」「
大
人
も
楽
し
め
る

セ
ミ
ナ
ー
や
体
験
等
教
室
」「
エ
ス
テ
･
ス

パ
」等
の
回
答
も
一
定
数
あ
り
、自
身
の
仕
事

ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
す
る
割
合
が
高
い
こ
と
が

窺
え
る
。
た
だ
し
、
大
き
な
差
が
見
ら
れ
る

の
は
、
2
0
1
8
年
度
中
に
一
回
も
旅
行
に

行
っ
て
い
な
い
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
比
較

に
お
い
て
で
あ
り
、
旅
行
回
数
の
増
加
は
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
の
実
施
の
有
無
に
大
き
な
影
響

は
与
え
て
い
な
い
。

●
労
働
時
間
制
度・テ
レ
ワ
ー
ク
の
有
無
：

仕
事
が
場
所
に
縛
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
差

　ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
、
労
働
時
間
制
度
と

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
の
有
無
は
統
計
的
に
有

意
な
関
係
は
な
か
っ
た
が
、テ
レ
ワ
ー
ク
の
実

践
と
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
の
有
無
に
は
統
計

的
に
有
意
な
関
係
が
存
在
し
た
。特
に「
会
社
・

団
体
等
で
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
自
分

は
実
践
し
て
い
た
」
と
回
答
し
た
人
が
ブ
リ

ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
た
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
結
果
は
、仕
事
が
時
間
に
縛

ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
ブ
リ

ー
ジ
ャ
ー
実
施
に
影
響
を
与
え
な
い
が
、
仕

事
が
場
所
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
が
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
に
影
響
を

与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

●
会
社
の
規
程
：
規
程
変
更
に
よ
り

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
拡
大
の
可
能
性
も

　ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
、
会
社
の
規
程
と
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
の
有
無
は
統
計
的
に
有
意

な
関
係
が
あ
っ
た
。会
社
の
規
程
で
明
確
に

認
め
ら
れ
て
い
る
人
は
、
約
44
％
が
ブ
リ
ー

ジ
ャ
ー
を
実
施
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、会
社

で
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
人
や
わ
か
ら

な
い
と
答
え
た
人
は
、そ
れ
ぞ
れ
約
13
％
、9

％
し
か
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
て
い
な
か

っ
た
。こ
の
こ
と
は
、会
社
の
規
程
を
変
更
し

た
場
合
に
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
実
施
割
合
が
増

え
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
た
際
の
効
果
―

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上

に
さ
ら
に
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
を
調
べ

る
た
め
に
、
回
答
者
全
員
に
直
近
の
出
張
に

※クロス集計の結果、Bleisure実施の有無と「出張をしたことでリフレッシュできたか」という回答には統計
的に有意な関係があった。

※クロス集計の結果、Bleisure実施の有無と「出張をしたことで仕事へのモチベーションが高まったか」とい
う回答には統計的に有意な関係があった。
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表13 2018年度にブリージャーを実施しなかった理由（複数回答）表14 何があるとブリージャーに同行者を誘いやすいか（複数回答）

時
間
に
余
裕
が

無
か
っ
た
の
で

お
金
に
余
裕
が

無
か
っ
た
の
で

出
張
先

（
及
び
そ
の
周
辺
地
域
）に

魅
力
を
感
じ
な
か
っ
た
の
で

会
社
の
規
程
等
で

認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で

職
場
の
雰
囲
気
と
し
て

や
り
に
く
い
の
で

出
張
の
際
に
、

仕
事
以
外
の
目
的
の
た
め
に

宿
泊
日
数
を
増
や
す

つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で

そ
の
他

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

保
育
所

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る

体
験
等
教
室

大
人
も
楽
し
め
る

セ
ミ
ナ
ー
や
体
験
等
教
室

エ
ス
テ
・
ス
パ

そ
の
他

表15 会社の規程が変更されたら、ブリージャーを実施したいか 全く行いたくない…7.9%

行いたい…34.4% どちらとも言えない…31.1%
とても行いたい…

17.9%

行いたく
ない…
8.6%

中
に
も
同
行
者
が
安
全
に
過
ご
し
、
楽
し
め

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
地
域
と
し
て
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
拡
大
さ
せ
る
手

段
と
な
り
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
社
会
的
な
広
が
り

　ま
た
、2
0
1
8
年
度
中
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー

を
実
施
し
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
そ
の
理
由

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
出
張
の
際
に
、仕
事
以
外

の
目
的
の
た
め
に
宿
泊
日
数
を
増
や
す
つ
も

り
が
な
か
っ
た
の
で
」
を
選
択
し
た
割
合
が

最
も
高
く
、回
答
者
の
約
46
％
が
選
択
し
た
。

そ
も
そ
も
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
概
念
が
ま

だ
浸
透
し
て
い
な
い
日
本
に
お
い
て
、
仕
事

の
一
部
で
あ
る
出
張
に
、
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー

を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
考
え
方
が
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。次
い
で
、

「
時
間
に
余
裕
が
無
か
っ
た
の
で
」「
会
社
の

規
程
等
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
」
を
選

択
し
た
割
合
が
高
く
、
そ
れ
ぞ
れ
回
答
者
の

約
35
％
、17
％
が
選
択
し
た
。な
お
、「
会
社
の

規
定
等
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
」
を
選

択
し
た
回
答
者
に
、
規
程
が
変
更
さ
れ
た
ら

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
た
い
か
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、約
18
％
が「
と
て
も
行
い
た
い
」、約

34
％
が「
行
い
た
い
」を
選
択
し
て
お
り
、
た

と
え
現
在
会
社
の
規
程
で
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を

実
施
で
き
て
い
な
い
回
答
者
で
も
、
半
数
以

上
に
実
施
意
欲
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

お
わ
り
に

　以
上
見
て
き
た
よ
う
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を

実
施
す
る
人
は
、
現
状
で
は
一
部
に
限
ら
れ

て
い
る
。
特
に
、
若
い
世
代
や
普
段
か
ら
テ

レ
ワ
ー
ク
で
働
い
て
い
る
よ
う
な
人
の
間
で

は
、
比
較
的
高
い
割
合
で
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
仕
事
の
延

長
と
し
て
観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
を
行
う
こ
と
を

想
定
し
て
い
な
い
人
も
多
く
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
出
張
の
延
長
線
で
そ

の
地
域
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
出

張
と
は
別
に
観
光
に
行
く
場
合
と
比
べ
て
、

旅
費
や
移
動
の
時
間
な
ど
の
面
で
大
き
な
節

約
に
つ
な
が
り
、
観
光
産
業
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
広
げ
る
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、そ
れ
を
取

得
し
た
人
に
と
っ
て
も
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す
る
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
影
響
が
あ
る
こ
と
が
今
回
の
調
査
で
判
明

し
て
お
り
、
企
業
と
し
て
も
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー

を
制
度
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
自
社
に
も
良

い
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。今
後
、更
な
る

調
査
と
と
も
に
、
実
際
に
企
業
に
お
い
て
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
導
入
の
検
討
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。（
い
け
ぢ
・
た
か
ひ
ろ
）
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日
本
航
空
株
式
会
社
人
財
本
部
・
人
財
戦
略
部

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
推
進
グ
ル
ー
プ

　

ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー

東
原
祥
匡

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
の

根
っ
こ
に
あ
る
も
の

　 J
A
L
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
目
標
は
、
企

業
理
念
の
実
現
に
あ
る
。『
お
客
さ
ま
に
最

高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
』、『
企
業
価

値
を
高
め
、
社
会
の
進
歩
発
展
に
貢
献
し
ま

す
』
と
い
う
企
業
理
念
の
前
段
に
『
全
社
員

の
物
心
両
面
の
幸
福
を
追
求
す
る
』
と
定
め

て
い
る
が
、
こ
れ
は
社
員
一
人
ひ
と
り
が
生

き
生
き
と
働
い
て
、
こ
の
会
社
で
働
い
て
良

か
っ
た
と
思
わ
な
い
と
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
な
ど
、
求
め
ら
れ
て
い

る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
軸
を
持
っ
て

全
て
の
人
財
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
弊
社

は
2
0
1
0
年
の
経
営
破
た
ん
後
、
人
員
数

が
約
3
分
の
2
と
な
り
、
全
社
員
が
よ
り
一

層
の
活
躍
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
再

生
に
向
け
た
業
務
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
オ
フ
ィ
ス
が
不
夜
城
と
化
す

働
き
方
が
続
い
て
い
た
た
め
、
長
く
安
心
し

て
働
け
る
環
境
へ
の
変
化
が
急
務
と
な
っ
た
。

ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
に
取
り
組
む
背
景
や

ゴ
ー
ル
は
企
業
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
う

が
、
弊
社
は
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
、
改

革
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ワーケーションが
生
み
出
す
可
能
性

日
本
航
空
株
式
会
社
の
取
り
組
み

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン（
ワ
ー
ク
×
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
の
取
り
組
み
が
、

日
本
企
業
に
お
い
て
も
休
暇
取
得
の
促
進
策
と
し
て
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。

い
ち
は
や
く
改
革
を
進
め
て
い
る
日
本
航
空
で
は
、働
き
方
や
仕
事
内
容
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

理
念
と
そ
の
背
景
、プ
ロ
セ
ス
、成
果
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

3
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そ
れ
は
2
0
1
5
年
の

ト
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

か
ら
始
ま
っ
た

　全
社
員
が
生
き
生
き
と
働
い
て
い
く
た
め
、

2
0
1
1
年
以
降
、
多
様
な
人
財
の
活
躍
推

進
や
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
に
つ
い
て
の
経

営
戦
略
と
し
て
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ほ
ぼ

毎
年
発
信
し
、
制
度
や
仕
組
み
の
再
構
築
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革

に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
2
0
1
5
年
に

初
め
て
発
信
。「
全
社
員
が
、
生
産
性
高
く
、

や
り
が
い
を
も
っ
て
働
き
成
長
す
る
」「
生

み
出
さ
れ
た
時
間
を
社
員
一
人
一
人
が
自
身

の
時
間
の
充
実
に
あ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
通
じ
て
成
長
す
る
」「
こ
れ
ら
の
社
員
が

生
み
出
す
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
仕
事
の

成
果
に
よ
り
会
社
も
成
長
す
る
」
と
い
う
3

点
を
定
め
た
。
ま
た
総
実
労
働
時
間
の
目
標

を
1
8
5
0
時
間
に
定
め
た
。
こ
れ
は
、
弊

社
の
場
合
、
所
定
労
働
時
間
が
1
日
あ
た
り

8
時
間
で
あ
る
が
、
年
次
有
給
休
暇
を
20
日

間
取
得
し
た
場
合
、
月
間
の
時
間
外
・
休
日

労
働
時
間
が
約
4
時
間
程
度
で
あ
れ
ば
達
成

で
き
る
数
値
目
標
だ
。
こ
れ
は
、
育
児
や
介

護
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
抱
え
た
社

員
だ
け
が
、
短
時
間
勤
務
を
す
れ
ば
よ
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
、
本
来
の

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

推
進
に
も
つ
な
が
ら
な
い
。
全
社
員
が
業
務

に
係
る
時
間
が
同
等
で
あ
り
、
業
務
外
の
時

間
が
公
平
に
あ
る
こ
と
で
、
納
得
性
高
く
業

務
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
、
成
長
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
日
本
の
企
業
は
特
に
だ

が
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
が
進
ま
な
い
と

こ
ろ
が
多
い
が
、
そ
の
取
得
も
目
的
と
し
て
、

総
実
労
働
時
間
の
目
標
達
成
を
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
変
革
の
1
つ
の
ゴ
ー
ル
と
し
た
。

ま
ず
は
テ
レ
ワ
ー
ク
か
ら
。

申
告
に
理
由
は
要
ら
な
い

　時
間
と
場
所
に
捉
わ
れ
な
い
働
き
方
を
実

現
す
る
た
め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
奨
し
て
い

る
が
、
弊
社
の
特
徴
と
し
て
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
申
請
に
理
由
の
申
告
を
求
め
て
お
ら
ず
、

性
別
を
問
わ
ず
育
児
者
や
介
護
者
も
含
む
全

社
員
を
対
象
と
し
て
い
る
。
制
度
が
定
着
す

る
よ
う
に
「
小
さ
く
産
ん
で
、
大
き
く
育
て

る
」
と
い
う
の
も
特
徴
で
あ
る
。
2
0
1
4

年
に
在
宅
勤
務
制
度
の
ト
ラ
イ
ア
ル
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
利
用
す
る
社
員
の
声
を
徹
底
的

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
少
し
ず
つ
改
善
を
重
ね
、

2
0
1
6
年
に
は
自
宅
し
ば
り
を
撤
廃
し
、

テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
社

員
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
制
度
の
緩
和
や
、

職
場
の
執
務
エ
リ
ア
に
お
け
る
フ
リ
ー
ア
ド

レ
ス
化
も
後
押
し
と
な
り
、
社
員
に
と
っ
て

よ
り
使
い
勝
手
の
よ
い
制
度
と
な
っ
て
ゆ
き
、

リ
モ
ー
ト
で
業
務
を
行
う
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル

が
下
が
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」へ

　2
0
1
7
年
の
夏
か
ら
は
「
ワ
ー
ク
」
と

「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
造
語
で
あ
り
、
休
暇

期
間
中
に
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
業
務
を
認
め
る

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入
し
た
。
例
え

ば
、
急
に
入
っ
た
会
議
が
当
初
計
画
し
て
い

た
旅
行
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
こ
れ

ま
で
は
旅
行
の
日
程
を
変
更
し
た
り
、
や
む

な
く
旅
行
自
体
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
旅
行

を
諦
め
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
予
定
通
り
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当

初
は
休
暇
取
得
促
進
の
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
位
置
づ
け
で
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　制
度
導
入
当
初
は
、
社
員
の
声
と
し
て

「
休
み
の
日
に
も
業
務
を
行
う
こ
と
か
」
と

い
っ
た
よ
う
な
声
も
あ
が
っ
た
。「
ワ
ー
ケ白浜でのワーケーションの様子

ワーケーションが生み出す可能性3

第242号 July 201915



ー
シ
ョ
ン
」
は
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
変
革
に
お

け
る
、
働
き
方
・
休
み
方
の
選
択
肢
の
1
つ

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
べ
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
試
み
た
。
ま
ず
は
、

意
識
改
革
を
目
的
と
し
た
、
制
度
の
趣
旨
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
に
遠
隔

地
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
や
社
会
貢
献
の
取
り
組

み
を
セ
ッ
ト
に
し
た
社
員
向
け
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
を
設
定
し
、
参
加
者
を
募
っ
た
。

和
歌
山
県
の
白
浜
町
に
向
か
い
、
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
施
、
さ
ら
に
は
世
界
遺
産
で
あ
る
熊

野
古
道
へ
行
き
、
道
普
請
の
体
験
等
を
通
じ
、

地
域
と
の
関
わ
り
か
ら
自
身
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
た
。

　こ
れ
ら
を
機
に
徐
々
に
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
経
験
す
る
社
員
が
増
え
て
い
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
想
が
多
く

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
前
向
き
に
制
度
を

活
用
し
よ
う
と
す
る
声
や
働
き
方
・
休
み
方

の
選
択
肢
の
1
つ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
く

動
き
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

実
施
す
る
企
業
と
地
域
、

そ
れ
ぞ
れ
の

〝
気
づ
き
〞と〝
学
び
〞

　2
0
1
8
年
の
秋
に
は
鹿
児
島
県
の
徳
之

島
町
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
証
事
業
を
行
っ

た
。
徳
之
島
町
と
地
域
創
生
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
社
が
行
っ
た

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
証
事
業
に
参
画
し
た
。

徳
之
島
町
は
、
今
後
の
雇
用
創
出
や
労
働
力

確
保
の
可
能
性
を
見
据
え
、
働
く
場
所
と
し

て
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
つ
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
弊
社
の
社
員
が
「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
、
仕
事
を
行
う
上

で
の
課
題
や
観
光
資
源
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ

を
事
後
の
報
告
会
を
通
し
て
徳
之
島
町
へ
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

　弊
社
か
ら
は
社
員
本
人
と
そ
の
家
族
、
計

20
名
程
度
が
参
加
し
た
が
、
敢
え
て
東
京
か

ら
離
れ
る
こ
と
で
客
観
的
に
自
分
の
会
社
や

将
来
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な

り
、
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
自
分
自
身

の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
見
つ
め
な
お
す
良
い

き
っ
か
け
と
な
り
、
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
企
画
が
実
現
し
た
。

　ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
観
点
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
例
え
ば

だ
が
、
航
空
会
社
で
あ
る
弊
社
が
、
地
域
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
役
割
に
つ
い
て
意
識
す
る
社
員
も
い
た
。

日
ご
ろ
東
京
で
は
机
上
で
し
か
考
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
経
験
を
通
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
、
感
性
を
活
か
し
た
気
づ
き

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の

こ
れ
か
ら
と
、

新
た
な
活
用
法

　こ
れ
ま
で
の
約
2
年
の
取
り
組
み
を
経
て
、

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
は
新
た
な
可
能
性

が
で
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
リ
モ
ー

ト
で
業
務
を
行
う
弊
社
の
社
員
の
数
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。
2
0
1
7
年
度
は
、
日
本

航
空
の
単
体
で
5
7
0
0
件
で
あ
っ
た
実
施

数
が
、
2
0
1
8
年
度
は
1
万
2
千
件
を
超

え
た
。
ま
た
、
日
本
航
空
グ
ル
ー
プ
全
体
で

は
2
万
件
を
超
え
て
い
る
。
「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
7
年
の
夏
に

ト
ラ
イ
ア
ル
で
実
施
し
た
際
は
日
本
航
空
単

体
で
11
件
で
あ
っ
た
も
の
が
、
2
0
1
8
年

の
夏
に
は
78
件
。
年
度
合
計
で
は
1
7
4
件

に
ま
で
急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
進
む
こ

と
で
、
企
業
と
し
て
は
時
間
と
場
所
に
捉
わ

れ
な
い
柔
軟
性
の
あ
る
働
き
方
の
推
進
と
な

り
、
長
期
休
暇
の
取
得
促
進
や
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
も
つ

な
が
る
。
社
員
個
人
に
と
っ
て
は
、
い
つ
も

と
異
な
る
経
験
で
自
己
成
長
に
つ
な
げ
、
新

た
な
活
力
に
な
る
。
そ
し
て
、
社
会
と
し
て

は
、
地
域
活
性
化
へ
も
つ
な
が
る
。
こ
れ
ま

で
は
帰
省
や
観
光
を
目
的
と
し
て
の
み
遠
方

へ
行
く
こ
と
が
主
で
あ
っ
た
も
の
が
、
仕
事

も
目
的
の
1
つ
と
な
る
と
、
も
し
か
し
た
ら

旅
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
増
え
る
か
も
し
れ
な

い
。
自
身
の
旅
の
回
数
が
増
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
も
つ
な
が

り
、
結
果
、
関
係
人
口
の
さ
ら
な
る
増
加
に

も
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
新
た
な
活
用
方
法

と
し
て
、
集
中
し
た
議
論
を
重
ね
る
た
め
に
、

遠
隔
地
で
業
務
を
行
う
合
宿
型
の
「
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
を
組
織
毎
の
有
志
の
グ
ル
ー
プ

で
行
う
事
例
も
最
近
で
は
出
て
き
て
い
る
。

旅
先
で
業
務
を
行
う
こ
と
が
、
何
か
し
ら
の

付
加
価
値
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
考

熊野古道での道普請体験
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表 1

東
原
祥
匡（
ひ
がしはら・よ
し
ま
さ）

2
0
0
7
年
日
本
航
空
株
式
会
社

入
社
。関
西
国
際
空
港
に
お
け
る
空

港
業
務
や
、国
際
線
を
中
心
と
し
た

客
室
乗
務
員
の
業
務
を
経
験
し
た

後
、2
0
1
0
年
よ
り
客
室
乗
務
員
の
人
事
、採
用
、

広
報
等
を
担
当
。2
0
1
5
年
末
よ
り
2
年
間
の
社

外
出
向
を
経
て
、2
0
1
7
年
12
月
よ
り
現
職
。

え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
休
暇
を
ベ

ー
ス
と
し
て
業
務
を
認
め
る
「
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
制
度
を
行
っ
て
き
て
い
た
が
、
こ
れ

ら
の
事
例
も
踏
ま
え
、
2
0
1
9
年
5
月
か

ら
は
、
出
張
先
で
休
暇
を
加
え
る
こ
と
で

「
ワ
ー
ク
」
と
「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
融
合

を
行
え
る
「
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」
も
導
入

し
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
異
な
る
も
の
の
、
そ

の
土
地
に
お
い
て
、
地
域
を
知
り
、
自
身
の

感
性
を
高
め
る
機
会
と
し
て
は
共
通
で
あ
り
、

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　今
後
、
日
本
の
労
働
力
人
口
は
減
少
し
、

よ
り
生
産
性
の
高
い
働
き
方
が
求
め
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
が
、
I
T
技
術
の
進
歩
も

あ
り
、
さ
ら
に
柔
軟
性
の
あ
る
働
き
方
が
可

能
と
な
り
、
日
本
全
体
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル

変
革
に
つ
な
が
る
存
在
と
し
て
、
「
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
が
企
業
・
個
人
・
地
域
の
三
方

よ
し
の
取
り
組
み
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ワーケーションが生み出す可能性3
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座
談
会

進
行
○

　
　
　
　
　
　
　

構
成
○

編
集
協
力
○

写
真
○

守
屋
邦
彦
（
J
T
B
F
）

福
永
香
織
（
J
T
B
F
）

　
　
　
　
　
　
　

福
永
香
織
（
J
T
B
F
）

井
上
理
江

村
岡
栄
治

4

家
族
を
伴
う

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
の

実
態
と
可
能
性

鯨
本
あつこ
氏 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
離
島
経
済
新
聞
社
　
統
括
編
集
長
　

趙 

アラ
氏 

韓
国
文
化
観
光
研
究
院
　
観
光
政
策
研
究
室
　
副
研
究
委
員
　

長
縄
将
幸
氏 

J
T
B
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
　
会
長
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福
永
…
今
回
の

「
観
光
文
化
」の

中
で
も
、
出
張

の
前
後
に
休
暇

を
追
加
す
る
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
や
、
休
暇
期
間
中
の
滞
在
先
で

の
テ
レ
ワ
ー
ク
業
務
を
認
め
る
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
が
っ
て
い
ま

す
。現
地
で
仕
事
以
外
の
時
間
に
家
族
と
合

流
し
て
余
暇
を
楽
し
む
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
共
働
き
も
増
え
て
い

る
中
で
は
、
休
み
方
、
働
き
方
に
加
え
、
休
暇

と
仕
事
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
家
族
と
の
過
ご

し
方
も
多
様
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。今

日
は
家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
実
態
と
可
能
性
に
つ
い
て
色
々
と

お
話
を
お
う
か
が
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
皆
さ
ん
の
家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト

ラ
ベ
ル
（
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
の
ご
経
験
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま

家
族
を
伴
う

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

の
実
態

〜
意
外
に
多
い
!?

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
経
験
者
〜
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す
で
し
ょ
う
か
。

鯨
本
…
私
自
身
は「ritokei

」な
ど
の
媒
体
作

り
の
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
や

事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
関
す
る
業
務
の
た
め
、

離
島
だ
け
で
な
く
大
阪
・
東
京
な
ど
の
主
要

都
市
に
も
行
く
こ
と
が
あ
り
、
月
の
半
分
が

出
張
と
い
う
時
も
あ
り
ま
す
。

　
1
歳
と
4
歳
の
2
人
の
子
ど
も
が
お
り
ま

る
と
そ
の
時
間
が
な
く
な
り
、
む
し
ろ
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
く
ら
い
の
力
を
使
い
ま
す
ね
。

福
永
…
取
材
を
す
る
時
に
お
子
さ
ん
が
一
緒

に
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
。

鯨
本
…
0
歳
児
の
時
は
抱
っ
こ
し
た
ま
ま
取

材
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
き
く

な
る
と
で
き
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
一
時

預
か
り
の
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
利
用
し

て
い
ま
す
。

　
東
京
の
場
合
は
キ
ッ
ズ
ラ
イ
ン（
注
1
）や

一
時
預
か
り
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は

都
か
ら
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
に
補
助

（
注
2
）が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
せ
い
か
、
確

保
す
る
の
が
と
て
も
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

一
時
預
か
り
は
非
常
に
高
く
、
丸
1
日
預
け

て
2
万
円
近
く
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
地
方
都
市
や
大
き
な
離
島
も
一
時
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
奄
美
大
島
、
宮
古
島
、
久

米
島
な
ど
で
民
間
施
設
や
保
育
園
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。安
い
と

こ
ろ
で
は
1
時
間
4
0
0
円
、
高
く
て

1
6
0
0
円
く
ら
い
で
、
子
ど
も
と
1
〜
2

時
間
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
間
に
仕
事
を
し

ま
す
。

　
他
に
も
、
地
方
に
子
ど
も
を
伴
っ
て
出
張

を
す
る
場
合
は
、
2
つ
ほ
ど
対
処
方
法
が
あ

り
ま
す
。一
つ
は
比
較
的
仲
の
良
い
ク
ラ
イ

し
て
、こ
れ
ま
で
に
上
の
子
は
46
島
、下
の
子

は
13
島
に
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。大
き
な
会

社
に
属
し
て
い
れ
ば
産
休
・
育
休
制
度
が
あ

っ
た
り
し
ま
す
が
、
自
分
た
ち
が
立
ち
上
げ

た
組
織
で
、か
つ
裁
量
も
自
分
に
あ
る
の
で
、

産
後
2
ヶ
月
後
か
ら
出
張
に
出
て
、
最
初
の

子
ど
も
を
伴
う
出
張
は
上
の
子
が
3
ヶ
月
の

時
の
奄
美
大
島
で
し
た
。下
の
子
も
3
ヶ
月

の
時
に
宮
古
島
に
連
れ
て
行
っ
た
の
を
皮
切

り
に
、
常
に
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
行
く
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
あ
ま
り
感
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
変
な

こ
と
は
荷
物
が
多
く
な
る
こ
と
く
ら
い
で
し

ょ
う
か
。ま
た
、自
分
一
人
で
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
泊
ま
れ
る
の
で
、
適
当
に
チ
ケ
ッ
ト
や
宿

を
手
配
し
て
す
ぐ
行
け
ま
す
が
、
子
ど
も
が

一
緒
だ
と
、
宿
泊
先
や
託
児
所
な
ど
の
情
報

収
集
や
準
備
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。今
、私

は
九
州
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
東
京
出
張
が

一
番
大
変
で
、子
ど
も
を
連
れ
て
、大
き
な
荷

物
を
抱
え
て
の
移
動
も
大
変
で
す
し
、
室
内

で
平
和
に
過
ご
せ
る
宿
泊
施
設
を
探
す
の
が

と
て
も
大
変
で
す
。

　
あ
と
は
、
移
動
中
に
全
く
仕
事
が
で
き
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。一
人
の
時
は
、飛
行
機

や
新
幹
線
で
の
移
動
中
は
ゆ
っ
た
り
仕
事
が

で
き
る
時
間
で
す
が
、
子
ど
も
が
一
緒
に
い

1
9
8
2
年
生
ま
れ
。大
分
県
日
田
市
出

身
。N
P
O
法
人
離
島
経
済
新
聞
社
の
有

人
離
島
専
門
メ
デ
ィ
ア『
離
島
経
済
新
聞
』、

季
刊
紙『
季
刊
リ
ト
ケ
イ
』統
括
編
集
長
。

地
方
誌
編
集
者
、経
済
誌
の
広
告
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
等
を
経
て

2
0
1
0
年
に
離
島
経
済
新
聞
社
を
設

立
。地
域
づ
く
り
や
編
集
デ
ザ
イ
ン
の
領

域
で
事
業
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、人
材
育
成
、広

報
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、講
演
、執
筆
等
に
携

わ
る
。2
0
1
2
年
ロ
ハ
ス
デ
ザ
イ
ン
大
賞

ヒ
ト
部
門
受
賞
。美
ら
島
沖
縄
大
使
。2

児
の
母
。一
般
社
団
法
人
石
垣
島
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
フ
ラ
ッ
グ
理
事
。株
式
会
社
リ

ト
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ボ
代
表
。『
離
島
経

済
新
聞
』ww

w
.ritokei.com

鯨
本
あ
つ
こ（
い
さ
も
と
・
あ
つ
こ
）

離島専門新聞
『季刊ritokei』は
2012年1月の創刊
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ア
ン
ト
や
取
引
先
が
い
れ
ば
、
そ
の
ご
家
族

や
お
友
達
が
遊
ん
で
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。小
さ
い
島
で
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
は
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

S
N
S
な
ど
で
つ
ぶ
や
く
と
、
誰
か
が
助
け

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。な
ん
と
か
そ

う
い
う
島
で
も
2
〜
3
時
間
ず
つ
預
か
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
を
伴
っ
て
の
出
張
は
と
て
も
難
し
い

状
況
で
す
。し
か
し
私
は
旅
行
が
と
て
も
好

き
で
、
あ
ち
こ
ち
に
息
子
を
連
れ
て
行
っ
て

お
り
、育
児
休
暇
期
間
中
に
も
、息
子
と
2
人

で
大
阪
旅
行
を
し
ま
し
た
。私
と
2
人
だ
け

だ
と
、
例
え
ば
足
が
痛
い
と
言
わ
れ
て
も
お

ん
ぶ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
が
私
に
と
っ
て
も
息
子
に

と
っ
て
も
思
い
出
深
く
、
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。

　
息
子
が
小
さ
か
っ
た
頃
に
1
年
に
数
回
海

外
出
張
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
い
な
い

間
に
突
然
熱
を
出
し
た
り
し
た
の
で
、
離
れ

て
い
る
と
心
配
な
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

今
回
も
息
子
を
連
れ
て
こ
よ
う
か
な
と
思
っ

た
の
は
、
そ
の
2
人
旅
の
思
い
出
が
よ
か
っ

た
こ
と
と
、
育
児
の
空
白
を
作
ら
な
く
て
い

い
か
ら
で
す
が
、諦
め
た
理
由
の
1
つ
は
、世

話
を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
で
す
。

夫
に
同
行
し
な
い
か
と
聞
き
ま
し
た
が
、
仕

事
が
忙
し
く
て
休
暇
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。こ
の
座
談
会
は
2
時
間
く
ら
い

な
の
で
図
書
館
な
ど
で
1
人
で
過
ご
し
て
も

ら
お
う
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
じ
っ
と

座
っ
て
待
っ
て
い
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

　
大
阪
で
あ
れ
ば
一
度
来
て
わ
か
っ
て
い
る

　
も
う
一
つ
は
、
私
た
ち
の
出
張
先
は
離
島

が
メ
イ
ン
で
楽
し
い
場
所
も
多
い
の
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
実
家
の
母
親
に
旅
行
が
て
ら

つ
い
て
来
て
も
ら
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
す
。

も
ち
ろ
ん
会
社
の
経
費
で
は
な
く
、
自
費
で

来
て
も
ら
う
の
で
す
が
、
自
分
が
仕
事
を
し

て
い
る
間
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
て
も
ら
い

ま
す
。私
の
夫
も
同
じ
職
場
で
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
、
家
族
4
人
で
出
張
に
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

福
永
…
知
ら
な
い
場
所
で
普
段
の
環
境
と
は

違
う
託
児
所
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
時
、
お
子

さ
ん
は
大
丈
夫
な
も
の
で
す
か
。

鯨
本
…
環
境
に
よ
っ
て
は
、
ど
う
し
て
も
嫌

い
な
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。地
元
の
方

に
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
良
い
と
こ
ろ
を
選

択
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
離

島
を
専
門
に
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
地
域
に

つ
い
て
の
知
識
が
あ
る
程
度
あ
り
ま
す
が
、

初
め
て
そ
の
地
域
に
行
く
方
が
必
要
な
情
報

に
き
ち
ん
と
辿
り
つ
け
る
か
と
い
う
の
は
重

要
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

趙
…
私
は
小
学
3
年
生
の
息
子
が
1
人
い
て
、

息
子
が
小
学
１
年
生
に
な
っ
た
時
に
育
児
休

暇
を
取
得
し
ま
し
た
。私
が
勤
め
て
い
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院（
K
C
T
I
）は
政
府
の

文
化
体
育
観
光
部
の
下
部
機
関
で
す
の
で
、

出
張
に
つ
い
て
は
極
め
て
規
定
が
厳
し
く
、

韓
国
ソ
ウ
ル
出
身
。 

2
0
0
7
年
ソ
ウ
ル

大
学
で
博
士
号
を
取
得
、2
0
0
9
―
2

0
1
4
年
ソ
ウ
ル
大
学
の
日
本
研
究
所

で
H
K
研
究
教
授
と
し
て
勤
務
し
た
。

2
0
1
4
年
以
降
は
現
在
ま
で
に
韓
国

文
化
体
育
観
光
部
傘
下
機
関
で
あ
る
韓

国
文
化
観
光
研
究
院
で
勤
務
し
、
国
際
観

光
政
策
と
地
域
観
光
政
策
の
研
究
を
進

め
て
い
る
。主
な
著
書
に
『
観
光
で
見
た
北

海
道
：
観
光
政
策
と
文
化
政
治
』（
韓
国

語
）、『
現
場
で
見
た
東
日
本
大
震
災
』（
韓

国
語
、共
著
）な
ど
が
あ
り
、主
な
報
告
書

に「
日
本
の
観
光
市
場
の
分
析
」、「
日
韓
の

国
際
観
光
政
策
の
分
析
」、「
地
域
観
光
推

進
組
織
の
育
成
方
案
研
究
」な
ど
が
あ
る
。

趙 
ア
ラ（
ち
ょ・
あ
ら
）

KCTI（Korea Culture and Tourism Institute）
＝韓国文化観光研究院のブローシャ

座談会◎家族を伴うビジネストラベルマーケットの実態と可能性4
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座
談
会

鯨
本
あつこ
氏

趙 

アラ
氏

長
縄
将
幸
氏

の
で
、
連
れ
て
こ
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
東
京
で
は
ど
こ
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行

っ
た
ら
良
い
か
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。今
回
は

情
報
を
探
す
時
間
も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、
子
ど

も
を
遊
ば
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
が
見
つ
け
や
す

い
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
にExpedia G

roup

の
調
査（
注
3
）

に
よ
る
と
、ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
す
る
人
が
情
報

収
集
に
か
け
る
時
間
は
1
〜
5
時
間
だ
そ
う

で
す
。そ
の
間
に
情
報
が
見
つ
か
ら
な
い
と
、

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
諦
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
情
報
提
供
を

お
こ
な
う
か
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
最
近
、
当
研
究
院
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
実
施
し
た
海
外
旅
行
に
関
す
る
F
G
I

（F
ocus G

roup Interview
）調
査
に
よ

れ
ば
、
未
婚
の
20
代
は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
し

た
く
な
い
と
い
う
答
え
が
か
な
り
多
く
て
驚

き
ま
し
た
。理
由
は
上
司
と
一
緒
の
出
張
が

多
く
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
も
仕
事
の
よ
う
に
思

え
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
一
方
、
30
〜
40
代
で
子
ど
も
が
い
る
人
に

聞
く
と
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
意
欲
が
高
く
、

実
際
に
経
験
が
あ
る
人
が
多
い
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。た
だ
し
、会
社
で
禁
止
さ
れ
て
い
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る
訳
で
は
な
く
て
も
、
自
分
が
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
を
し
た
と
人
に
話
す
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
難

し
い
状
況
の
よ
う
で
す
。

　
50
代
以
上
に
な
る
と
、
夫
婦
で
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
を
お
こ
な
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。こ

の
世
代
は
社
内
で
も
上
の
地
位
に
い
ま
す
の

で
、
気
楽
に
で
き
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

福
永
…
趙
さ
ん
の
よ
う
に
研
究
の
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
と
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る
学
会
に

参
加
す
る
機
会
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。海
外

の
学
会
は
家
族
を
伴
う
こ
と
が
当
た
り
前
で

す
が
、
日
本
の
学
会
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
家

族
の
姿
が
見
え
ま
せ
ん
。も
し
か
し
た
ら
一

緒
に
来
て
い
て
も
そ
れ
が
わ
か
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

趙
…
韓
国
も
日
本
と
同
じ
で
す
。海
外
の
学

会
出
張
で
あ
れ
ば
気
楽
に
子
ど
も
を
連
れ
て

行
け
ま
す
よ
ね
。

長
縄
…
私
は（
株
）J
T
B
に
入
社
し
て
旅
行

営
業
を
6
年
、
本
社
で
企
画
を
4
年
ほ
ど
担

当
し
、
そ
れ
か
ら
11
年
間
労
働
組
合
専
従
と

し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。私
に
は
中
学
2

年
生
の
娘
と
小
学
1
年
生
の
息
子
が
い
ま
す

が
、
家
族
を
伴
っ
て
出
張
し
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
そ
も
そ
も
そ

う
い
う
概
念
も
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。た
だ
、実
家

が
岐
阜
に
あ
る
の
で
、
年

末
年
始
に
近
い
時
期
に
名

古
屋
出
張
が
あ
れ
ば
家
族

と
合
流
し
て
一
緒
に
帰
省

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
お
話
を
う
か
が
う

ま
で
は
、
育
児
を
さ
れ
て

い
る
方
の
家
族
を
伴
う
出

張
旅
行
は
、
お
子
さ
ん
を
置
い
て
出
張
に
行

け
な
い
の
で
、
必
要
に
迫
ら
れ
て
連
れ
て
行

く
と
い
う
タ
イ
プ
の
も
の
が
多
い
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、先
程
の
鯨
本
さ

ん
の
お
母
様
が
娘（
鯨
本
さ
ん
）の
出
張
に
同

行
す
る
と
い
う
お
話
か
ら
、
出
張
に
行
く
な

ら
延
泊
し
て
家
族
と
現
地
を
楽
し
ん
で
こ
よ

う
と
い
う
事
例
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
が

も
っ
と
浸
透
す
る
と
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
が
出
張
を
帰
省
に
絡
め
た
と
言
い
ま
し

た
が
、
そ
う
い
う
人
は
結
構
多
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。よ
く
あ
る
の
が
、単
身
赴

任
し
て
い
る
方
が
、
地
元
の
近
く
の
会
議
に

参
加
す
る
場
合
、
出
張
つ
い
で
に
帰
省
す
る

パ
タ
ー
ン
で
す
。特
に
、一
定
以
上
の
年
齢
の

方
や
社
内
で
も
あ
る
程
度
の
立
場
に
い
る
方

は
そ
う
し
た
こ
と
が
し
や
す
く
、
会
社
も
禁

止
し
て
い
ま
せ
ん
。若
い
人
も
禁
止
さ
れ
て

い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
立
場
的
に
出

張
と
帰
省
を
兼
ね
る
と
い
っ
た
こ
と
が
難
し

い
の
が
実
情
だ
と
思
い
ま
す
。

　
出
張
旅
行
ニ
ー
ズ
の
統
計
デ
ー
タ
は
、私
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
す
が
、業
務
渡
航

の
相
談
や
手
配
を
受
け
て
い
る
部
署
の
社
員

に
聞
い
た
と
こ
ろ
、最
近
は
会
社
宛
の
領
収
書

と
個
人
宛
の
領
収
書
を
分
け
て
ほ
し
い
と
い

う
依
頼
も
多
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

1
9
9
8
年
株
式
会
社
日
本
交
通
公
社

に
入
社
後
、一
宮
支
店
営
業
課
で
法
人
営

業
を
担
当
。2
0
0
4
年
J
T
B
中
部
営

業
本
部
に
異
動
と
な
り
営
業
企
画
を
担

当
し
、2
0
0
6
年
の
J
T
B
グ
ル
ー
プ

経
営
再
編
に
よ
り
J
T
B
中
部
本
社
の

所
属
と
な
り
経
営
企
画
部
、営
業
推
進
部

に
お
い
て
事
業
開
発
や
法
人
営
業
戦
略
の

策
定
に
携
わ
る
。2
0
0
8
年
J
T
B
中

部
地
域
・
労
働
組
合
の
書
記
長
に
就
任
し
、

専
従
組
合
役
員
と
し
て
本
格
的
に
労
働

運
動
を
開
始
、2
0
1
0
年
J
T
B
グ
ル

ー
プ
労
働
組
合
連
合
会
副
事
務
局
長
に

就
任
、の
ち
事
務
局
長
、副
会
長
を
経
て

2
0
1
5
年
よ
り
現
職
。

長
縄
将
幸（
な
が
な
わ
・
ま
さ
ゆ
き
）

海外でのワーケーション導入は
2019年4月から
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福
永
…
次
に
家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ

ル
を
め
ぐ
る
企
業
や
地
域
の
動
き
に
つ
い
て

う
か
が
っ
て
い
き
ま
す
が
、ま
ず
は
、長
縄
さ

ん
、
J
T
B
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
の
ブ
リ
ー

ジ
ャ
ー
制
度
要
求
の
動
き
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

長
縄
…
ま
ず
J
T
B
グ
ル
ー
プ
の
労
働
組
合

の
特
徴
と
し
て
、
賃
金
や
労
働
条
件
の
改
善

は
も
ち
ろ
ん
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、
企
業

や
グ
ル
ー
プ
、
観
光
産
業
自
体
が
ど
う
す
れ

ば
発
展
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
結
果
と
し
て
、

従
業
員
の
労
働
条
件
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば

よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
4
月
の
春
闘
で
、
J
T
B
の
グ
ル
ー

プ
各
社
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の
導
入
を
要

求
し
ま
し
た
。そ
の
根
底
に
は
、
移
動
す
る

「
機
会
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
し
よ
う
」と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
し
た
。移
動
の
障
壁
は
経
済

的
に
も
時
間
的
に
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
私

が
北
海
道
に
出
張
す
る
と
し
た
ら
、
私
の
旅

費
は
出
張
旅
費
と
し
て
会
社
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。そ
こ
に
家
族
2
人
を
呼
び
寄
せ
た
ら

2
人
分
の
移
動
費
用
で
3
人
の
家
族
旅
行
が

楽
し
め
る
こ
と
と
な
り
、
移
動
の
経
済
的
な

障
壁
を
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。も

ち
ろ
ん
、
出
張
先
で
の
業
務
を
完
遂
さ
せ
る

こ
と
が
大
前
提
と
は
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
に
、
出
張
で
の
移
動
の
機
会
を
活
用
し
て

積
極
的
に
家
族
を
呼
び
よ
せ
る
、
あ
る
い
は

自
分
ひ
と
り
で
も
現
地
で
延
泊
し
て
余
暇
を

過
ご
す
と
い
っ
た
旅
行
形
態
が
増
え
る
と
い

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ち
な
み
に
、
今
回
の
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
導

入
に
は
、2
つ
の
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。

1
つ
は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
休
み
方
、
余

暇
の
過
ご
し
方
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

休
暇
取
得
が
促
進
さ
れ
る
。ま
た
家
族
も
呼

び
寄
せ
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、
観
光
産
業

全
体
の
需
要
喚
起
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
も
う
1
つ
は
、
J
T
B
グ
ル
ー
プ
の
企
業

文
化
の
改
革
で
す
。例
え
ば
旅
行
業
に
従
事

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ル
ー
プ
社

員
が
出
張
先
で
延
泊
し
て
現
地
を
楽
し
む
よ

う
な
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
積
極
的
に
は
や

り
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の

た
め
、
出
張
先
で
延
泊
し
た
い
と
社
員
が
言

っ
た
ら
、そ
れ
は
い
い
ね
、い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
し
て
そ
れ
が
今
後
の
業
務
に
つ
な
が
れ
ば

い
い
、
さ
ら
に
家
族
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
れ
ば

最
高
だ
と
い
う
余
暇
の
充
実
や
個
々
人
の
体

験
を
尊
重
す
る
企
業
文
化
を
構
築
し
た
い
と

考
え
、
そ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
も
な
る
の

で
は
と
い
う
こ
と
か
ら
、提
案
を
し
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
日
本
で
は
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
権
は
基
本
的
に
労
働
者
側
に
あ
る
の
で
、

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を
導
入
し
な
く
て
も
出

張
翌
日
に
滞
在
先
で
有
給
休
暇
を
と
り
ま
す

と
い
え
ば
そ
れ
で
い
い
わ
け
で
す
。た
だ
、禁

止
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
進
ん
で
い
な
い

と
い
う
の
が
実
情
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
延
泊
後
に
帰
る
便
の
飛
行
機

代
は
会
社
が
払
う
の
か
個
人
が
払
う
の
か
、

延
泊
後
に
乗
っ
た
飛
行
機
で
事
故
が
起
き
た

ら
労
災
に
な
る
の
か
、
そ
の
辺
の
取
り
決
め

を
し
っ
か
り
す
れ
ば
、
よ
り
取
得
し
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
訳
で
す
。新

し
い
制
度
と
い
う
よ
り
は
、
実
現
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
整
備
し
た
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

福
永
…
J
T
B
労
働
組
合
で
は
、
い
つ
頃
か

ら
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
推
進
の
動
き
が
出
て
き
た

の
で
す
か
。ま
た
、ど
う
い
っ
た
点
を
細
か
く

詰
め
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

長
縄
…
2
年
ほ
ど
前
か
ら
話
題
と
し
て
は
出

て
い
ま
し
た
。年
次
有
給
休
暇
の
計
画
取
得

は
国
を
挙
げ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
休

み
の
取
り
方
を
具
体
的
に
提
示
し
な
い
と
実

質
的
な
動
き
に
結
び
つ
か
な
い
の
で
、
そ
の

具
体
案
と
し
て
出
張
先
で
取
得
す
る
と
い
う

投
げ
か
け
を
し
て
は
ど
う
か
と
議
論
を
積
み

重
ね
、今
回
そ
れ
が
実
現
し
た
形
で
す
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
企
業
の
動
き
　

〜
休
暇
取
得
促
進
、仕
事
の
質
的
向
上
に
つ
な
が
り
う
る
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜



　
具
体
的
に
取
り
決
め
た
点
と
し
て
は
、
グ

ル
ー
プ
各
社
に
よ
っ
て
差
異
は
あ
り
ま
す
が
、

延
泊
し
た
時
に
発
生
し
た
事
故
な
ど
は
す
べ

て
会
社
の
責
任
外
、費
用
と
し
て
は
、通
常
の

往
復
分
は
出
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
区
間
は

自
己
負
担
と
し
た
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
だ
と

思
い
ま
す
。

鯨
本
…
ラ
イ
タ
ー
、カ
メ
ラ
マ
ン
、デ
ザ
イ
ナ

ー
な
ど
の
編
集
関
係
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
は

じ
め
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
ウ
ェ
ブ
関
係
の

仕
事
を
し
て
い
る
方
た
ち
の
中
に
は
、
出
張

先
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ
て
い
る
方
が
わ

り
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

一
方
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
は
、
職
種

と
企
業
文
化
に
左
右
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
小
さ
い
N
P
O

で
資
金
的
な
余
裕
は
な
い
も

の
の
、
会
社
の
制
度
は
か
な

り
柔
軟
に
設
定
で
き
ま
す
。

基
本
的
に
は
任
せ
た
仕
事
を

納
期
ま
で
に
終
わ
ら
せ
ら
れ

れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
方
で

す
が
、出
張
が
多
く
、か
つ
電

波
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を

含
め
て
基
本
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
情
報
を
ま
と
め
、
ど

こ
で
も
仕
事
が
で
き
る
環
境

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
一
つ
の
目
的
で

出
張
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
を
兼
ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。あ
ま
り

規
定
ら
し
い
規
定
は
整
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

労
災
の
範
囲
や
精
算
の
仕
方
な
ど
、
い
く
つ

か
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
決
め
て
お
く
と
良

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
あ
と
は
業
務
や
上
司
に
よ
る
と
思
い
ま
す

が
、
タ
ス
ク
が
時
間
内
に
ち
ゃ
ん
と
達
成
で

き
た
か
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
周
り

も
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
快
く
送
り
出
し
て
く
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、そ
う
で
な

く
て
も
、
気
持
ち
よ
く
送
り
出
せ
る
社
会
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
良
い
で
す
が
。

福
永
…
先
ほ
ど
J
T
B
の
社
員
で
も
出
張
先

で
延
泊
し
に
く
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、旅
行
会
社
だ
け
で
は
な
く
、地
域
の
観

光
関
連
産
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
も
同
様
で
、

自
ら
の
旅
行
経
験
を
踏
ま
え
て
地
域
や
宿
を

良
く
し
て
い
き
た
い
の
に
、
な
か
な
か
旅
行

に
行
け
な
い
と
い
う
実
態
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
に
長
縄
さ
ん
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
観
光
産
業
に
携
わ

る
人
た
ち
に
旅
行
を
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を

考
え
る
こ
と
も
大
事
で
す
よ
ね
。

鯨
本
…
私
た
ち
の
よ
う
な
仕
事
の
場
合
、
離

島
地
域
に
行
く
こ
と
は
、
他
の
仕
事
の
リ
サ

ー
チ
や
研
修
に
な
り
ま
す
。例
え
ば
月
間
、あ

る
い
は
年
間
い
く
ら
ま
で
と
い
う
形
で
、
旅

費
の
一
部
を
会
社
が
負
担
す
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
て
い
る
会
社
も
あ
り
ま
す
。

　
旅
行
会
社
で
も
出
張
の
回
数
に
差
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
窓
口
や
接
客
担
当
の
方
に
も

体
験
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
レ
ポ
ー
ト
し
て

も
ら
う
と
い
っ
た
取
り
組
み
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

趙
…
私
た
ち
は
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
の
が
基
本

で
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
行
っ
た
り
出
張
に
行
っ

た
り
す
る
の
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
、
韓
国
で
は
労
働
時
間
の
削
減
を
目

的
に
労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。韓

国
で
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
労
働
時
間
が
長

く
、
1
週
間
に
68
時
間
働
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
改
正
後
は
最
大
52
時
間
に
な
り
ま

し
た
。今
後
は
、仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　
他
の
企
業
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
の
で
す

が
、
韓
国
で
最
初
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
を

導
入
し
た
の
は
大
企
業
の
サ
ム
ス
ン
電
子
で
、

2
0
1
4
年
、
海
外
出
張
の
際
に
家
族
帯
同

を
許
可
す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。た
だ
許

可
す
る
だ
け
で
は
行
き
に
く
い
の
で
、
例
え

ば
博
覧
会
で
出
展
す
る
場
合
は
仕
事
が
多
い

の
で
不
可
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で
あ
れ
ば
許

可
す
る
と
い
う
基
準
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。

サ
ム
ス
ン
電
子
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
出
張
が
多
い
の
で
す
が
、
時
差
が
あ
る
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福
永
…
色
々
な
地
域
に
ご
家
族
を
伴
っ
て
訪

れ
る
中
で
、
地
域
側
に
あ
っ
て
良
か
っ
た
サ

ー
ビ
ス
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

鯨
本
…
家
族
が
帯
同
す
る
時
に
ケ
ア
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
特
に
乳
幼
児
の
子
ど

も
で
す
。そ
う
考
え
た
時
に
必
要
な
の
は
、一

時
預
か
り
所
で
す
ね
。そ
う
い
っ
た
意
味
で

は
、
久
米
島
は
空
港
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
が

あ
っ
た
り
、
東
京
か
ら
移
住
し
た
シ
ッ
タ
ー

さ
ん
が
い
る
の
で
、
子
ど
も
を
伴
っ
て
の
出

張
が
と
て
も
行
き
や
す
い
で
す
。

　
離
島
地
域
や
過
疎
地
域
で
は
子
ど
も
が
減

っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
方
に
長
期
滞
在
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
現
地
の
幼
稚
園
や
小

学
校
に
短
期
入
学
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

離
島
留
学
や
山
村
留
学
な
ど
の
制
度
が
あ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。乳
幼
児
の
場
合
は
安

全
に
預
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
が
必

要
で
、小
学
生
く
ら
い
の
場
合
は
、野
外
体
験

な
ど
を
し
な
が
ら
預
か
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
を
め
ぐ
る
地
域
の
動
き

〜
柔
軟
な
対
応
と
情
報
の
集
約
・
発
信
が
課
題
〜

の
で
電
話
で
も
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
る
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
の
制
度
を
導
入
し
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、韓
国
政
府
の
女
性
家
族
部
で
は
、家

族
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
を
推
進
す
る
企
業

を
認
証
・
支
援
す
る
家
族
親
和
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。2
0
1
7
年
時
点
で

2
8
0
0
企
業
が
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、韓
国
政
府
の
文
化
体
育
観
光
部
に
も
、

勤
労
者
の
休
暇
旅
行
を
支
援
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。中
小
企
業
の
休
暇
文
化
を
造

成
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
制
度
で
、
勤

労
者
が
20
万
ウ
ォ
ン
、会
社
が
10
万
ウ
ォ
ン
、

文
化
体
育
観
光
部
が
10
万
ウ
ォ
ン
を
負
担
し

ま
す
。そ
れ
以
前
に
も
韓
国
の
バ
イ
オ
系
企

業
で
あ
る
ア
ブ
ビ
に
は
家
族
旅
行
費
を
支
援

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。こ
う
し

た
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
家
族
旅
行
の
機
会

が
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
永
…
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
導
入
の
他
に
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
制
度
導
入
や
受
け
入
れ
に
そ

れ
ぞ
れ
積
極
的
な
企
業
、
地
域
も
あ
り
ま
す

（
特
集
3
の
日
本
航
空
株
式
会
社
、特
集
5
の

和
歌
山
県
参
照
）。Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
も
「
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ハ
ワ
イ
」を
導
入
し
た
そ
う
で
す
ね
。

こ
ち
ら
も
家
族
を
帯
同
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

長
縄
…
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
や
長
期

休
暇
に
よ
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充

実
な
ど
を
目
的
に
、
社
員
が
休
日
や
休
暇
を

利
用
し
て
訪
れ
た
ハ
ワ
イ
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ワ
イ
」
を
4 

月
か
ら
導
入
し
ま
し
た
。

　
休
暇
取
得
中
に
現
地
で
業
務
に
従
事
で
き

る
仕
組
み
な
の
で
、
休
暇
中
に
家
族
を
帯
同

し
て
い
る
こ
と
は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

鯨
本
…
我
が
社
で
は
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う

言
葉
を
知
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
ほ
と
ん
ど
で
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方

が
認
知
度
が
高
か
っ
た
で
す
。少
し
前
か
ら

奄
美
大
島
や
宮
古
島
で
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
す
る
企
業
が
結
構
入
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
離
島
は
行
く
の
に
時
間
も
お
金
も
か
か
る

の
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
働
き
方

が
で
き
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
、
先
進
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

守
屋
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
可
能
性
を
見
出

し
て
い
る
地
域
も
多
い
と
思
い
ま
す
。離
島

や
温
泉
地
、
行
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
よ

う
な
地
域
の
方
が
長
期
滞
在
し
な
が
ら
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
動
き

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を
ま
と
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
リ
サ
ー
チ
に

す
ご
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。地
元
誌
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

と
め
方
が
統
一
さ
れ
て
お
ら
ず
、
探
し
始
め

る
と
情
報
の
カ
オ
ス
に
陥
っ
て
余
計
時
間
が

か
か
る
の
で
、
一
定
の
基
準
で
情
報
を
集
め
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福
永
…
旅
慣
れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
同
伴

者
が
仕
事
を
し
て
い
る
間
、
１
人
で
も
楽
し

め
る
と
思
い
ま
す
が
、
旅
慣
れ
て
い
な
い
人

が
ど
う
過
ご
せ
る
か
と
い
う
の
も
重
要
な
課

題
で
す
。ま
た
、せ
っ
か
く
子
ど
も
を
連
れ
て

行
く
な
ら
、
子
ど
も
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
経
験
を
さ
せ
た
い
と
も
思
い
ま
す
。受
け

入
れ
る
側
、
訪
れ
る
側
双
方
に
と
っ
て
の
課

題
、
家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の
今

後
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す

か
。

鯨
本
…
4
年
間
、
私
は
子
ど
も
を
連
れ
て
出

張
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
が
裁
量
労
働
制
だ

か
ら
、
行
き
先
が
島
だ
か
ら
で
き
る
の
で
は

と
思
わ
れ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
な
と
思
い

ま
す
。実
際
、か
な
り
パ
ワ
ー
は
要
り
ま
す
し
、

色
々
と
大
変
な
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
家
族

と
一
緒
に
過
ご
す
時
間
は
増
え
ま
す
し
、
大

変
な
こ
と
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
上
手
に
な

っ
て「
家
族
力
」が
上
が
る
気
が
し
ま
す
。

　
旅
慣
れ
て
い
な
い
家
族
と
一
緒
に
旅
行
す

る
の
は
確
か
に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ま

ず
は
観
光
地
と
し
て
行
き
や
す
い
場
所
に
行

き
、
そ
こ
か
ら
行
き
先
を
増
や
し
て
み
る
の

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
企
業
と
し
て
も
、
働
き
手
が
不
足
し
て
い

る
状
況
に
お
い
て
は
、
社
員
の
満
足
度
を
高

今
後
の
家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
可
能
性

〜
地
域
側
と
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、旅
行
ス
タ
イ
ル
の
提
案
〜

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、長
期
滞
在
を
す
る
際
に
は
、医

療
面
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン

や
洗
濯
機
な
ど
が
あ
る
と
良
い
で
す
ね
。

趙
…
大
阪
に
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ
た
時
、

息
子
が
体
が
痒
い
と
言
い
出
し
、
慌
て
て
病

院
を
探
し
て
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。た
だ
の

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
だ
っ
た
の
で
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
も
し
私
が
日
本
語
が
全
く
で
き
な

か
っ
た
ら
困
る
な
と
思
い
ま
し
た
。韓
国
で

は
外
国
人
の
た
め
の
医
療
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の

電
話
が
あ
り
ま
す
。日
本
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
そ
う
い
っ
た
情
報
が
き
ち
ん
と
提
供
で

き
て
い
る
か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

め
る
上
で
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
と
て
も
魅
力
的

な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。会
社
が
大
き
く
な

る
ほ
ど
実
現
す
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ト
ッ
プ
や
上
司
の
意
識
次
第
だ
と
思
い

ま
す
。メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
し
、広
が
っ
て

い
く
と
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
離
島
な
ど
の
地
域
側
は
、
家
族
連
れ
で
長

期
滞
在
で
来
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
か
な
り
多
く
、
例
え
ば
一
人
で
出
張
に

　
韓
国
で
は
年
に
15
日
く
ら
い
子
ど
も
の
家

庭
で
の
体
験
学
習
の
た
め
に
休
業
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。私
は
育
児
休
暇
取
得
中
に
2

週
間
く
ら
い
ア
メ
リ
カ
に
息
子
と
滞
在
し
ま

し
た
が
、そ
の
時
に
思
っ
た
の
が
、2
週
間
は

す
ご
く
長
い
の
で
、
半
日
く
ら
い
子
ど
も
が

体
験
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
韓
国
で
は
小
学
生
向
け
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。キ
ッ
ズ
カ
フ
ェ

（
注
4
）
と
い
う
の
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、

半
日
く
ら
い
過
ご
せ
て
出
会
っ
た
友
達
と
遊

べ
ま
す
。英
語
が
少
し
話
せ
る
ス
タ
ッ
フ
も

い
て
、危
険
が
な
い
よ
う
、ち
ゃ
ん
と
見
守
っ

て
い
ま
す
。外
国

人
も
利
用
で
き
ま

す
が
、
外
国
人
に

は
多
分
そ
う
い
っ

た
情
報
が
伝
わ
っ

て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。新
し
い
制

度
を
作
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
今

あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
サ
ー
ビ
ス
の
情

報
発
信
を
し
て
い

く
こ
と
も
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
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来
て
い
た
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
を
連
れ
て
く

る
と
、地
域
は
子
ど
も
が
来
た
こ
と
を
喜
び
、

お
そ
ら
く
そ
の
お
父
さ
ん
に
対
す
る
地
域
の

信
頼
度
も
上
が
る
と
思
い
ま
す
。仕
事
と
し

て
来
る
人
は
、
田
舎
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
警

戒
さ
れ
ま
す
が
、
家
族
で
行
く
と
そ
れ
が
緩

和
さ
れ
ま
す
。私
は
大
体
子
ど
も
を
連
れ
て

行
き
ま
す
が
、
う
ち
の
会
社
を
知
ら
な
い
方

と
も
会
話
が
し
や
す
く
な
る
こ
と
は
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、仕
事
の
み
な
ら
ず
家
族
で
、さ
ら
に

滞
在
日
数
を
延
ば
し
て
滞
在
し
て
も
ら
え
る

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
地
域
側
の
ニ
ー
ズ
も
高
い

と
思
い
ま
す
。特
に
地
方
の
ほ
う
が
、子
ど
も

が
広
々
と
遊
べ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
し
、
半

日
く
ら
い
で
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。一
方
で
、

先
程
か
ら
話
に
出
て
い
る
通
り
、
情
報
が
う

ま
く
出
せ
て
い
な
か
っ
た
り
、
い
ま
ひ
と
つ

仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
解
決
し

て
い
け
ば
、
さ
ら
に
今
後
伸
び
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

守
屋
…
仕
組
み
で
足
り
な
い
部
分
と
い
う
の

は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
点
が
あ
り
ま
す
か
。

鯨
本
…
例
え
ば
設
備
と
し
て
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン

が
な
く
て
も
、
宿
の
方
に
相
談
す
れ
ば
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。明
確

な
表
示
が
難
し
い
場
合
は「
要
相
談
」で
も
良

い
と
思
い
ま
す
。子
ど
も
が
滞
在
し
や
す
い

か
ど
う
か
表
示
さ
れ
て
い
て
、か
つ
、そ
う
い

っ
た
情
報
が
一
覧
で
見
ら
れ
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

趙
…
韓
国
で
は
国
内
旅
行
だ
け
で
な
く
海
外

旅
行
も
家
族
を
伴
う
こ
と
が
増
え
て
い
る
の

で
、
今
後
は
家
族
を
伴
う
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
も

大
事
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。韓
国

人
が
日
本
に
旅
行
す
る
と
き
は
F
I
T
が
多

い
で
す
が
、
現
地
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー

に
参
加
す
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま
す
。例
え

ば
札
幌
ま
で
は
個
人
で
手
配
し
て
、
札
幌
か

ら
行
き
に
く
い
と
こ
ろ
だ
け
は
旅
行
会
社
を

使
う
と
い
う
こ
と
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

現
地
で
１
日
滞
在
す
る
ツ
ア
ー
も
多
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
に
連
れ
て

い
く
家
族
が
旅
慣
れ
て
い
な
く
て
も
、
そ
う

し
た
現
地
の
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
が
あ
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
が
出
張
で
行
っ
て
良
い
と
思
っ
た
と

こ
ろ
は
、
息
子
を
連
れ
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。私
が
海
外
の
出
張
先
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
ロ
ン
ド
ン
と
ス
イ
ス
で
、
い
つ

か
息
子
と
一
緒
に
訪
れ
て
、
優
れ
た
自
然
や

文
化
遺
産
な
ど
を
見
ら
れ
た
ら
良
い
な
と
思

い
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、ま
た
別
の
機
会
に

家
族
で
再
訪
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
必
要
な
情
報
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も

重
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
20
代
の
人
た
ち
の
中
に
は
会
社

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
明
確
に
分
け
た
い
と
い

う
声
も
あ
り
、
家
族
を
伴
う
出
張
を
推
進
し

て
も
、
そ
う
し
た
く
な
い
人
が
い
る
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。大
事
な
の
は
、働
け
る
時
間
や

場
所
を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す

ね
。最
近
の
企
業
で
は
、休
暇
取
得
の
許
可
自

体
を
な
く
す
と
こ
ろ
も
増
え
て
い
ま
す
。社

員
が
自
律
的
に
で
き
る
こ
と
を
増
や
せ
ば
、

企
業
文
化
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

長
縄
…
私
は
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
と
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
思
想
的
に
は
真
逆
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。労
災
や
労
務
管
理
を
行
う
上

で
も
、
ど
こ
か
ら
が
仕
事
で
ど
こ
か
ら
が
休

み
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
そ

の
点
を
留
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
今
日
の
お
話
で
も
、
家
族
を
伴
う
ビ
ジ
ネ

ス
ト
ラ
ベ
ル
を
行
う
上
で
、
特
に
乳
幼
児
が

い
る
場
合
は
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
が

あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
は
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
小
学
生
以
上

の
就
学
児
に
な
る
と
学
校
を
休
ま
せ
ら
れ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
を
連
れ
て
の
出
張
に
限
ら
ず
、
家
族

旅
行
を
推
進
し
て
い
く
な
ら
、
キ
ッ
ズ
ウ
ィ

ー
ク
の
よ
う
に
家
族
が
き
ち
ん
と
休
め
る
休

暇
制
度
の
導
入
な
ど
も
国
と
一
体
と
な
っ
て

検
討
し
、
発
地
側
の
環
境
整
備
も
あ
わ
せ
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
で
家
族
と
現
地
で

滞
在
す
る
の
は
土
日
が
中
心
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
週
末
は
ど
う
し
て
も
宿
泊
費
が

高
く
な
り
ま
す
。例
え
ば
、企
業
が
提
携
し
て

い
る
宿
泊
施
設
が
あ
れ
ば
金
曜
の
出
張
の
宿

泊
費
と
同
額
で
土
日
も
泊
ま
れ
る
よ
う
に
す

る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
と
思
い

ま
す
。木
曜
や
金
曜
は
施
設
側
に
と
っ
て
は

オ
フ
期
に
な
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
家
族
の
宿

泊
も
増
え
れ
ば
、
結
果
と
し
て
稼
働
率
も
上

が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
う
し
た
交
渉
を

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
請
け
負
っ
て
い
く
こ
と
で

商
品
を
提
供
し
て
い
け
る
仕
組
み
が
で
き
る

と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
伴
う
出
張
の
際
は
荷
物

が
多
く
て
大
変
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た

し
、
出
張
先
で
休
暇
を
取
得
す
る
と
ス
ー
ツ

か
ら
私
服
に
着
替
え
る
こ
と
も
多
い
と
思
う

と
、
宅
配
業
者
と
提
携
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、会
議
が

終
わ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ス
ー
ツ
を
自
宅
に

送
り
返
せ
て
、
さ
ら
に
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ま

で
終
わ
っ
て
い
る
と
か
、
荷
物
の
輸
送
も
セ
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ッ
ト
に
し
て
商
品
化
し
た
り
す
る
と
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　
M
I
C
E
に
参
加
す
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
な
オ
フ
の
要
素
も
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
M
I
C
E
に
付
随
し
た
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
家
族
を
帯
同
し
て
も
い

い
で
す
よ
ね
。エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
は
、家

族
の
参
加
を
さ
ら
に
促
進
す
る
よ
う
に
間
口

を
広
げ
て
い
た
だ
く
提
案
を
主
催
者
側
に
す

る
な
ど
、
M
I
C
E
と
連
動
し
た
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
提
案
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
は
海
外
旅
行
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
な

か
っ
た
時
代
に
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
海
外
パ

ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
を
提
案
し
、
よ
り
多
く
の
方

が
行
き
や
す
い
よ
う
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

て
い
っ
た
わ
け
で
す
。旅
行
会
社
は
、出
張
し

な
が
ら
で
も
休
め
る
、
そ
こ
で
余
暇
を
楽
し

も
う
と
い
う
よ
う
に
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
世
の
中
に
提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

守
屋
…
長
縄
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
と
こ
ろ
に

我
々
も
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
か
ら
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。本
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
注
1
）通
常
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
よ
り
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
、か
つ
即
日
手
配
も
可
能
な
オン
ラインベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
。株
式
会
社
キ
ッ
ズ
ライン
が
運
営
。

（
注
2
）平
成
30
年
度
か
ら
東
京
都
が
待
機
児
童
対
策
と
し
て
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
事
業
を
実
施
。待
機
児
童
の
保
護
者
又
は
育
児
休
業
を
1
年
間
取
得
し
た
あ
と
に
復
職
す
る
保
護
者
が
、

子
ど
も
が
保
育
所
等
に
入
所
で
き
る
ま
で
の
間
、本
事
業
の
参
画
事
業
者
と
し
て
東
京
都
の
認
定
を
受
け
た
認
可
外
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
事
業
者
を
利
用
す
る
場
合
の
利
用
料
の一部
を
助
成
。

（
注
3
）UNPACKING BLEISURE TRAVELER TRENDS, expedia group, 2018

（
注
4
）子
ど
も
が
遊
べる
遊
具
や
プ
レイ
ス
ペー
ス
が
併
設
さ
れ
てい
る
カ
フェ
形
式
の
室
内
プ
レイ
グ
ラ
ウ
ン
ド
。子
ど
も
を
見
守
って
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
てい
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
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聞
き
手
：
観
光
政
策
研
究
部
　
研
究
員
　
小
坂
典
子

新
た
な

マーケット
への

対
応
と
展
望

働
き
方
に
対
す
る
世
の
中
の
認
識
が
柔
軟
に
な
る
な
か
で
、

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
取
り
入
れ
る
企
業
、

さ
ら
に
は
デ
ュ
ア
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
2
拠
点
居
住
を
行
う
人
た
ち
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
う
し
た〝
働
き
方
の
多
様
化
〞に
よ
り
生
み
出
さ
れ
る

新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
環
境
の
充
実
も
求
め
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、受
け
入
れ
る
役
割
を
担
う
施
設
及
び
地
域
に
お
け
る
、

現
状
の
取
り
組
み
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

施
設
の
取
り
組
み
例
と
し
て
、ホ
ス
テ
ル
ラ
イ
フ
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
の
通
勤
・
通
学
の
概
念
に
縛
ら
れ
ず
柔
軟
で
多
様
な
働
き
方
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
る

東
京（
台
東
区
）の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
スLittle Japan

の
代
表
取
締
役
・
柚
木
理
雄
氏
に
、

次
に
地
域
の
取
り
組
み
例
と
し
て
、

全
国
で
も
先
駆
的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
を
地
域
単
位
で
推
進
し
て
い
る

和
歌
山
県
の
情
報
政
策
課
・
課
長
の
天
野
宏
氏
に
、

そ
れ
ぞ
れ
お
話
を
伺
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

5

施
設
と
地
域
、

そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
例
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通
勤
・
通
学
圏
を
広
げ
る
、

定
期
券
の
代
わ
り
に

「
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
」

―
―Little 

Japan

は
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
月
1
・
5
万
円
〜
で
泊
ま
り
放
題

の
「
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
」
と
い
う
取
り
組
み
も

展
開
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
ず
は

こ
の
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

❖

柚
木 

理
雄 

氏
（
以
下
、
柚
木
氏
）
…
ホ
ス

テ
ル
パ
ス
は
「
ホ
ス
テ
ル
ラ
イ
フ
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ホ
ス
テ
ル
パ
ス
を
月
額
定
額
で
購
入
す
る
と
、

Little 
Japan

も
含
め
て
全
国
13
ヶ
所
が
泊

ま
り
放
題
に
な
り
ま
す
。
こ
の
パ
ス
で
、
2

拠
点
居
住
が
、
大
き
な
コ
ス
ト
を
か
け
る
こ

と
な
く
実
現
で
き
ま
す
。

　
満
員
電
車
で
の
通
勤
・
通
学
を
な
く
し
た

い
、
地
方
と
都
会
と
両
方
の
暮
ら
し
を
楽
み

た
い
、
第
２
の
家
の
よ
う
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

を
使
い
た
い
、
と
い
っ
た
新
し
い
利
用
者
の

獲
得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
13
ヶ
所
の
ホ
ス
テ
ル
に
つ
い
て
は
都
市
部

を
中
心
に
連
携
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
東
京

か
ら
地
元
に
U
タ
ー
ン
し
、
そ
こ
に
暮
ら
し

な
が
ら
東
京
の
滞
在
先
と
し
て
ホ
ス
テ
ル
を

利
用
す
る
と
、
地
元
の
家
賃
と
交
通
費
を
含

め
て
も
東
京
で
家
を
借
り
る
よ
り
安
く
両
方

の
生
活
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

実
際
、
宮
城
か
ら
東
京
へ
通
っ
て
い
る
方
が

い
ま
す
。
通
勤
は
週
に
1
度
な
の
で
1
回
の

移
動
時
間
は
長
く
て
も
、
ト
ー
タ
ル
で
は
通

勤
時
間
の
短
縮
に
な
り
、
都
会
（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
場
所
）
と
田
舎
（
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
）
の
両
方
の
暮
ら
し
を
楽

し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。Little 

Japan

で
は
月
1
0
0
0
円
の
荷
物
預
か
り

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
移
動
の
負
担
も
軽
減
さ

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ホ
ス
テ
ル
の
ほ
か
、
千
葉
や
大
阪
の
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
も
連
携
し
て
お
り
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
プ
ラ
ン
を
利
用
す
る
と
、
追
加
で
ホ
ス

テ
ル
パ
ス
を
購
入
し
な
く
て
も
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
で
自
分
専
用
の
部
屋
に
住
み
な
が
ら
、

ホ
ス
テ
ル
パ
ス
提
携
ホ
ス
テ
ル
に
も
泊
ま
り

放
題
に
な
り
ま
す
。

―
―
実
際
の
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
の
利
用
者
は
ど

の
よ
う
な
方
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

❖

柚
木
氏
…
一
番
多
い
の
は
東
京
近
郊
在
住
の

通
勤
通
学
目
的
の
方
で
す
。
通
勤
に
2
時
間

か
か
る
方
も
い
る
。
そ
こ
で
平
日
に
ホ
ス
テ

ル
を
利
用
し
、
ホ
ス
テ
ル
か
ら
通
勤
す
れ
ば

時
間
を
節
約
で
き
ま
す
。
最
も
安
価
な
ホ
ス

テ
ル
パ
ス
は
、
日
曜
か
ら
木
曜
ま
で
利
用
で

き
、
月
額
1
万
5
0
0
0
円
か
ら
な
の
で
、

定
期
代
の
代
わ
り
に
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
を
購
入

す
る
、
と
い
っ
た
使
い
方
も
可
能
で
す
。

　
次
に
多
い
の
は
、
地
方
か
ら
東
京
へ
の
出

張
時
の
利
用
で
す
。
具
体
的
に
は
地
方
の

P
R
活
動
の
た
め
に
頻
繁
に
東
京
に
通
っ
て

い
る
方
な
ど
の
利
用
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
ア
ド
レ
ス
ホ
ッ

パ
ー
の
よ
う
な
場
所
を
選
ば
ず
に
仕
事
が
で

Little Japan

代
表
取
締
役 

柚
木
理
雄
氏
に
聞
く

ゲストとスタッフで

利用
者とス

タッフ
で

施
設
に
お
け
る
取
り
組
み
例
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き
る
方
々
も
多
い
で
す
。

　
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
に
も
種
類
が
あ
り
、
最
も

利
用
者
が
多
い
の
は
、
一
度
に
予
約
で
き
る

泊
数
が
2
泊
ま
で
の
パ
ス
で
、
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
や
オ
フ
ィ
ス
、
ア
ト
リ
エ
の
よ
う
に
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
住
所
登
録
も
で
き
、
予
約
泊
数
に
制
限
が

な
い
、
自
宅
の
よ
う
に
利
用
が
で
き
る
パ
ス

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
の
利

用
者
の
割
合
は
、
時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
あ

り
ま
す
が
、
全
利
用
者
の
1
〜
2
割
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
地
方
へ
の
出
張
で
利
用
す
る
方
も
い
ま
す
。

そ
の
場
合
の
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
の
利
用
者
が
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
か
観
光
目
的
か
と
い
う
と
、
区

切
る
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

私
も
地
方
に
行
く
と
き
は
、
仕
事
と
観
光
の

境
が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
仕
事
と
観
光
が
近
い
人
た

ち
が
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
が
各
地

を
泊
ま
り
歩
い
て
い
る
と
き
、
宿
泊
自
体
は

観
光
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
記

事
を
書
く
と
き
は
仕
事
に
な
り
ま
す
。
仕
事

と
観
光
の
両
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

―
―Little Japan

に
滞
在
さ
れ
る
方
々
、

特
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
目
的
の
方
は
ど
の
よ
う

に
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

❖

柚
木
氏
…
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
や
起
業
準
備
中
の

人
な
ど
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
自
体
を
オ
フ
ィ

ス
と
し
て
朝
か
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ア

ー
ト
関
係
の
人
が
ア
ト
リ
エ
と
し
て
作
品
を

作
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
滞
在
拠
点
に
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
や
食
事
は
別
に
お
気
に
入
り
の
場
所
が

決
ま
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
目
的
の
海
外
か
ら
の
お
客

様
も
、
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
一
定
数
い
ま

す
。
施
設
が
あ
る
浅
草
橋
が
問
屋
街
な
の
で
、

皮
製
品
の
問
屋
を
ま
わ
る
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス

で
来
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
韓
国
の
方
が
韓

国
料
理
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
に
半
年
ほ

ど
の
長
期
滞
在
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
ビ
ジ
ネ
ス
か
観
光
か
と
い
う
区
切

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
は
安
さ
だ

け
を
求
め
て
い
る
層
で
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
だ
安
い
だ
け
の
宿
泊
施
設
は
他
に

あ
る
の
で
、
金
銭
的
余
裕
が
あ
っ
て
も
あ
え

て
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
泊
ま
り
に
来
て
い
る
よ

う
な
方
も
多
い
で
す
。
職
種
は
様
々
で
、
企

業
人
、
外
交
官
、
経
営
者
な
ど
多
様
で
す
。

部
屋
を
長
期
で
借
り
た
ま
ま
し
ば
ら
く
戻
ら

な
い
人
も
い
て
、
こ
う
し
た
方
々
は
経
済
的

に
余
裕
が
あ
る
人
た
ち
な
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

大
事
に
し
た
い

―
―
ビ
ジ
ネ
ス
が
主
目
的
の
利
用
者
か
ら
何

か
要
望
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

❖

柚
木
氏
…
お
客
様
か
ら
、
今
後
、
提
携
ホ
ス

テ
ル
を
増
や
す
予
定
は
あ
る
か
、
聞
か
れ
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
無
理
に
数
を
増
や
す
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
居
心
地
の
良
い

宿
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
少
し
ず
つ
育

て
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
ご
自
身
が
泊
ま
っ
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

で
オ
ス
ス
メ
の
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
に
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
、

と
言
っ
て
い
ま
す
。

―
―
そ
の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
て
い
く

た
め
の
課
題
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

❖

柚
木
氏
…
ホ
ス
テ
ル
ラ
イ
フ
は
新
し
い
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
な
の
で
、
利
用
者
が
受

け
入
れ
て
く
れ
る
の
に
時
間
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
す
べ
て
の
利
用
者
が
こ
の
よ

う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
望
む
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
受
け
入
れ
る
の
に
時
間
が
必
要
な
の
は
宿

泊
施
設
側
も
同
じ
で
す
。
新
し
い
層
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
、
宿
と
し
て
の
幅
が
広
が
り
、

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
し
っ
か
り

伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
け
入
れ
拠
点
を
増
や
せ
ば
単
純

に
利
用
者
が
増
え
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
提
案
を
共
有
で
き
る
宿
、
こ
の
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
の
存
在
を
喜
べ
る
宿
を
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
一
つ
一
つ

増
や
す
こ
と
が
、
今
の
時
期
は
大
切
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ホステルパス利用者やゲストとの食事

32



人
と
地
域
を
つ
な
ぐ

入
り
口
に
な
る

―
―
最
近
は
多
く
の
自
治
体
で
観
光
振
興
に

力
を
入
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、Little 

Japan

で
も
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
、

ま
た
は
ゲ
ス
ト
を
地
域
の
観
光
活
動
に
つ
な

げ
る
取
り
組
み
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

❖

柚
木
氏
…
こ
こ
で
は
、
自
治
体
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
N
P
O
等
が
主
催
す
る
地
域

P
R
イ
ベ
ン
ト
を
頻
繁
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
点
は
他
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
は
な
い
特

徴
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
主
催
者
側
か
ら
話

を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
、
宿
泊
し
た
方
か

ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
地
域

と
世
界
を
つ
な
ぎ
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く

持
っ
て
い
る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
一
度
開
催

し
て
地
域
の
紹
介
し
て
終
わ
り
、
で
は
な
く
、

継
続
的
な
フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
台
東
区
と
N
P
O
法
人
芸
術
家

の
村
の
協
働
事
業
で
、
台
東
区
で
暮
ら
し
て

い
る
外
国
人
と
長
年
住
ん
で
い
る
日
本
人
の

間
を
つ
な
ぐ「G

lobal C
om

m
unity C

afe

」

と
い
う
取
り
組
み
もLittle 

Japan

で
行
っ

て
い
ま
す
。
利
用
者
同
士
の
交
流
は
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
地
域
と

も
つ
な
が
り
の
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
だ
か
ら

こ
そ
、
新
し
く
住
み
始
め
た
方
が
地
域
と
関

わ
る
入
り
口
に
な
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
はLittle Japan

で
実
験
的
に
試
み
、

そ
の
後
、
他
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
広
が
れ
ば
、

台
東
区
の
様
々
な
所
で
地
域
へ
の
入
り
口
の

拠
点
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、Little 

Japan

で
は
朝
食
の
提
供

を
中
止
し
ま
し
た
。
向
か
い
の
カ
フ
ェ
を
は

じ
め
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
周
り
に
食
事
が
出

来
る
場
所
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
出
か
け
て

行
っ
て
も
ら
え
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い

う
考
え
に
至
っ
た
の
で
す
。
現
在
は
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
朝
食
が
食
べ
ら
れ
る
場
所
の

マ
ッ
プ
を
渡
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ス
ト
・
ホ
ス
ト
の

双
方
が
多
様
化
し
て
い
る

―
―
働
き
方
が
多
様
化
す
る
な
か
で
、
市
場

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

❖

柚
木
氏
…
ア
ド
レ
ス
ホ
ッ
パ
ー
、
デ
ュ
ア
ラ

ー
な
ど
の
言
葉
を
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
も
目
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
働
き
方

に
対
す
る
意
識
の
変
化
が
起
き
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
場
所
を
選
ば
ず

に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
だ

け
で
は
な
く
企
業
に
勤
め
て
い
る
人
で
も
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
に
つ
い
て
も
、

元
々
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
が
長
期
滞
在
で
利

用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
旅

行
者
も
利
用
し
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
利
用

の
方
、
家
族
旅
行
で
の
利
用
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
増

加
や
世
の
中
へ
の
浸
透
も
影
響
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
も
多
様
化
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
昔
の
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
の
よ
う
に
予
定
を
決
め
な
い
旅
と
い
う

よ
り
、
予
定
を
し
っ
か
り
決
め
た
旅
を
す
る

利
用
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
よ
う
な
変
化
の
な
か
で
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
業
界
の
変
化
は
あ
り
ま
す
か
。

❖

柚
木
氏
…
経
営
者
も
多
様
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
以
前
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
経
営
者
は
、

元
々
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で
宿
が
好
き
と
い
う

方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
部
屋
の

タ
イ
プ
も
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
向
け
で
し
た
。

現
在
は
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
数
が
増
加
し
、

特
に
地
方
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
好
き
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
経
営
者
が

増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
設
備
面
で
も
、

家
族
向
け
な
ど
で
ホ
テ
ル
と
遜
色
が
な
い
も

の
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

を
一
緒
に
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
呼
ん
で
い
る
の

で
、
従
来
よ
り
も
こ
の
言
葉
が
意
味
す
る
宿

の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　Little 
Japan

に
関
し
て
い
え
ば
、
日
本

へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
浅
草
橋
と
い
う
地
域

へ
の
入
り
口
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
と
現
地
の
人
と
話
す
機

会
は
少
な
い
で
す
が
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
宿
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泊
す
る
こ
と
で
現
地
の
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
す
。
旅
行
者
と
し
て
こ

の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

の
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
出
会
い
を
利

用
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
る
利
用
者

も
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の
方
な
ど
、
今

ま
で
は
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
人
た
ち
を
ど

う
取
り
込
ん
で
行
く
か
が
重
要
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
利
用
者
は

日
本
人
で
は
0
・
9
%
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
の
う
ち
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
利
用
し
た
方
は
7
・
0
%
程
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
50
%
に
す
る
の
は
難

し
い
で
す
が
、
数
％
上
げ
る
の
は
可
能
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

既
存
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
新
規
の
層
を

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
取
り
込
み
、
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。都

市
と
地
方
、

移
住
と
は
異
な
る

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
模
索

―
―
最
後
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

❖

柚
木
氏
…
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
は
、
私
が
全
国
を

旅
し
な
が
ら
働
い
て
い
た
時
に
考
え
た
こ
と

が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
見
、
旅
す
る
よ

う
に
生
活
で
き
る
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
目
指
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
私
は
落
ち
着

い
て
帰
れ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
か
っ
た
。
ほ
ん

の
数
ヶ
月
な
ら
い
い
で
す
が
、
そ
の
生
活
を

続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
思
い
を
こ
れ
か
ら
も
ホ
テ

ル
パ
ス
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
目
指
し
て
い
る
の
は
、
東
京
圏
の
拡
大
で

す
。
現
在
、
東
京
で
は
1
時
間
半
を
越
え
る

通
勤
者
は
5
％
ほ
ど
し
か
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
が
、
平
日
は
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
を
利
用
し
て

都
内
の
会
社
近
く
の
ホ
ス
テ
ル
か
ら
通
え
ば
、

週
に
1
日
だ
け
遠
距
離
通
勤
す
れ
ば
よ
い
、

と
い
う
こ
と
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
所
要

2
時
間
・
3
時
間
の
場
所
も
居
住
地
の
選
択

肢
に
入
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
地
元
に
U
タ

ー
ン
し
た
い
と
な
っ
た
と
き
、
東
京
で
の
仕

事
を
維
持
し
な
が
ら
地
元
に
戻
れ
る
人
が
増

え
る
、
あ
る
い
は
サ
ー
フ
ィ
ン
が
趣
味
で
海

の
そ
ば
に
住
み
た
い
と
い
う
人
は
湘
南
以
外

も
選
べ
る
、
都
心
に
職
場
が
あ
っ
て
東
京
近

郊
で
は
狭
い
土
地
し
か
手
に
入
ら
な
く
て
も
、

通
勤
圏
が
広
が
る
こ
と
で
大
き
な
敷
地
が
得

ら
れ
る
。

　
私
も
今
、
2
拠
点
居
住
を
実
践
し
て
い
ま

す
。
中
央
大
学
の
特
任
准
教
授
と
し
て
週
の

半
分
は
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
仕
事
が
あ
る

た
め
、
大
学
の
近
く
とLittle 

Japan

の
近

く
の
2
カ
所
に
家
が
あ
り
、
た
ま
にLittle 

Japan

に
も
泊
ま
る
、
と
い
う
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
通
勤
時
間
は
ド
ア
to
ド
ア
で
15

分
〜
20
分
ぐ
ら
い
。
快
適
で
す
。
日
本
橋
で

は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
以

前
ワ
ン
ル
ー
ム
に
暮
ら
し
て
い
た
時
よ
り
は

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
で
は
移
住
者
を
求
め
る
声
が
あ
り
、

都
市
部
に
は
地
方
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方

が
4
割
ほ
ど
い
る
、
し
か
し
一
番
の
ネ
ッ
ク

は
仕
事
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
都
会
で
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
通
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

移
住
と
は
違
う
、
都
会
と
地
方
の
両
方
に
拠

点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
都
会
の
持
つ

魅
力
と
、
田
舎
の
自
然
や
人
付
き
合
い
な
ど

の
楽
し
さ
と
、
両
方
の
良
さ
を
手
に
入
れ
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現
で
き
な
い
か
を
模

索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
実
現
の
た
め
、
ま
ず
は
東

京
か
ら
2
時
間
圏
内
ぐ
ら
い
で
、
空
き
家
を

活
用
し
た
り
、
既
存
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
提
携
し
た
り
し
て
、
通
勤
・
通

学
に
ホ
ス
テ
ル
パ
ス
の
利
用
を
前
提
と
し
た

家
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
1
…
柚
木
氏
が
代
表
を
務
め
る
N
P
O
法
人
。様
々
な
バッ
ク

グ
ラ
ン
ド
を
も
つ
人
が
所
属
、交
流
の
な
か
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
ラ
ボ
や
地
域
振
興
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
。

※
2
…「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
1
8」（2
0
1
8
年
4

月
調
査
実
施
）（リ
ク
ル
ー
ト
じ
ゃら
ん
リ
サ
ー
チセンタ
ー
調
べ）

※
3
… 「
訪
日
外
国
人
消
費
動
向
調
査
2
0
1
7
」（
観
光
庁
）

※
2

※
3

柚
木
理
雄（
ゆ
の
き・み
ち
お
）

株
式
会
社Little Japan

代
表
取

締
役
、N
P
O
法
人
芸
術
家
の
村

理
事
長
、中
央
大
学
特
任
准
教
授
、

Localist Tokyo

共
同
代
表
ほ
か
。

京
都
大
学
卒
業
後
、農
林
水
産
省
に
入
省
。

2
0
1
2
年
N
P
O
法
人
芸
術
家
の
村
を
立
上
げ
空

き
家
を
活
用
し
た
場
づ
く
り・コ
ミュニ
ティ
づ
く
り

を
開
始
。2
0
1
7
年「
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
事

業
を
つ
く
る
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
株
式
会
社Little 

Japan

を
創
業
。シェ
ア
ハ
ウ
ス
、カ
フ
ェ
／
バ
ー
、ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
、セ
レ
ク
ト
ショッ
プ
等
や
月
1・5
万
円

〜
の
ホ
ス
テ
ル
パスで
全
国
の
提
携
ホ
ス
テ
ル
に
泊
ま

り
放
題
に
な
る「Hostel Life

」を
運
営
。2
0
1
9

年
4
月
に
中
央
大
学
に
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
学
生
と
村
が
連
携
し
て
つ
く
る
講
座
が
新

設
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
特
任
准
教
授
と
し
て
着
任
し

同
講
座
を
担
当
。
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和
歌
山
県 
企
画
部 

企
画
政
策
局 

情
報
政
策
課
長 

天
野 

宏
氏
に
聞
く

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
例

全
国
に
先
駆
け
て

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
て
き
た
和
歌
山
県

―
―
和
歌
山
県
で
は
、
2
0
1
5
年
か
ら
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
等
に
取
組
み
、

そ
の
後
2
0
1
7
年
度
か
ら
全
国
で
も
先
駆

的
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
行
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
取
組
み
の
概
要
や

現
在
ま
で
の
変
化
な
ど
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

❖

天
野 

宏
氏
（
以
下
、
天
野
氏
） 

2
0
1
7

年
4
月
か
ら
和
歌
山
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
組
み
を
始
め
て
、
利
用
者
も
メ
デ
ィ
ア

で
の
露
出
も
右
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
年
間
で
少
な
く
と
も
49
社
5
6
7
名
が
和

歌
山
県
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
て
い

ま
す
。
報
道
で
も
、
大
手
新
聞
社
や
T
V
を

中
心
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
和
歌
山

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
言
及
し
た
記
事
等

が
、
通
算
で
1
0
0
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
2

0
1
7
年
に
取
組
み
を
始
め
て
か
ら
毎
日

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検

索
し
て
い
ま
す
が
、
取
組
み
を
始
め
た
当
初

は
月
に
数
回
の
つ
ぶ
や
き
し
か
な
か
っ
た
と

こ
ろ
、
最
近
で
は
毎
日
5
〜
10
回
、
メ
デ
ィ

ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
に
は
数
百
の
つ
ぶ

や
き
が
あ
り
ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
の
つ
ぶ
や
き
数
か
ら
、
個
人
単
位
で
も
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
の
が
分
か
り
ま
す
。

―
―
和
歌
山
県
で
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て
、
企
業
等

の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
施
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

❖

天
野
氏
…
大
き
く
は
3
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ

目
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

を
設
け
て
、
希
望
者
の
要
望
や
日
程
な
ど
を

伺
い
、
方
法
や
場
所
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

案
内
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
旅
行
代
理
店
で

は
な
い
の
で
、
ホ
テ
ル
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

の
事
業
者
な
ど
の
手
配
は
自
身
で
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
2
つ
目
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
和
歌
山

で
体
験
さ
れ
た
方
に
対
す
る
モ
ニ
タ
ー
料
金

の
支
払
い
で
す
。
昨
年
度
の
条
件
は
、
１
社

１
名
限
り
で
、
3
泊
4
日
の
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
5
万
円
を
お
支
払

い
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
3
つ
目
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
会
で

す
。
2
0
1
7
年
は
企
業
の
社
員
向
け
に
3

泊
4
日
で
開
催
し
、
12
社
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
寄
せ
ら
れ
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

中
で
、
育
児
中
の
人
た
ち
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
中
の
育
児
の
負
担
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に
か

か
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
2
0
1
8
年
は

「
親
子
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
し
て
子
供
向

け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
提
供
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、地
域
の
中
で

横
の
つ
な
が
り
を
作
る

―
―
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
て
い
く

際
に
は
地
域
内
の
施
設
や
組
織
等
の
協
力
や

連
携
も
必
要
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
現 ワーケーション体験時の熊野古道ウォーク
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在
ど
の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

❖

天
野
氏
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
和
歌
山
県
の

施
策
な
の
で
県
の
担
当
課
（
企
画
部
企
画
政

策
局
情
報
政
策
課
）
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
納
得
し
、

ま
た
一
緒
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
必
要
が
あ

る
の
で
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
勉
強
会
を
2
ヶ

月
に
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
関
係
す
る
ホ

テ
ル
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
者
、
あ
る
い

は
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
進
出
し
て
い
る

企
業
に
も
参
加
を
依
頼
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
そ
の
も
の
の
説
明
や
全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
、

他
地
域
の
状
況
な
ど
を
勉
強
し
な
が
ら
、
横

の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
各
宿
泊
施
設
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

対
す
る
温
度
差
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
の
で
、

そ
の
中
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
一
緒
に
取
り

組
ん
で
く
れ
る
と
こ
ろ
と
、
ま
ず
は
積
極
的

に
連
携
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

―
―
地
域
内
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
を

得
る
た
め
に
は
時
間
も
か
か
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

❖

天
野
氏
…
宿
泊
施
設
に
対
し
て
は
繰
り
返
し

説
明
を
し
、
ま
た
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
報
道
し
て
も
ら
う

よ
う
働
き
か
け
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
メ
デ

ィ
ア
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
は
、
世
の
中
の
動
き
や
ト
レ
ン
ド
に

敏
感
な
宿
泊
施
設
に
対
し
て
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
の
方
々
に
説
明
を
し
な
が
ら
、
そ
し

て
実
績
を
つ
く
り
な
が
ら
、
東
京
の
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
地
元
で
も
報
道

し
て
も
ら
う
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
、
地
域

内
の
関
係
者
の
理
解
を
得
る
た
め
に
有
効
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
企
業

1
0
0
社
以
上
に

ア
プ
ロ
ー
チ
、

そ
し
て
体
験
会
の
開
催

―
―
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
世
の
中
に
浸
透
す

る
前
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
等
を
し
て
い
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
効
果
も
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

❖

天
野
氏
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
手
ご
た
え
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
東
京
の
企
業
1
0
0
社
以
上
へ
の

営
業
か
ら
始
め
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
2
月

に
総
務
省
と
厚
生
労
働
省
に
よ
り
「
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
企
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
発
足
し
、

テ
レ
ワ
ー
ク
関
連
企
業
の
連
絡
先
一
覧
を
ウ

ェ
ブ
で
公
開
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
リ
ス
ト

の
上
か
ら
下
ま
で
電
話
を
か
け
て
ア
ポ
を
取

り
、
1
0
0
社
以
上
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
ま

し
た
。
こ
の
営
業
の
感
想
と
し
て
は
、
外
資

系
や
I
T
系
等
の
働
き
方
に
比
較
的
柔
軟
な

企
業
は
理
解
が
あ
り
、
既
に
裁
量
労
働
制
を

取
り
入
れ
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
当
時
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

な
か
な
か
伝
わ
ら
ず
、
実
際
の
事
例
を
求
め

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
東
京
で
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京

の
企
業
で
実
際
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
参
加
と
発
表
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
参
加
し
た
他
の
企
業
も
、
最
初
は
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
前
向
き
で
は
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
理
解
を
示
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
企
業
的
に
は
、
自
治
体
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
側

の
意
見
よ
り
も
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
の
話
が
一

番
聞
き
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
8
月
に
こ
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
体
験
会
の
開
催
を
し
ま
し
た
。
こ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
関
心
を
持
っ
た
、
心
が
動
か
さ
れ
た

と
い
う
方
々
に
対
し
て
、
体
験
会
を
開
き
、

実
際
に
体
感
し
て
も
ら
う
と
い
う
流
れ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
な
か
で
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
広
が
り
が
で
き
つ
つ
あ
る
と
い
う

感
触
で
す
。

企
業
・
チ
ー
ム
・
個
人
、

サ
テ
ラ
イ
ト
・
地
域
交
流
、

様
々
な
利
用
の
か
た
ち

―
―
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
々
の
利
用
が

あ
る
の
か
お
教
え
い
た
だ
け
ま
す
か
。

❖

天
野
氏
…
企
業
全
体
で
の
利
用
、
グ
ル
ー
プ

ワーケーション・フォーラムの様子（2017年、東京）

36



や
チ
ー
ム
単
位
で
の
利
用
、
個
人
で
の
利
用

等
、
利
用
さ
れ
る
方
の
形
態
は
様
々
で
す
。

な
お
、
デ
ュ
ア
ラ
ー
や
ア
ド
レ
ス
ホ
ッ
パ
ー

の
方
々
の
よ
う
な
個
人
に
つ
い
て
は
把
握
し

き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
個
人
の
方
々
は
、
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
滞
在
場
所
の
情
報
を
得

た
り
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
等
の
利
用
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

　
企
業
の
方
で
い
え
ば
、
最
近
は
企
業
全
体

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
よ
り
も
、
企

業
内
の
チ
ー
ム
単
位
で
の
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
、
I
T
企
業
の
開
発
合
宿
な
ど

で
の
利
用
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
問

い
合
わ
せ
も
会
社
の
人
事
を
通
さ
ず
に
、
チ

ー
ム
か
ら
直
接
来
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
企
業
は
、
自
社
の
物

件
を
持
ち
、
そ
こ
に
自
社
あ
る
い
は
グ
ル
ー

プ
企
業
の
社
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
今
年
の
5
月
に
三
菱
地
所
が
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
白
浜
町
で
始
め
て
い
て
、

三
菱
地
所
で
オ
フ
ィ
ス
を
借
り
て
い
る
テ
ナ

ン
ト
向
け
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
共
同
の
保
養
所
内
の
ワ

ー
ク
プ
レ
イ
ス
の
よ
う
な
運
用
と
い
え
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
企
業
の
C
S
R
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
広
く
捉
え
、
地
域
交
流
や
地
域
貢

献
の
機
会
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
と
い

う
考
え
の
よ
う
で
す
。

―
―
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
、
ま
た

は
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
か
ら
何
か

要
望
は
あ
り
ま
す
か
。❖

天
野
氏
…
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
だ
ま
だ
普

及
前
の
段
階
な
の
で
、
企
業
か
ら
も
個
人
か

ら
も
他
社
の
日
程
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
内

容
、
仕
事
の
時
間
配
分
な
ど
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

が
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
要
望
に
対
し
て
県
で
は
、
モ
デ
ル
プ
ラ

ン
を
で
き
る
限
り
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

メ
リ
ッ
ト
と
は
何
か

―
―
実
際
に
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
く
中
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
メ
リ

ッ
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

❖

天
野
氏
…
地
域
に
と
っ
て
は
、
関
係
人
口
の

創
出
と
い
う
と
こ
ろ
が
絡
ん
で
く
る
と
思
い

ま
す
。
都
市
と
地
域
の
人
材
や
企
業
が
交
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
の
人
脈
、
技
術

も
地
域
に
還
元
さ
れ
て
き
ま
す
。
和
歌
山
県

で
は
今
年
度
、
総
務
省
の
「
関
係
人
口
創

出
・
拡
大
事
業
」
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
地
域

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
お
り
、
東
京
な
ど
の
都

市
か
ら
の
来
訪
者
と
地
域
の
交
流
・
関
係
性

の
構
築
や
、
地
域
の
資
源
と
都
市
の
技
術
や

知
見
を
組
み
合
わ
せ
て
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
で
き
な
い
か
と
実
証
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
う
し
た
取
り
組
み
に

も
上
手
く
リ
ン
ク
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

 

一
方
で
、
企
業
や
個
人
に
対
す
る
メ
リ
ッ

ト
も
、
働
き
方
改
革
の
推
進
、
C
S
R
、
ロ

ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
経
営
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
フ
サ
イ
ト

の
隔
離
さ
れ
た
環
境
が
集
中
力
を
高
め
た
り
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
に
貢
献
し
た
と
い
う

実
際
の
感
想
も
あ
り
ま
す
。

　
特
に
若
い
世
代
で
は
、
休
日
ま
で
会
社
の

人
と
過
ご
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

絆
を
大
切
に
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
平
日
に
仕
事
の
一
環
で
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
す
る
の
が
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
や
Z
世

代
に
と
っ
て
は
折
り
合
い
が
つ
け
や
す
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
こ
と

―
―
地
域
と
し
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
く
際
の
ハ
ー
ド
ル
や
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し
ょ
う
か
。

❖

天
野
氏
…
地
域
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
内
で
受
け
入
れ

る
場
所
や
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

先
ほ
ど
の
C
S
R
の
事
例
で
も
、
実
際
に
企

業
の
C
S
R
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
農
家
さ

ん
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提

供
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
農
家
の
方
な
ど
と
の
情
報
交
換
は
常

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
は
、
ま
だ
一
般
の
方
々
へ
の
広
報
が
足

り
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
直
接
的
・
間
接

的
に
関
係
の
あ
る
人
は
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

認
知
し
て
い
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
側
と
し
て
理
解
し
、

歓
迎
す
る
と
い
う
点
で
は
ま
だ
ま
だ
改
良
す

る
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
単
語
自
体
の
認
知
・
浸
透

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
地
元
の
方
々
に
対
し
、
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
受
け
入
れ
側
に
な
る

メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
、
で
き

る
限
り
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

メ
デ
ィ
ア
展
開
す
る
こ
と
は
誘
客
と
地
域
の

人
々
へ
の
理
解
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
企
業
が
来
て
く
れ
た
、

こ
れ
で
終
わ
り
」、

で
は
な
い

―
―
関
わ
り
を
持
っ
た
企
業
な
ど
と
の
関
係

性
を
維
持
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
し

ょ
う
か
。

❖

天
野
氏
…
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
が
開
く
と
「
企
業
が
来
て
く
れ

た
、
こ
れ
で
終
わ
り
」
と
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
せ
っ

か
く
来
た
企
業
が
早
々
に
撤
退
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。
自
治
体
側
が
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
企
業
同
士
の
食
事
会
の
開

催
や
、
地
域
企
業
と
の
交
流
会
を
開
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
和
歌
山
県
で
は
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
社
員
の
方
が
地
域
の

人
々
と
の
交
流
や
横
の
つ
な
が
り
を
得
て
、

地
域
に
な
じ
め
る
よ
う
に
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

―
―
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
で
移
住
を
し
た

方
々
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

❖

天
野
氏
…
企
業
ご
と
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
使
い
方
は
異
な
り
、
数
名
が
移
住
さ
れ

る
場
合
も
あ
れ
ば
、
移
住
す
る
方
に
加
え
若

手
社
員
10
名
程
度
が
3
か
月
交
代
で
勤
務
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
移
住
さ
れ
た
方
の

中
に
は
休
日
を
家
族
で
の
温
泉
め
ぐ
り
で
楽

し
ん
だ
り
す
る
方
も
い
ま
す
し
、
若
い
方
々

は
観
光
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
同
士
の
交
流
会
を
開
い
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
も
い
る
よ
う
で
す
。

行
政
自
身
が
働
き
方
を

変
え
て
い
く

―
―
和
歌
山
県
で
は
自
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
を
な
さ
っ
て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

❖

天
野
氏
…
和
歌
山
県
で
は
5
、
6
年
前
に

「m
oconavi

」
と
い
う
ア
プ
リ
を
採
用
し
、

各
自
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
て
、
外

出
先
か
ら
庁
内
の
メ
ー
ル
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ

や
フ
ァ
イ
ル
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
な

が
ら
ス
マ
ホ
で
の
閲
覧
・
送
受
信
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
現
在
、
県
庁
職
員

3
5
0
0
人
の
う
ち
、
5
0
0
ラ
イ
セ
ン
ス

を
申
請
に
応
じ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
働
き

方
改
革
と
生
産
性
向
上
の
た
め
に
導
入
し
た

も
の
で
す
。

　
実
は
、
き
っ
か
け
は
県
庁
の
中
で
も
出
張

の
多
い
観
光
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
相
談
で
し

た
。
海
外
の
機
関
や
事
業
者
と
や
り
取
り
を

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
出
張
や
外
出

中
に
は
メ
ー
ル
の
対
応
が
で
き
な
く
な
り
、

チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
か
ね
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
他
に
も
、
出
張
の
多
い
部
署
で
は
出
張

の
移
動
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
生
産
性
を
高

め
た
い
と
い
う
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
。
一
般

に
新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
組
織
内

で
浸
透
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の
で
す

が
、
今
回
は
現
場
の
声
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
職

員
の
な
か
で
草
の
根
的
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ
を
30

台
試
験
導
入
し
、
現
在
は
出
張
の
多
い
課
室

の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
は
出
先
で
も
、
県
の
シ
ス
テ
ム
に
接

続
で
き
て
、
県
庁
内
と
全
く
同
じ
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
率
も
う
な
ぎ
上

り
で
す
。
実
際
、
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
働
き
方
が
可
能
に
な
る
こ
と

38



で
、
県
外
へ
の
営
業
や
地
域
の
方
々
と
の
交

流
が
一
層
促
進
さ
れ
て
お
り
、
単
純
な
事
務

効
率
化
以
上
の
効
果
が
出
て
い
ま
す
。

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
人
」

と「
地
元
の
人
」が

一
緒
に
地
域
の
価
値
を

つ
く
っ
て
い
く

―
―
和
歌
山
県
で
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

❖

天
野
氏
…
去
年
の
白
浜
町
で
の
親
子
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
今
年
は
本

州
最
南
端
の
串
本
町
で
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
テ
ン

ト
を
４
つ
備
え
た
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
い
、
ア

ウ
ト
ド
ア
環
境
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
親
は
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
し
な

が
ら
仕
事
を
し
、
子
ど
も
は
楽
し
く
遊
ぶ
。

夜
は
肉
眼
で
星
を
楽
し
め
る
た
め
、
家
族
で

天
の
川
を
見
る
、
と
い
っ
た
こ
と
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
に
向
け

た
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

❖

天
野
氏
…
例
え
ば
、
企
業
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
実
施
地
の
条
件
に
〝
海
〞
だ
け
を
考
え
て

い
た
な
ら
ば
、
白
浜
よ
り
も
沖
縄
を
選
択
す

る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

和
歌
山
県
の
ヒ
ト
と
コ
ト
で
の
魅
力
づ
く
り

や
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
人
と
地
元
の
人
が

一
緒
に
地
域
の
価
値
を
つ
く
っ
て
い
く
な
ど

の
差
別
化
に
向
け
た
取
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
来
る
人

は
、
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
少
し
仕
事
を
入

れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
が

多
い
で
す
が
、
長
く
滞
在
し
て
い
る
と
少
し

ず
つ
地
域
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
の
時
、
地
域
を
好
き
に
な
っ
た
人
に

対
し
、
受
け
皿
あ
る
い
は
協
働
で
き
る
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
あ
る
か
、
ま
た
は
歓
迎
す

る
空
気
を
作
れ
る
か
ど
う
か
。
こ
う
し
た
従

来
の
観
光
と
は
違
っ
た
目
線
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
は
地
域
振
興
と
も
係
わ
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

　　
全
国
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

を
一
体
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
あ
る
い
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て

地
域
に
来
る
と
い
う
流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
か
ら
見
る
と
各
自

治
体
が
散
発
的
に
別
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
受
け
入
れ
自
治
体
が
集
ま
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
連
合
を
結
成
し
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
体
が
ひ
と
つ
の

動
き
と
な
り
、
一
般
の
方
々
に
も
根
付
い
て

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
行
政
で
は
な
く
民
間
が
担

い
手
と
な
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
和
歌
山
県
で
も
現
在
は
、
県
の

担
当
チ
ー
ム
が
受
け
入
れ
窓
口
や
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
民
間
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
て
い
る
と
い
う
側

面
も
あ
り
ま
す
。
和
歌
山
県
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
は
、
現
在
は
無
料

で
案
内
を
し
て
い
ま
す
が
、
ア
テ
ン
ド
や
プ

ラ
ン
の
作
成
・
調
整
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
行

っ
て
い
け
る
地
元
事
業
者
が
い
れ
ば
是
非
や

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
育

て
て
も
い
き
た
い
で
す
。

　
ま
だ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
可
能
性
が
見
え

て
い
な
い
た
め
和
歌
山
県
が
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
将
来
デ
ー
タ
や
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
な

ど
実
績
を
地
域
の
事
業
者
と
共
有
し
ビ
ジ
ネ

ス
面
で
併
走
し
、
そ
の
後
民
間
に
受
け
渡
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
我
々
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
拡
大
す
る
の
で
は
な

く
、
最
終
的
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
自
体
の
浸
透
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

―
―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
野 

宏（
あ
ま
の・ひ
ろ
し
）

2
0
0
8
年
に
総
務
省
入
省
し
、中

南
米
地
域
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
日
本
方
式
の
展
開
事
業
等

に
従
事
。留
学
制
度
に
よ
り
ロ
ン
ド

ン
大
学（
L
S
E
）で
メ
ディ
ア
通
信
学
修
士
号
、エ
デ

ィン
バ
ラ
大
学
で
国
際
ビ
ジ
ネ
ス・新
興
国
市
場
学
修

士
号
を
取
得
。2
0
1
6
年
7
月
よ
り
現
職
。現
在
は
、

和
歌
山
県
の
素
晴
ら
し
い
自
然
や
食
を
満
喫
し
つつ
、

ワ
ー
ケ
ー
ションの
普
及
展
開
や
庁
内
の
テ
レ
ワ
ー
ク

の
推
進
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
ティ
強
化
等
に
勤

し
む
毎
日
。
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は
じ
め
に

「
観
光
は
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
と
っ

て
有
望
な
成
長
産
業
」
と
言
わ
れ
る

が
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
観
光

＝
〝
レ
ジ
ャ
ー
〞
目
的
の
旅
行
」
と

捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
重
要
な
事
は
、
日
本
の
様
々

な
都
市
や
地
方
を
訪
れ
る
「
旅
行

者
」
が
増
え
、
そ
の
訪
れ
た
先
で

様
々
な
消
費
活
動
が
行
わ
れ
る
事
で

あ
り
、
こ
の
旅
行
者
に
は
〝
業
務
〞

目
的
の
人
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、〝
レ
ジ
ャ
ー
〞、〝
業
務
〞
の
双

方
の
旅
行
が
増
加
し
て
い
く
事
が
望

ま
し
い
。

　
近
年
、
こ
の
〝
業
務
〝
目
的
の
旅

行
を
増
加
さ
せ
て
い
く
事
に
つ
い
て

は
、「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
マ
イ
ス
）（
注

１
）」
の
誘
致
・
創
出
の
拡
大
の
視

点
か
ら
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
開
催
す
る
こ
と
の

効
果
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
の
創
造
や
都
市

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
も
期
待
さ
れ
る

が
、
「
消
費
額
の
高
さ
」
が
レ
ジ
ャ

ー
目
的
の
旅
行
者
と
の
比
較
で
は
注

目
さ
れ
る
。
一
般
的
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

参
加
目
的
の
旅
行
者
は
レ
ジ
ャ
ー
目

的
の
旅
行
者
よ
り
も
消
費
額
が
高
い

傾
向
に
あ
り
、
観
光
庁
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
日
本
を
訪
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
参

加
外
国
人
１
人
当
た
り
総
消
費
額
は

約
33
・
7
万
円
と
、
日
本
を
訪
れ
た

外
国
人
旅
行
者（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）全

体
の
1
人
当
た
り
総
消
費
額（
約
15
・

6
万
円
）の
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る

（
注
2
）。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
平
日
開
催
さ

れ
る
事
が
多
く
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的
の

旅
行
者
と
は
都
市
や
地
方
を
訪
れ
る

タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
。
こ
の
た
め

開
催
す
る
都
市
や
地
方
の
立
場
か
ら

見
れ
ば
、
宿
泊
等
の
受
入
容
量
に
余

裕
が
あ
る
時
期
に
、
レ
ジ
ャ
ー
目
的

の
旅
行
者
以
上
に
経
済
効
果
の
高
い

旅
行
者
を
受
入
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

地
域
全
体
と
し
て
稼
働
を
高
め
て
い

く
（
地
域
に
対
す
る
需
要
を
平
準
化

さ
せ
て
い
く
）
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
近
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
参
加
目
的
の
旅
行
者
を
含

め
た
い
わ
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

の
増
加
に
も
繋
が
っ
て
い
る
が
、
そ

の
旅
行
形
態
は
日
本
人
の
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
と
は
や
や
異
な
る
。
そ
れ

は
、
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の

場
合
、
家
族
同
伴
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
参

加
し
た
り
、
前
後
に
休
暇
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
な
ど
が
一
般
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
筆

者
も
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
国
際

学
会
に
昨
年
参
加
し
実
際
に
体
験
し

た
こ
と
で
も
あ
る
。
参
加
し
た
国
際

学
会
自
体
は
参
加
者
50
〜
60
人
と
決

し
て
規
模
の
大
き
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
ま
だ
1
〜
2

歳
の
小
さ
な
娘
さ
ん
と
夫
を
連
れ
、

2
人
が
見
守
る
前
で
学
会
発
表
を
す

る
台
湾
か
ら
の
参
加
者
、
大
学
生
の

娘
さ
ん
と
一
緒
の
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら

の
参
加
者
、
妻
を
同
伴
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
の
参
加
者
な
ど
、
複
数
の

家
族
同
伴
で
の
参
加
者
と
一
緒
に
な

っ
た
。
ま
た
、
学
会
終
了
後
、
そ
の

ま
ま
休
暇
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅

す
る
参
加
者
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し

た
。

　
筆
者
が
体
験
し
た
国
際
学
会
の
参

加
者
の
多
く
は
大
学
の
教
員
や
研
究

者
で
あ
っ
た
た
め
、
家
族
同
伴
で
の

参
加
は
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
般
の
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ソ
ン
に
比
べ
れ
ば
業
務
の
融

通
が
利
く
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
想
像
さ

れ
る
。
し
か
し
、「
１
．ビ
ジ
ネ
ス
ト

ラ
ベ
ル
の
変
化
と
現
状（
以
下
、「
１
．

変
化
と
現
状
」）」で
示
さ
れ
た
と
お

り
、
近
年
で
は
、
欧
米
に
お
い
て
は

一
般
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
お
い

て
も
、業
務
を
目
的
と
し
た
旅
行
と

休
暇
の
組
み
合
わ
せ
＝〝
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー（B
leisure

）〞が
拡
大
し
て
き
て

い
る
。
こ
の
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
動
き
、

更
に
は
休
暇
を
目
的
と
し
た
旅
行
に

業
務
を
組
み
合
わ
せ
る〝
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン（W

orkation

）〞、更
に
は
特

定
の
拠
点
を
持
た
ず
に
国
内
外
を
移

動
し
な
が
ら
暮
ら
し
つ
つ
仕
事
を
す

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
が
海
外
に

お
い
て
拡
大
し
て
き
て
い
る
が
、
日

本
に
お
い
て
も
徐
々
に
そ
の
動
き
が

始
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
訪
問
先
で
あ

る
都
市
や
地
方
に
と
っ
て
は
、
従
来

１
人
の
来
訪
者
で
あ
っ
た
も
の
が
家

族
同
伴
に
よ
り
2
人
、
3
人
と
増
加

す
る
、
ま
た
１
泊
で
あ
っ
た
も
の
が

休
暇
を
加
え
て
2
泊
、
3
泊
と
長
く

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社 

観
光
政
策
研
究
部 
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任
研
究
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な
る
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
拡
大
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
を
は
じ
め
と
し
た
業
務
目
的
の

旅
行
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
こ
う

し
た
各
種
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
を

増
や
す
事
で
、
よ
り
受
け
入
れ
る
側

に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡

大
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
地
域
や
施
設
の
対
応
が

従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
向
け
の

対
応
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、
新
た

に
対
応
す
べ
き
事
項
が
生
じ
て
く
る

事
が
想
定
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
ビ
ジ
ネ

ス
ト
ラ
ベ
ル
が
ど
の
よ
う
に
多
様
化

し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
課
題

や
可
能
性
が
あ
る
の
か
を
示
し
、
今

後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
図
っ
て
い

く
べ
き
な
の
か
の
示
唆
を
得
る
事
が

本
特
集
の
意
図
で
あ
る
。

規
程
等
の
明
確
化

に
よ
り

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
拡
大

「
2
．ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
現
状
と
可
能
性
（
以
下
、「
2
．ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
」」で
指
摘
さ
れ
た
と
お

り
、
日
本
に
お
け
る
2
0
1
8
年
度

の
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
実
施
割
合
は
約

40
％
で
あ
っ
た
。
年
度
の
違
い
、
調

査
手
法
の
違
い
な
ど
か
ら
単
純
な
比

較
は
出
来
な
い
が
、
海
外
5
ヶ
国

（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

イ
ン
ド
、
中
国
）
に
お
け
る
実
施
割

合
の
60
％
と
比
較
す
る
と
、
日
本
に

お
い
て
も
比
較
的
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
捉
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
実
施
可

否
に
大
き
く
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
、

所
属
し
て
い
る
会
社
・
団
体
等
で
の

規
程
等
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
規

程
等
で
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」

は
約
21
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
約
42

％
は
「
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
訳

で
は
な
い
が
出
来
る
」
と
い
う
状
況

で
あ
っ
た
が
、
制
度
と
し
て
明
確
化

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
同
僚
や
上
司

か
ら
ど
う
思
わ
れ
る
か
と
い
っ
た
気

持
ち
に
な
り
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の
取

得
を
躊
躇
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、「
2
．ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
」
で
示
さ
れ
た
、
会
社
の
規
程
で

明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
人
の
方
が

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
実
施
し
て
い
る
割

合
が
高
い
、
と
い
う
結
果
か
ら
も
窺

え
る
。
ま
た
、「
4
．座
談
会
：
家
族

を
伴
う
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
実
態
と
可
能
性
（
以
下
、

「
４
．座
談
会
」）」に
お
い
て
長
縄
氏

か
ら
も
、
「
単
身
赴
任
し
て
い
る
人

が
、
地
元
の
近
く
の
会
議
に
参
加
す

る
場
合
、
出
張
つ
い
で
に
帰
省
す
る

パ
タ
ー
ン
は
あ
り
、
会
社
も
禁
止
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
若
い
人
の
場

合
、
立
場
的
に
出
張
と
帰
省
を
兼
ね

る
と
い
っ
た
こ
と
が
難
し
い
の
が
実

情
だ
と
思
う
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
を
会
社
・
団
体
等
の

制
度
と
し
て
規
程
等
に
お
い
て
明
確

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
う
し
た
心

理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
軽
減
さ
れ
、
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
の
実
施
割
合
が
高
ま
っ

て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

日
本
の
企
業
で
も

ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
導
入
は

推
進

　
大
手
旅
行
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

の
労
働
組
合
で
は
、
2
0
1
9
年
4

月
の
春
闘
に
お
い
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
各
社
に
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
の
導

入
を
要
求
し
て
お
り
、
会
社
側
か
ら

は
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
等

の
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
航
空
株
式
会
社
に
お
い
て
も
２

０
１
９
年
５
月
か
ら
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー

制
度
が
導
入
（「
３
．ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
み
出
す
可
能
性
（
以
下
、

「
３
．ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」」参
照
）
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
日
本
の
企
業
に
お

い
て
も
導
入
が
な
さ
れ
始
め
て
い
る
。

「
４
．座
談
会
」
で
の
長
縄
氏
に
よ

れ
ば
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
導
入
の
大
き

な
目
的
は
２
つ
あ
り
、
１
つ
目
は
、

休
暇
取
得
の
促
進
、
更
に
は
観
光
産

業
全
体
の
需
要
喚
起
に
繋
が
る
こ
と
、

２
つ
目
は
「
企
業
文
化
の
改
革
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
１
つ
目
の
目
的

に
つ
い
て
は
旅
行
会
社
な
ら
で
は
、

と
い
う
面
も
あ
る
が
、
２
つ
目
の
目

的
は
日
本
企
業
全
体
に
当
て
は
ま
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ブ
リ
ー
ジ
ャ

ー
を
行
う
事
が
今
後
の
業
務
の
発
展

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
家
族
サ
ー
ビ

ス
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
、「
余
暇

の
充
実
や
個
々
人
の
体
験
を
尊
重
す

る
企
業
文
化
を
構
築
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
」
と
し
て
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
導

入
を
し
て
い
く
流
れ
が
、
今
後
更
に

推
進
さ
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。

休
暇
を

促
進
す
る
た
め
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
統
計

的
な
現
状
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
、

日
本
に
お
い
て
も
確
実
に
広
が
り
を

み
せ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
動
き

が
、
実
施
す
る
企
業
側
で
は「
3
．ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
寄
稿
を
い
た
だ

い
た
日
本
航
空
株
式
会
社
、
受
け
入

れ
る
地
域
側
で
は
「
5
．新
た
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
へ
の
対
応
と
展
望
（
以
下
、

「
5
．新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
」）」
で
お

話
を
伺
っ
た
和
歌
山
県
で
あ
る
。

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
企
業
側
の

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
予
定
し
た
休
暇

の
間
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
急
な
会
議

な
ど
の
た
め
に
予
定
を
変
え
な
く
て

も
済
む
よ
う
に
、
と
い
っ
た
「
休
暇

取
得
の
促
進
」
を
大
き
な
目
標
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
も
休
暇
取
得
の
促
進
と
い
う
意

味
で
同
様
で
は
あ
る
が
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
合
、
個
人
に
よ
る
休
暇

取
得
の
促
進
だ
け
で
な
く
、
複
数
の

社
員
が
遠
隔
地
で
集
中
的
に
業
務
を

行
う
こ
と
で
何
か
し
ら
の
業
務
的
な

付
加
価
値
を
生
み
出
す
、
と
い
っ
た

実
施
の
仕
方
も
あ
る
こ
と
が
違
い
と

し
て
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
ブ
リ
ー

ジ
ャ
ー
の
場
合
は
出
張
の
機
会
が
あ
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る
こ
と
が
実
施
の
大
前
提
と
な
る
が
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
例

え
ば
、
普
段
出
張
す
る
機
会
が
な
い

社
員
・
職
員
が
社
内
の
あ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

そ
の
チ
ー
ム
で
の
議
論
の
た
め
に
和

歌
山
県
等
へ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
訪
れ
る
な
ど
、
普
段
の
出
張
機
会

の
有
無
に
よ
ら
ず
実
施
可
能
な
事
も

違
い
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る

関
係
人
口
の
創
出

　
受
け
入
れ
る
地
域
側
の
立
場
と
し

て
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
関
係
」
人
口
の
創
出
が
大
き
な
目

標
と
な
る
。
「
定
住
」
人
口
の
増
加

を
目
指
し
、
い
わ
ゆ
る
工
場
誘
致
、

企
業
誘
致
が
進
め
ら
れ
た
時
代
も
あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
、
企
業
の
生
産

拠
点
の
海
外
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
か
ら
、

こ
う
し
た
手
法
は
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
企
業
側
は
工
場

立
地
ほ
ど
に
は
大
き
な
投
資
は
必
要

な
く
、
ま
た
地
域
側
は
、
既
存
の
宿

泊
施
設
等
の
施
設
も
活
用
可
能
で
広

い
用
地
を
確
保
す
る
必
要
は
な
い
な

ど
、
取
り
組
み
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
そ

れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
う
考
え
る
と
、
企
業
側
の
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度
導
入
が
進
め
ば
、

こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
拡
大
し
て
い
く

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。し
か
し
、地
域

側
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
企
業
誘
致

で
あ
れ
ば
一
度
自
分
達
の
地
域
へ
の

立
地
を
決
め
て
も
ら
え
れ
ば
そ
う
簡

単
に
は
離
れ
て
い
か
な
か
っ
た
が
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
企
業
側
に
と
っ

て
も
身
軽
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
に
つ
れ
地

域
間
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
く
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
。こ
の
た
め
、ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
で
き
る
施
設
や

旅
館
等
の
設
備
面
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
、「
５
．新
た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
」に

お
い
て
天
野
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
ヒ
ト
や
コ
ト
で
の
魅
力
づ
く

り
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
人
と
地
元

の
人
が
一
緒
に
地
域
の
価
値
を
つ
く

っ
て
い
く
な
ど
の「
差
別
化
」に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
み
、
そ
も
そ
も
そ

の
地
に
訪
問
・
滞
在
す
る
魅
力
を
高

め
る
事
が
今
後
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

家
族
同
伴
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の

課
題

　
働
き
方
の
多
様
化
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
や
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
更
に
は
家
族
同
伴

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が
拡
大
し

て
い
く
事
も
想
定
さ
れ
る
。「
4
．座

談
会
」
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
面
か

ら
お
話
を
伺
っ
た
が
、
今
後
の
拡
大

に
向
け
て
大
き
く
は
2
つ
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
た
。

　
第
１
に
は
「
施
設
、
仕
組
み
の
充

実
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
家
族
同
伴
、

特
に
子
ど
も
が
い
る
場
合
に
は
、
一

時
預
か
り
所
や
子
ど
も
が
参
加
可
能

な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
安
全
に

預
か
っ
て
も
ら
え
た
り
参
加
で
き
た

り
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、

大
人
の
同
伴
者
に
つ
い
て
も
、
旅
慣

れ
て
い
な
い
場
合
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が

仕
事
を
し
て
い
る
間
に
何
を
し
て
い

れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
も
あ

る
た
め
、
そ
う
し
た
人
た
ち
を
想
定

し
た
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

充
実
さ
せ
て
い
く
事
も
重
要
と
な
る
。

第
２
に
は
「
情
報
の
集
約
と
発
信
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
鯨
本
氏
よ
り
実

体
験
か
ら
の
お
話
が
あ
っ
た
が
、
第

１
に
指
摘
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
整
備

が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
て
も
、

現
状
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
の
情
報
が

十
分
に
ま
と
め
ら
れ
、
発
信
さ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
宿
泊
施
設
等
に
お
い
て
も
、
例

え
ば
和
室
対
応
が
可
能
か
、
キ
ッ
チ

ン
な
ど
の
使
用
が
可
能
か
な
ど
の
各

種
条
件
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
「
要

相
談
」
な
ど
の
表
示
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
同
伴
で
の
宿
泊
が
し
や
す
い

か
ど
う
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
事
も
重
要
と
な
る
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の

多
様
化

　
い
わ
ゆ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
を
背
景
に
増
加
し

て
い
る
が
、
働
き
方
の
多
様
化
を
背

景
に
、
2
拠
点
居
住
や
働
く
場
所
を

限
定
し
な
い
ス
タ
イ
ル
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
に
伴
い
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

自
体
も
変
化
、
多
様
化
し
て
き
て
い

る
。
そ
の
代
表
的
な
例
が
「
5
．
新

た
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
て
お
話
を
伺

っ
た
柚
木
氏
が
経
営
す
るL

ittle 

Japan

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
宿
泊
費

を
安
く
抑
え
た
い
、
と
い
う
観
光
客

も
多
い
が
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
や
オ

フ
ィ
ス
、
ア
ト
リ
エ
の
よ
う
に
利
用

す
る
人
も
増
え
て
お
り
、
ま
た
、
金

銭
的
余
裕
が
あ
っ
て
も
あ
え
て
泊
ま

り
に
く
る
人
た
ち
も
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
柚
木
氏
が
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
経
営
者

が
多
様
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
も
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
以
前
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
経
営
者
は
、
元
々
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
で
宿
が
好
き
と
い
う
人

が
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
特
に

地
方
部
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
好
き
で
、
自
分
達
の

地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
い

う
思
い
の
経
営
者
が
増
え
て
い
る
と

い
う
。
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の
多
様
化
が
、
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
や
前
述
の
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
通
じ
て
「
人
と
地
域
を
つ
な

ぐ
」
機
会
を
増
加
さ
せ
て
い
く
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が

拡
大
す
る
た
め
に

　
こ
こ
ま
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル

が
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
課
題
や
可
能
性
が
あ
る
か
に

つ
い
て
述
べ
た
が
、
最
後
に
、
多
様

化
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が
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更
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
た
い
。

❶
企
業
・
団
体
や
国
に
よ
る

制
度
等
の
整
備

　
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が
更
に
拡
大

し
て
い
く
た
め
に
は
、
企
業
・
団
体

に
お
い
て
規
程
等
を
整
理
し
、
制
度

と
し
て
明
確
に
実
施
可
能
と
す
る
事

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
長
縄
氏
が

指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、
家
族
同
伴
、

特
に
小
学
生
以
上
の
就
学
児
の
場
合

は
、
学
校
を
休
ま
せ
る
事
が
出
来
る

か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
か

ら
、
現
在
、
国
に
お
い
て
進
め
ら
れ

て
い
る
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
の
導
入
な

ど
の
環
境
整
備
も
重
要
で
あ
る
。

❷
都
市
や
地
方
に
お
け
る

取
り
組
み
の
充
実

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
に
よ
り
、

家
族
同
伴
の
業
務
目
的
の
旅
行
者
も

今
後
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
こ
う
し
た
旅
行
者
へ
の

対
応
が
ま
ず
求
め
ら
れ
る
。
更
に
、

い
ず
れ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
に
お

い
て
も
、
前
提
と
な
る
の
は
「
そ
の

場
所
に
行
く
事
、
ま
た
そ
の
場
所
で

過
ご
す
こ
と
が
魅
力
的
か
ど
う
か
」

と
な
る
た
め
、
地
域
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
取
り
組
み
は
欠
か
せ
な
い
。

　
ま
た
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
に
お
け
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
設
定
も
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
は
そ
も
そ
も
の

旅
行
の
ベ
ー
ス
が
「
業
務
」
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ど
う
し
て
も
企
業
等
の

オ
フ
ィ
ス
が
存
在
す
る
都
市
部
が
目

的
地
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ

し
て
、
「
2
．
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
」
で

示
さ
れ
た
と
お
り
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー

は
出
張
で
の
主
な
訪
問
地
と
同
じ
と

こ
ろ
に
滞
在
す
る
傾
向
が
強
い
。
一

方
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
も
そ

も
の
旅
行
の
ベ
ー
ス
が
「
休
暇
」
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
訪
問
地
は
都
市
部

に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
避
暑
地
や
リ
ゾ

ー
ト
地
と
い
っ
た
地
方
部
が
目
的
地

に
な
る
こ
と
も
多
く
な
る
。

　
ま
た
、
会
議
等
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
視

点
か
ら
み
れ
ば
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
の

場
合
は
、
日
本
更
に
は
世
界
各
地
か

ら
人
が
集
ま
る
よ
う
な
会
議
に
お
い

て
、
い
か
に
そ
の
前
後
に
休
暇
を
つ

け
、
滞
在
・
観
光
し
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
的
な
素
材
を
提
供
で
き
る
か

が
重
要
に
な
る
。
一
方
で
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
社
員
間
や
地
域

と
の
交
流
の
促
進
や
合
宿
型
で
の
集

中
業
務
な
ど
、
会
議
そ
の
も
の
を
ど

う
設
定
す
る
か
も
重
要
に
な
る
。
受

け
入
れ
る
地
域
側
と
し
て
は
、
こ
う

し
た
特
性
を
見
定
め
て
対
応
す
る
事

が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

❸
情
報
発
信
に
よ
る
社
会
的
な

気
運
醸
成

　
実
施
す
る
企
業
側
や
受
け
入
れ
る

地
域
側
の
取
り
組
み
が
進
ん
だ
と
し

て
も
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
と
レ
ジ

ャ
ー
が
融
合
す
る
よ
う
な
動
き
が
認

知
さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
社
会
的

な
広
が
り
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
「
４
．

座
談
会
」
に
お
い
て
趙
氏
が
指
摘
し

て
い
る
が
、
お
隣
の
韓
国
に
お
い
て

も
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
実
施
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
経
験
の
あ
る
人

は
多
い
も
の
の
、
会
社
で
自
分
が
ブ

リ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
た
と
人
に
話
す
の

は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
状
況
と
の
こ
と

で
あ
る
。
一
方
で
、
労
働
時
間
の
削

減
を
目
的
と
し
た
労
働
基
準
法
の
改

正
や
、
大
企
業
に
お
け
る
ブ
リ
ー
ジ

ャ
ー
制
度
の
導
入
、
家
族
と
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
を
推
進
す
る
企
業
を
認

証
・
支
援
す
る
事
業
の
実
施
な
ど
、

日
本
で
の
動
き
と
同
様
の
傾
向
が
う

か
が
え
る
。
韓
国
、
更
に
は
世
界
の

動
き
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
の

多
様
化
や
働
き
方
の
多
様
化
が
進
ん

で
き
て
い
る
事
を
発
信
し
て
い
く
事

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
レ
ジ
ャ
ー
を
融
合

さ
せ
て
い
く
社
会
的
な
気
運
が
醸
成

さ
れ
て
い
く
事
も
必
要
と
な
る
だ
ろ

う
。お

わ
り
に

　
特
定
の
拠
点
を
持
た
ず
に
国
内
外

を
移
動
し
な
が
ら
暮
ら
し
つ
つ
仕
事

を
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
も
と
よ

り
、
ブ
リ
ー
ジ
ャ
ー
、
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
も
含
め
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

ト
ラ
ベ
ル
の
多
様
化
の
根
底
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
画
一
的
な
働
き
方
か
ら
、

１
人
１
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
属

す
る
企
業
・
団
体
等
に
お
い
て
求
め

ら
れ
る
役
割
に
応
じ
た
「
多
様
な
働

き
方
」
を
推
進
し
て
い
く
流
れ
が
あ

る
。
こ
う
し
た
多
様
な
働
き
方
が
、

社
員
・
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

向
上
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

も
示
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、
今
後
、

企
業
・
団
体
等
、
更
に
は
国
も
含
め

た
日
本
全
体
で
働
き
方
の
多
様
化
が

推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
そ
し
て
働
き
方
の
多
様
化
を
背

景
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
も

ま
た
多
様
化
し
て
い
く
こ
と
は
、
旅

行
者
自
身
及
び
企
業
に
と
っ
て
も
プ

ラ
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の

増
加
、
更
に
は
関
係
人
口
の
増
加
等
、

地
域
へ
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
い

く
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
確
認
で
き

た
。
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ
ル
が
旅
行
者

と
地
域
を
「
つ
な
ぐ
」
も
の
と
し
て
、

ま
た
、
巻
頭
言
に
お
け
る
山
本
氏
の

言
葉
の
よ
う
に
、
日
本
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
レ
ジ
ャ
ー
を
「
つ
な
ぐ
」
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
よ
う
、
我
々

も
こ
の
分
野
に
関
す
る
知
見
を
更
に

蓄
積
し
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　 

（
も
り
や
　
く
に
ひ
こ
）

（
注
１
）Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
は
、企
業
等
の
会
議

（M
eeting

）、企
業
等
が
行
う
報
奨・研
修

旅
行（Incentive Travel

）、国
際
機
関・団

体
、学
会
等
が
行
う
会
議（Convention

）、

展
示
会・見
本
市
／
イ
ベン
ト（Exhibition/

Event

）の
頭
文
字
を
と
った
も
の
で
、一度
に

多
く
の
人
が
集
ま
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ベン
ト
の

総
称
。Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
語
源
は
1
9
9
0
年
代

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
発
祥
と
言
わ
れ
て
い

る
が
定
か
で
は
な
く
、主
に
ア
ジ
ア
で
用
い
ら

れ
てい
る
。アメ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
は
、「（
ビ
ジ
ネ
ス
）ミ
ー
ティン
グ
」や「（
ビ

ジ
ネ
ス
）イ
ベン
ト
」が一般
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。

（
注
２
）観
光
庁（
2
0
1
8
年
）、『Press 

Release 

我
が
国
の
国
際
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
全
体
に

よ
る
経
済
波
及
効
果
は
約
１
兆
円
！
』

特集5.新たなマーケット（写真提供：和歌山県）

多様化するビジネストラベルの可能性視座
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2
0
1
9
年
3
月
15
日
（
金
）、「
ま
い
ま

い
京
都
」
主
宰
の
以
倉
敬
之
氏
を
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
に
お
迎
え
し
、
第
16
回
た
び
と
し

ょ
C
a
f
e
「
進
化
す
る
ま
ち
あ
る
き 

〜

「
ま
い
ま
い
京
都
」
の
舞
台
裏
か
ら
学
ぶ

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
年
間
約
7
0
0
コ
ー
ス
を
開
催
し
、
96
・

3
%
の
定
員
稼
働
率
を
誇
る
「
ま
い
ま
い
京

都
」
は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
地
域
愛
あ
ふ

れ
る
個
性
豊
か
な
ガ
イ
ド
の
存
在
が
魅
力
の

一
つ
で
す
が
、
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
そ
の

運
営
形
態
で
す
。
行
政
が
主
導
し
た
り
、
補

助
金
の
助
成
を
受
け
て
運
営
さ
れ
て
い
る
ま

ち
あ
る
き
も
多
い
中
で
、
民
間
が
運
営
を
お

こ
な
う
珍
し
い
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
ち
あ
る
き
を
通
し
て
、
地
域
の

魅
力
や
楽
し
み
方
を
最
大
限
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
の
工
夫
や
仕
組
み
は
と
て
も
興
味

深
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
探
し
方
か
ら
ツ
ア
ー

の
作
り
方
、
運
営
体
制
、
収
支
、
課
題
や
留

意
点
な
ど
に
至
る
ま
で
、
「
ま
い
ま
い
京

都
」
の
裏
側
を
惜
し
み
な
く
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
観
光
ガ
イ
ド
、
研
究
者
、
観
光

関
連
団
体
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
20
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
1
部
の
話

題
提
供
か
ら
実
務
的
な
質
問
が
飛
び
交
い
、

活
気
の
あ
る
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

活 動 報 告

「たびとしょCafe」

16回第

「
進
化
す
る
ま
ち
あ
る
き

　
　
　
　
　
　

」
　
　
　
　
　
　

を
開
催
　
　
　

〜「
まいまい
京
都
」の舞
台
裏
から
学
ぶ
〜

以
倉
敬
之
氏（「
ま
い
ま
い
京
都
」主
宰
）

1
9
8
5
年
生
ま
れ
。京
都
の
住
民
が
ガ
イ
ド
す
る
京
都
の
ミ
ニ
ツ
ア
ー「
ま
い
ま
い
京
都
」主
宰
。 

高
校
中
退
後
、バン
ド
マン
、吉
本
興
業
の
子
会
社
勤
務
、

イ
ベン
ト
企
画
会
社
経
営
を
経
て
、2
0
1
1
年
よ
り「
ま
い
ま
い
京
都
」を
開
始
。

N
H
K 

の
人
気
番
組「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」に
企
画
協
力
し
、2
0
1
7
年
4
月
の
京
都・清
水
寺
清
水
編
に
出
演
。

2
0
1
8
年
3
月
よ
り「
ま
い
ま
い
東
京
」も
本
格
始
動
。

共
著
に『
あ
た
ら
し
い『
路
上
』の
つ
く
り
方

実
践
者
に
聞
く
屋
外
公
共
空
間
の
活
用
ノ
ウ
ハ
ウ
』（
D
U 

B
O
O
K
S・2
0
1
8
年
）が
あ
る
。

G
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●
〝
ま
い
ま
い
〞
と
は
う
ろ
う
ろ
す
る
と
い

う
京
都
の
言
葉
で
、
大
人
に
な
っ
て
も
う
１

度
道
草
で
も
く
お
う
と
い
う
想
い
で
名
前
を

付
け
た
。
そ
の
名
の
と
お
り
1
・
5
〜
3
㎞
ぐ

ら
い
の
範
囲
を
2
〜
3
時
間
か
け
て
じ
っ
く

り
歩
く
半
日
の
ツ
ア
ー
が
基
本
で
あ
る
。
定

員
は
15
〜
20
名
く
ら
い
で
3
0
0
0
円
前
後

の
参
加
費
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
2
0
1
8

年
か
ら
は
ま
い
ま
い
東
京
も
開
催
し
て
い
る
。

●
ま
い
ま
い
京
都
は
2
0
1
1
年
の
春
に
開

始
し
た
が
、
主
に
春
と
秋
に
多
く
ツ
ア
ー
を

実
施
し
て
い
る
。
年
間
7
0
0
ほ
ど
の
ツ
ア

ー
を
開
催
（
春
と
秋
に
3
0
0
、
夏
と
冬
に

50
）
し
て
お
り
、
定
員
稼
働
率
は
96
・
3
％

で
あ
る
。

●
参
加
者
と
し
て
は
40
代
、
50
代
、
30
代
、

60
代
の
順
に
多
い
。
参
加
費
の
関
係
で
20
代

が
減
っ
て
き
た
感
覚
は
あ
る
。
多
様
な
世
代

が
一
つ
の
ツ
ア
ー
を
楽
し
め
る
こ
と
が
良
さ

で
も
あ
る
の
で
、
幅
広
い
世
代
に
バ
ラ
ン
ス

良
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。
80
％
近
く
が
京
都
府
内
や
近
畿
圏
の
方

で
あ
る
。
5
回
目
以
上
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
62

％
と
最
多
で
、
70
・
8
％
が
1
人
で
の
参
加

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
１
人

で
旅
行
を
し
た
い
が
、
行
っ
た
先
で
は
地
元

の
方
や
他
の
旅
行
者
と
楽
し
く
過
ご
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
仕
組
み
も

こ
れ
か
ら
の
観
光
に
お
い
て
は
重
要
な
の
で

は
な
い
か
。

●
ま
い
ま
い
京
都
を
知
っ
た
き
っ
か
け
と
し

て
は
、
知
人
の
紹
介
や
検
索
エ
ン
ジ
ン
、

T
w
itter

やFacebook

が
多
い
。
ツ
ア
ー
自

体
が
良
く
て
紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
上
で
自
力

で
で
き
る
こ
と
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
出
続
け

る
こ
と
な
ど
、
色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
積
み

重
ね
る
こ
と
が
広
報
に
お
い
て
は
大
事
だ
と

思
っ
て
い
る
。
な
お
、
広
告
費
は
ほ
と
ん
ど

か
け
て
い
な
い
。

●
ま
ち
の
最
大
の
魅
力
は
モ
ノ
や
コ
ト
で
は

な
く
人
に
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
ま
い
ま
い

京
都
の
一
番
の
特
徴
は
多
様
な
ガ
イ
ド
さ
ん

が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
僧
侶
の
方
、
林
業
に

関
わ
っ
て
い
る
方
、
京
都
高
低
差
崖
会
の
方
、

自
称
・
妖
怪
の
子
孫
ま
で
累
計
で
3
6
0
人

ほ
ど
の
方
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
。
大
切

な
こ
と
は
知
識
で
は
な
く
て
愛
情
で
あ
り
、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
ま
ち
や
コ
ト
に
対
し
て
持
っ

て
い
る
愛
情
が
参
加
者
さ
ん
に
伝
わ
り
、
参

加
者
さ
ん
も
い
つ
の
間
に
か
そ
れ
が
好
き
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

る
。
公
募
や
育
成
と
い
う
形
で
は
な
く
、
こ

の
人
と
一
緒
に
や
っ
た
ら
面
白
い
と
い
う
方

を
い
か
に
探
す
か
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
で

皆
さ
ん
も
本
業
の
仕
事
が
あ
る
た
め
、
同
じ

ツ
ア
ー
を
頻
繁
に
開
催
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

ど
う
し
て
も
種
類
が
多
く
な
る
。

●
ツ
ア
ー
の
例
と
し
て
は
、
仕
事
へ
の
愛
情

を
ガ
イ
ド
す
る
「
【
無
鄰
菴
】
御
用
庭
師
の

お
仕
事
拝
見
！
名
庭
の
美
を
紡
ぐ
、
技
と
心

に
迫
る
　
〜
庭
師
七
つ
道
具
、
見
方
・
表

情
・
愛
し
方
、
南
禅
寺
方
丈
か
ら
野
花
咲
く

春
の
無
鄰
菴
へ
〜
」
や
、
地
元
へ
の
愛
情
を

ガ
イ
ド
す
る
「
【
本
願
寺
門
前
町
】
表
具
屋

主
人
と
、
門
前
町
の
老
舗
を
た
ず
ね
て
　
〜

御
用
菓
子
、
御
茶
司
、
京
仏
具
、
香
老
舗
…

本
願
寺
の
御
用
達
め
ぐ
り
〜
」
（
写
真
1
）

な
ど
が
多
い
が
、
最
近
は
行
政
や
企
業
と
の

共
同
企
画
も
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
「
【
塩

小
路
幹
線
】
地
下
30
m
、
雨
水
を
た
め
る
巨

大
ト
ン
ネ
ル
を
探
検
し
よ
う
　
〜
京
都
の
地

下
に
〝
宇
宙
船
〞
!?
普
段
は
立
ち
入
り
禁
止

の
工
事
現
場
へ
〜
」
は
、
水
道
局
の
方
に
案

内
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
で
あ
る
一
方
で
、
水
道
局
と
し

て
も
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う

ね
ら
い
が
あ
る
。「
【
月
桂
冠
】
醸
造
研
究

員
と
い
く
、
月
桂
冠
の
工
場
探
検
　
〜
酒
造

り
の
不
思
議
！
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
現
場

へ
〜
」
も
人
気
が
あ
る
が
、
ま
ち
の
魅
力
は

歴
史
や
国
宝
ば
か
り
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
ま
ち
の
会
社
や
お
店
が
担
っ
て
い
る

部
分
が
非
常
に
大
き
い
。

●
専
従
ス
タ
ッ
フ
は
私
を
含
め
4
人
で
、
事

務
局
の
業
務
は
（
一
財
）
京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
協
会
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
無
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
ツ
ア
ー
開
催
の
際

に
は
ガ
イ
ド
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
最
低
2
人

が
つ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
が

プ
ロ
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が

【
第
1
部
】

話
題
提
供

写真1
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図 1 まいまい京都の概要（以倉氏の発表資料より）

参
加
者
の
受
付
か
ら
安
全
管
理
、
ツ
ア
ー
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
フ
ォ
ロ
ー
、
ツ
ア
ー
の
品
質
管

理
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
回
収
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
特
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

つ
い
て
は
数
値
の
集
計
だ
け
で
な
く
、
ス
タ

ッ
フ
の
所
感
も
含
め
た
意
見
を
報
告
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
お
り
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て

ツ
ア
ー
の
改
善
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

●
ま
い
ま
い
京
都
の
売
り
上
げ
と
し
て
は
、

こ
う
し
た
通
常
の
ツ
ア
ー
に
加
え
、
旅
行
会

社
や
団
体
か
ら
発
注
さ
れ
る
オ
ー
ダ
ー
ツ
ア

ー
や
、
座
学
も
含
め
た
連
続
ツ
ア
ー
で
構
成

さ
れ
る
ま
い
ま
い
大
学
、
全
国
で
の
講
演
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
儲

け
を
出
す
と
い
う
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
小

規
模
な
ツ
ア
ー
の
開
催
は
効
率
が
良
い
も
の

で
は
な
い
の
で
、
い
か
に
固
定
費
を
下
げ
る

か
が
重
要
で
あ
る
。

●
ツ
ア
ー
の
企
画
は
ガ
イ
ド
さ
ん
が
決
ま
っ

た
後
に
タ
イ
ト
ル
を
決
め
て
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
内
容
や
コ
ー
ス
を
組
ん
で
い
く
。
一
般

的
に
、
内
容
が
面
白
く
て
も
、
一
見
、
面
白

そ
う
に
見
え
な
い
ツ
ア
ー
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

集
客
す
る
上
で
は
タ
イ
ト
ル
が
最
も
重
要
な

要
素
と
な
る
た
め
、「
内
容
が
面
白
い
ツ
ア

ー
を
タ
イ
ト
ル
で
い
か
に
表
現
す
る
か
」

「
唯
一
無
二
で
あ
る
こ
と
を
ど
う
表
現
す
る

か
」を
意
識
し
、時
間
を
か
け
て
作
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
な
ぜ
ま
い
ま
い
京
都
を
立
ち
上
げ

よ
う
と
思
っ
た
の
か
。

以
倉
氏
…
京
都
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
、

京
都
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
た
の
が
一
番
大

き
な
理
由
で
あ
る
。
ま
ち
を
楽
し
む
に
は
、

ま
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
歩

く
の
が
一
番
良
い
。
加
え
て
、
私
は
前
職
で

イ
ベ
ン
ト
企
画
会
社
を
大
阪
で
経
営
し
て
お

り
、
そ
の
仕
事
の
関
係
で
「
大
阪
あ
そ
歩
」

と
い
う
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
。
「
大
阪
あ
そ
歩
」
は
『
ま
ち
歩
き

が
観
光
を
変
え
る 

長
崎
さ
る
く
博
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
・
ノ
ー
ト
』
（
学
芸
出
版
社
・

2
0
0
8
年
）、『
「
ま
ち
歩
き
」
を
し
か
け

る 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
手
ほ

ど
き
』
（
学
芸
出
版
社
・
2
0
1
2
年
）
の

著
者
で
あ
る
茶
谷
幸
治
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
方
に
影
響
を
受
け
た

こ
と
も
大
き
か
っ
た
。
一
方
で
、
税
金
で
運

営
さ
れ
て
い
る
と
継
続
性
の
面
で
課
題
が
あ

る
と
感
じ
た
た
め
、
民
間
で
運
営
し
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
現
在

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
初
め
て
来
た
人
に
ま
た
参
加
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
る
の
か
。

以
倉
氏
…
ツ
ア
ー
自
体
が
面
白
い
と
い
う
こ

と
が
リ
ピ
ー
ト
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
し
か

し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
初
め
て
の

方
に
も
も
っ
と
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
よ

う
な
楽
し
み
慣
れ
た
方
の
存
在
は
、
ガ
イ
ド

さ
ん
が
話
す
時
に
し
っ
か
り
と
聞
く
雰
囲
気

を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
す
る
た
め
、
ツ
ア

ー
の
ク
オ
リ
テ
ィ
や
満
足
度
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス
と
し
て
、
京
都

の
混
雑
を
避
け
る
こ
と
は
意
識
し
て
い
る
か
。

以
倉
氏
…
満
足
度
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、

混
ん
で
い
る
時
期
に
混
ん
で
い
る
場
所
に
行

く
こ
と
は
な
い
。
有
名
な
観
光
地
に
行
く
場

合
に
は
季
節
を
ず
ら
す
か
、
少
な
く
と
も
時

間
を
ず
ら
す
よ
う
に
し
て
お
り
、
桜
や
紅
葉

の
ツ
ア
ー
で
あ
れ
ば
穴
場
に
行
く
こ
と
が
多

い
。

参
加
者
…
広
告
費
を
か
け
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
チ
ラ
シ
な
ど
も
作
っ
て
い

な
い
の
か
。

以
倉
氏
…
4
、
5
年
前
ま
で
は
作
成
し
て
い

た
が
、
ツ
ア
ー
の
更
新
が
頻
繁
で
、
チ
ラ
シ

の
更
新
が
追
い
つ
か
な
い
の
で
や
め
て
し
ま

っ
た
。
申
し
込
み
は
電
話
で
も
受
け
付
け
て

【
第
2
部
】

意
見
交
換

ぼ
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い
る
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
経
由
が
99
％
な
の

で
チ
ラ
シ
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

参
加
者
…
ま
い
ま
い
東
京
が
ま
い
ま
い
京
都

と
違
う
点
は
あ
る
か
。

以
倉
氏
…
今
の
と
こ
ろ
東
京
で
は
年
間
60
く

ら
い
の
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
コ
ン
セ

プ
ト
の
違
い
は
な
い
が
、
京
都
は
地
元
の
ガ

イ
ド
さ
ん
が
多
く
、
東
京
は
専
門
家
の
ガ
イ

ド
さ
ん
が
多
い
。
ま
た
、
東
京
の
方
が
地
形

の
起
伏
が
激
し
く
、
ま
ち
の
雰
囲
気
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
変
わ
る
た
め
、
歩
く
距
離
が
長

い
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
で
展
開
す
る
際
も

京
都
と
同
様
に
、
面
白
い
と
思
っ
た
方
に
ガ

イ
ド
を
お
願
い
し
に
行
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の

方
の
紹
介
で
ガ
イ
ド
さ
ん
を
増
や
し
て
い
る
。

参
加
者
…
ま
い
ま
い
京
都
と
し
て
、
最
終
的

に
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
実
現
し
た
い
と
考
え

て
い
る
か
。

以
倉
氏
…
ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

こ
と
が
旅
の
選
択
肢
と
し
て
き
ち
ん
と
認
知

さ
れ
る
、
も
し
く
は
定
着
す
る
と
こ
ろ
ま
で

極
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
実
際
、
ま
い
ま

い
京
都
の
予
約
が
取
れ
て
か
ら
、
交
通
や
宿

泊
の
手
配
を
す
る
方
が
結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る

た
め
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
旅
の
目
的
に

な
り
う
る
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ま
い
ま

い
京
都
に
参
加
し
て
ご
自
身
の
地
域
で
も
ま

ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
を
始
め
た
方
が
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
地
域
と
も
連
携
し
て
い
き
、
全

国
に
広
め
て
い
け
れ
ば
と
も
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
ツ
ア
ー
の
質
を
保
つ
た
め
に
は
参

加
費
を
も
う
少
し
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

参
加
費
を
上
げ
る
こ
と
で
、
参
加
者
も
楽
し

も
う
と
い
う
意
識
で
参
加
す
る
し
、
主
催
者

側
も
楽
し
ん
で
も
ら
わ
な
く
て
は
と
い
う
意

識
が
強
く
な
る
の
で
、
そ
の
相
乗
効
果
が
質

の
高
い
体
験
を
生
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
2
5
0
0
円
の
参
加
費
に
対
し
て
高

い
と
い
う
人
も
い
る
が
、
逆
に
安
い
と
い
う

人
も
い
る
。
感
覚
と
い
う
の
は
人
そ
れ
ぞ
れ

な
の
で
、
そ
う
い
う
声
と
は
別
に
、
自
分
た

ち
は
ど
う
い
う
価
値
を
付
け
て
い
く
の
か
、

ど
の
よ
う
に
価
値
を
表
し
て
い
く
の
か
と
い

う
方
が
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
終
了
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、「
参

加
者
の
質
問
が
実
践
的
か
つ
多
様
で
あ
っ
た
た

め
、
学
び
が
深
く
な
っ
た
。
」「
事
業
と
し
て
継

続
し
て
い
る
ま
い
ま
い
京
都
の
舞
台
裏
が
覗
け

て
面
白
か
っ
た
。
考
え
方
自
体
が
自
分
た
ち
と

は
違
っ
て
い
て
新
鮮
だ
っ
た
。
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
視
点
は
参
考
に
な
っ
た
。
テ
ー
マ
も
目

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
是
非
全
国
に
広
ま
っ
て

欲
し
い
。
」
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
ち
あ
る
き
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を
来
訪
者
に
体
験
し

て
い
た
だ
く
試
み
が
全
国
各
地
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
魅
力
的
な
地
元
の
方
の
探

し
方
や
地
域
の
何
気
な
い
要
素
を
ど
う
見
せ

て
い
く
か
と
い
う
面
で
も
多
く
の
気
付
き
を

得
ら
れ
ま
し
た
。
近
年
、
ま
ち
あ
る
き
は
地

域
を
こ
え
た
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ

り
多
様
な
展
開
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ま
い
ま

い
京
都
を
は
じ

め
、
進
化
す
る

ま
ち
あ
る
き
に

引
き
続
き
注
目

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
観
光
政
策

研
究
部

主
任
研
究
員

福
永
香
織
）
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本
誌
へ
の
寄
稿
の
依
頼
を
頂
い
た
の
は
、

翌
朝
に
北
京
へ
の
出
張
を
控
え
た
日
で
あ
っ

た
。
そ
の
影
響
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
迷

わ
ず
本
書
を
選
択
し
た
。
私
の
１
冊
は
、

1
9
9
6
年
刊
行
さ
れ
た
浅
田
次
郎
著
の
長

編
小
説
『
蒼
穹
の
昴
』（
そ
う
き
ゅ
う
の
す

ば
る
）
で
あ
る
。

　
時
は
清
朝
末
期
。
貧
民
の
子
で
あ
っ
た
李

春
雲
（
春
児
）
は
、
生
き
る
た
め
、
家
族
の

た
め
に
自
ら
宦
官
と
な
り
、
ほ
ど
な
く
西
太

后
に
仕
え
る
よ
う
に
な
る
。
他
方
、
同
郷
で

あ
り
な
が
ら
豊
か
な
郷
紳
（
＝
高
級
官
僚
、

地
主
）
の
家
に
生
ま
れ
た
梁
文
秀
は
、
科
挙

を
首
席
で
合
格
し
、
官
僚
階
級
と
し
て
の
地

位
を
着
々
と
築
い
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
幼

な
じ
み
の
ふ
た
り
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
、

河
北
の
寒
村
か
ら
北
京
に
移
り
住
む
こ
と
に

な
る
。

　
そ
の
頃
の
北
京
で
は
、
西
太
后
を
旗
印
と

し
て
影
響
力
の
維
持
を
狙
う
后
党
（
伝
統
を

守
ろ
う
と
す
る
保
守
派
）
と
、
皇
帝
・
光
緒

帝
の
親
政
を
進
め
る
帝
党
（
制
度
改
革
に
よ

る
立
て
直
し
を
図
る
革
新
派
・
変
法
派
）
と

が
対
立
し
て
い
た
。
ふ
た
り
は
、
互
い
の
選

ん
だ
道
故
に
、
両
党
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
。
春
児
は
西
太
后
の
側
近
と
な
り
、

文
秀
は
革
新
派
（
変
法
派
）
の
中
心
人
物
と

な
っ
て
い
く
。
敵
味
方
に
分
か
れ
て
し
ま
っ

た
ふ
た
り
は
、
滅
び
ゆ
く
清
朝
の
中
で
懸
命

に
生
き
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
続
編
と
し
て『
珍
妃
の
井
戸
』、『
中
原

の
虹
』、『
マ
ン
チ
ュ
リ
ア
ン
・
リ
ポ
ー
ト
』『
天
子

蒙
塵
』
が
発
刊
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

『
蒼
穹
の
昴
シ
リ
ー
ズ
』
と
言
う
。「
こ
の

物
語
を
書
く
た
め
に
作
家
に
な
っ
た
」
と
浅

田
氏
に
言
わ
し
め
た
作
品
で
も
あ
る
。

　
私
は
元
来
、
中
国
の
歴
史
時
代
小
説
が
大

好
き
で
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
か
な
り

読
み
込
ん
で
い
る
つ
も
り
だ
。
加
え
て
、

『
蒼
穹
の
昴
』
読
了
以
降
、
文
字
通
り
浅
田

氏
の
本
を
読
み
漁
っ
た
。
だ
が
、
ど
ち
ら
も

本
書
以
上
に
感
動
を
覚
え
た
作
品
に
は
出
会

わ
な
か
っ
た
。

　
本
書
は
本
当
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
と

思
う
ほ
ど
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
る
小
説
で

あ
り
、
正
に
不
朽
の
名
作
で
あ
る
。
中
国
三

大
悪
女
の
ひ
と
り
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て

い
る
西
太
后
が
、
何
と
も
魅
力
の
あ
る
人
間

臭
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、

宦
官
に
な
る
た
め
の
壮
絶
な
行
為
の
く
だ
り
、

キ
ャ
リ
ア
官
僚
登
用
試
験
で
あ
る
科
挙
の
状

況
な
ど
非
常
に
興
味
深
く
、
人
の
優
し
さ
虚

し
さ
が
心
に
響
き
沁
み
る
。
こ
の
先
ど
う
い

う
展
開
が
待
っ
て
い
る
の
か
早
く
知
り
た
く

一
気
に
読
み
、
次
は
細
部
に
ま
で
こ
だ
わ
っ

て
読
み
、
そ
う
や
っ
て
何
度
も
何
度
も
読
み

返
し
て
き
た
。

　
2
0
0
9
年
に
日
中
共
同
制
作
で
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
N
H
K
で
放
送
さ
れ
た
。

主
役
の
１
人
で
あ
る
西
太
后
に
は
、
朝
ド
ラ

「
お
し
ん
」
で
中
国
で
も
有
名
な
女
優
で
あ

る
田
中
裕
子
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
、
中

国
の
新
聞
や
ネ
ッ
ト
上
で
も
大
い
に
話
題
と

な
っ
た
。
そ
の
後
は
映
画
「
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ

ラ
ー
」
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

　
小
説
の
時
代
背
景
や
臨
場
感
を
味
わ
い
た

く
、
紫
禁
城
を
幾
度
も
訪
ね
た
。
時
に
は
専

門
ガ
イ
ド
を
つ
け
て
、
普
段
の
観
光
ツ
ア
ー

で
は
い
か
な
い
場
所
ま
で
も
詳
し
く
巡
っ
た
。

さ
ら
に
、
い
つ
か
時
間
を
作
っ
て
、
紫
禁
城

内
で
ゆ
っ
た
り
と
楽
し
み
な
が
ら
読
み
返
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し
た
い
１
冊
で
あ
る
。

わたしの１冊
15回第

『蒼穹の昴』 
一般財団法人日本健康開発財団代表理事理事長

栗原茂夫

浅田次郎 著／講談社1996年

栗
原
茂
夫（
く
り
は
ら・し
げ
お
）

一般
財
団
法
人
日
本
健
康
開
発
財

団
代
表
理
事
理
事
長
。1
9
5
8

年
東
京
生
ま
れ
。筑
波
大
学
比
較

文
化
学
類
卒
業
。1
9
8
0
年

（
株
）日
本
交
通
公
社（
現（
株
）Ｊ
Ｔ
Ｂ
）入
社
。宇
都

宮
支
店
長
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
関
東
常
務
取
締
役
な
ど
を
経
て
、

2
0
1
2
年
よ
り
現
職
。特
定
非
営
利
活
動
法
人

健
康
と
温
泉
フォ
ー
ラ
ム
理
事
、特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
ヘル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
機
構
理
事
、一般

社
団
法
人M

edical Excellence JAPAN

理
事
、

株
式
会
社
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
取
締
役
、公
益
財
団
法

人
日
本
修
学
旅
行
協
会
監
事
、公
益
財
団
法
人
日

本
交
通
公
社
監
事
、学
校
法
人
国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
評
議
員
等
を
兼
職
。

48



て
お
り
、
経
営
、
経
済
、
法
律
、
政
治
、
行

政
、
国
際
関
係
と
い
っ
た
多
様
な
専
門
科
目

や
、
必
修
科
目
の
数
学
、
統
計
学
な
ど
幅
広

く
学
ん
だ
上
で
観
光
に
つ
い
て
学
べ
る
と
い

う
特
色
が
あ
る
一
方
、
観
光
系
の
専
門
科
目

の
授
業
数
が
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ず
、
こ
れ

ら
を
補
完
す
る
意
味
で
も
３
年
次
か
ら
配
属

さ
れ
る
2
年
間
の
ゼ
ミ
で
の
活
動
が
学
生
の

専
門
性
を
高
め
る
実
践
の
場
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
前
職
で
は
旅
行
会
社
に
勤
務
し
、
主

に
事
業
開
発
と
人
材
育
成
に
関
わ
る
仕
事
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
事
業
開
発
部
門

で
は
社
内
公
募
制
度
を
活
用
し
た
社
内
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
起
業
、
経
営
や
地
域
の
観
光

事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
観
光
開
発
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
育
成
や

地
域
に
お
け
る
事
業
化
支
援
な
ど
の
仕
事
に

関
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
私
の
ゼ
ミ
生
に
は

社
会
人
基
礎
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で
好
奇
心
を

持
っ
て
学
び
続
け
、
自
律
的
に
仕
事
を
す
る

た
め
の
ベ
ー
ス
造
り
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
、「
観
光
を
素
材
に
ビ
ジ
ネ
ス
（

≒

経
営

学
）
を
学
ぶ
こ
と
」
と
「
自
ら
事
業
を
構
想

し
実
現
で
き
る
『
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
』
を
高

め
る
こ
と
」
に
主
眼
を
置
き
、
４
年
生
６
名
、

３
年
生
５
名
の
11
名
で
ゼ
ミ
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

「
観
光
を
素
材
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
」
具
体

的
な
活
動
と
し
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

の
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

やP
ro
b
lem

-B
ased

L
earn

in
g

型
の

　
山
梨
大
学
の
観
光
政
策
科
学
特
別
コ
ー
ス

（
以
下
、
観
光
コ
ー
ス
）
は
、
2
0
1
6
年

4
月
に
誕
生
し
、
定
員
各
学
年
13
名
。
こ
の

4
月
に
よ
う
や
く
４
学
年
が
揃
っ
た
、
ま
だ

ま
だ
新
し
い
コ
ー
ス
で
す
。
観
光
コ
ー
ス
は

地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
の
中
に
設
置
さ
れ

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

山
梨
大
学

観
光
政
策
科
学

特
別
コ
ー
ス

田
中 
敦ゼミ

「
観
光
を
素
材
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
、プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
す
る
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
あ
り
、

地
域
の
大
学
と
し
て
の
悩
み
あ
り
、

冊
子
づ
く
り
あ
り
、

ア
ニ
メ
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
あ
り
。

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
と
思
い
を
絡
ま
せ
な
が
ら
、

ゼ
ミ
生
た
ち
が〝
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
〞で
奮
闘
す
る
姿
を

覗
い
て
み
ま
す
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

3
回

第観
光
政
策
科
学
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概
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狙
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P
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光
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ぶ
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【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
】

　
田
中
ゼ
ミ
の
現
４
年
生
は
山
梨
県
内
出
身

者
４
名
、
県
外
出
身
者
２
名
の
計
６
名
だ
が

県
内
出
身
者
は
子
供
の
頃
か
ら
「
地
元
の
大

学
を
卒
業
し
て
地
元
で
就
職
す
る
」
と
い
う

こ
と
が
暗
黙
の
う
ち
に
既
定
路
線
と
な
っ
て

い
る
、
と
感
じ
て
い
る
学
生
が
多
い
と
い
う
。

大
学
入
学
後
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
を
知
り
、
ま

た
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ
て
、
現
場
の
最
前
線
で

イ
キ
イ
キ
と
仕
事
を
し
て
い
る
多
く
の
社
会

人
と
接
す
る
う
ち
に
、
本
当
に
こ
の
ま
ま
県

内
で
就
職
す
る
こ
と
が
良
い
の
か
、
就
活
の

時
期
が
近
づ
い
て
く
る
に
つ
れ
疑
問
や
不
安

が
膨
ら
む
が
…
で
も
、
実
際
に
企
業
の
H
P

P
B
L
を
行
い
、
経
営
学
の
基
礎
的
な
理
論

や
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
事
例
を
通

じ
て
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
日
経

S
T
O
C
K
リ
ー
グ
に
参
加
し
実
際
に
企
業

の
株
式
を
擬
似
的
に
購
入
し
企
業
分
析
や
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
も
経
験
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
教
室
の
外
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
も
年
に
数
回
行
い
、
実
際
に
旅
館
や
観
光

施
設
、
観
光
系
の
企
業
や
D
M
O
等
を
訪
問

し
責
任
者
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し

ま
す
。
山
梨
大
学
は
徒
歩
圏
内
の
湯
村
温
泉

を
は
じ
め
、
１
時
間
程
度
で
峡
東
、
富
士
山

麓
、
八
ヶ
岳
、
身
延
と
い
っ
た
多
様
な
観
光

地
に
行
け
る
と
と
も
に
、
都
内
の
企
業
訪
問

も
容
易
な
立
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

や
就
活
情
報
サ
イ
ト
を
み
て
も
「
良
い
こ

と
」
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
し
、
県
内
就
職

と
県
外
就
職
を
比
較
し
た
生
の
声
を
ほ
と
ん

ど
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
…
こ
の
よ
う
な
切

実
な
悩
み
を
抱
え
る
学
生
た
ち
が
「
同
様
の

悩
み
を
持
つ
人
は
他
に
も
た
く
さ
ん
い
る
は

ず
！
」
と
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
冊
子
の

P
roject-B

ased
Learning

型
で

リ
ア
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

体
感
す
る

4

P
B
L
活
動
の
実
際

5

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
冊
子

『
S
A
I
L
O
R
S
』作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
ま
た
「
自
ら
事
業
を
構
想
し
実
現
で
き
る

『
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
』
を
高
め
る
」
に
つ
い

て
は
、
田
中
ゼ
ミ
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て

い
る
P
B
L
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
P
B
L
の
ス
タ
イ
ル
は
「
実
世
界
に
関

す
る
解
決
す
べ
き
複
雑
な
問
題
や
問
い
，
仮

説
を
，
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
解
決
・
検
証

し
て
い
く
学
習
」（
溝
口
2
0
1
6
）
で
、

こ
の
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、

チ
ー
ム
で
知
恵
を
絞
り
協
力
し
合
い
な
が
ら

試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
く
中
で
実
際
に
社
会

に
出
て
か
ら
経
験
す
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な

仮
説
検
証
、
課
題
解
決
の
方
法
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
昨
年
ゼ
ミ
で
参
加
し
た
「
日
経

P
B
L
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
日
経
B
P
社
主

催
）
」
で
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
を
中
心
に
国
内
外
で
展
開
す
る
グ
リ
ー

ン
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
と
コ
ラ
ボ
し
、
同
社
か

ら
の
課
題
で
あ
る
、「
訪
日
外
国
人
観
光
客

向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
に
挑
戦
。

実
際
に
外
国
人
観
光
客
で
賑
わ
う
エ
リ
ア
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
世
界
の
フ
ー
ド
ビ

ジ
ネ
ス
の
ト
レ
ン
ド
調
査
を
行
い
、
１
か
月

間
に
わ
た
り
何
度
も
何
度
も
企
画
を
出
し
合

っ
て
は
ボ
ツ
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し

て
プ
ラ
ン
を
作
成
。
メ
ン
バ
ー
間
で
の
本
気

の
ぶ
つ
か
り
合
い
と
妥
協
を
重
ね
提
案
内
容

を
練
り
上
げ
、
最
終
的
に
同
社
役
員
等
に
プ

レ
ゼ
ン
を
行
い
、
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
前
線
の
緊
迫
感
、
授

業
な
ど
で
の
「
発
表
」
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
違
い
に
対
す
る
気
づ
き
と

大
き
な
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
下
、
2
0
1
8
年
度
に
ゼ
ミ
で
取
り
組

ん
だ
２
つ
の
P
B
L
活
動
に
つ
い
て
、
ゼ
ミ

生
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

作
成
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
か
か
る
費

用
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
学
生
が

全
額
自
分
た
ち
で
集
め
た
。

　
取
材
企
業
の
選
定
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ア

ポ
取
り
と
取
材
、
限
ら
れ
た
誌
面
で
の
記
事

の
執
筆
、
予
算
の
関
係
か
ら
外
注
が
で
き
ず

に
D
T
P
ソ
フ
ト
の
使
い
方
を
１
か
ら
覚
え
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う
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
支
援
を
募
る
H
P
を
開
設
し
た

も
の
の
、全
く
支
援
金
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。そ

こ
で
、地
域
の
経
営
者
の
集
ま
り
や
、学
生
の

主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
る
地
元
の

方
々
の
会
合
に
ど
ん
ど
ん
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
直
接
私
た
ち
自
身
の
想
い
を
ぶ
つ
け

ま
し
た
。し
か
し
、
行
っ
た
先
々
で「
素
敵
だ

ね
」「
頑
張
っ
て
ね
」
と
い
っ
た
共
感
は
も
ら

え
て
も
、
そ
れ
が
直
接
の
支
援
に
つ
な
が
ら

な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　
心
が
折
れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
試
行
錯

誤
を
重
ね
、
奔
走
し
た
こ
と
で
、
最
終
的
に

目
標
金
額
を
上
回
る
ご
支
援
を
い
た
だ
け
た
。

そ
の
時
は
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
冊
子
作
り
も
一
筋
縄
で
は
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
メ
ン
バ
ー
6
人
が
各
々
で
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
・
原
稿
執
筆
を
行
っ
た
た
め
、
い
ざ
文

章
に
し
て
み
る
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
項

目
や
お
話
い
た
だ
い
た
ト
ー
ン
が
バ
ラ
バ
ラ

で
不
足
し
て
い
る
情
報
も
あ
り
、
忙
し
い
中

再
度
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
先
だ
け
で
な
く
、
写
真
部
の

学
生
が
写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
り
、
編
集

ソ
フ
ト
に
詳
し
い
同
級
生
が
編
集
を
全
面
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
り
と
、
多
く
の
仲

間
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
よ
う
や
く
完
成
し
た
冊
子
で
す
が
、
活
動

は
こ
こ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
最
後
に
は
、「
働
く
こ
と
に
つ

い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
や
、
今
ま
さ
に

「
働
く
こ
と
」
に
直
面
し
て
い
る
学
生
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
今
回
の
冊
子
に
登
場
し
た

方
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
お
招
き
し

講
話
を
い
た
だ
い
た
り
、
ゼ
ミ
生
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
参
加
者
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち

の
冊
子
を
手
に
と
っ
た
方
々
の
反
応
が
ダ
イ

レ
ク
ト
に
返
っ
て
く
る
場
で
も
あ
り
、
そ
こ

で
い
た
だ
い
た
あ
た
た
か
い
言
葉
は
私
た
ち

の
宝
物
で
す
。

　
こ
の
活
動
で
は
初
め
て
の
経
験
だ
ら
け
で
、

て
の
編
集
作
業
…
こ
う
し
た
数
々
の
困
難
を

乗
り
越
え
た
取
組
み
は
地
元
メ
デ
ィ
ア
の
若

手
記
者
に
も
共
感
を
呼
び
、
学
生
の
地
元
高

校
へ
の
訪
問
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
一
連

の
活
動
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ゼ
ミ
で
は
一
昨
年
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
資
金
面
で
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
学
生
が
主
体
的
に
事
業
活

動
を
行
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
田
中
ゼ
ミ
2
期
生
は
、「
山
梨
で
活

躍
し
て
い
る
人
の
生
き
方
を
ま
と
め
た
冊
子

『
S
A
I
L
O
R
S
』
を
作
り
、
県
内
の
学

生
に
広
め
る
」
と
い
う
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
を
つ
く
る
目
的
は
、

山
梨
で
も
活
躍
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え

で
、
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
、
学
生
の
立
場
か
ら

学
生
に
伝
え
た
い
情
報
や
想
い
が
詰
ま
っ
た

冊
子
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
当
初
、
活
動
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
う
ま

く
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。F
A
A
V
O
と
い

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
活
動
が
長
期
に
渡
り
、
挫
折
し
か
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
色
々
な
方
か
ら

い
た
だ
い
た
言
葉
や
、
得
た
経
験
は
ど
れ
も

確
実
に
私
た
ち
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
お
金
を
い
た
だ
く
こ
と
の

辛
さ
の
先
に
あ
っ
た
、

た
く
さ
ん
の
大
人
か
ら
の

あ
た
た
か
い
こ
と
ば
〞

『
S
A
I
L
O
R
S
』制
作

栗
田
寧
桜（
４
年
）

学生レポート
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【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
】

「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
は
、
山
梨
県
を
舞
台
に

女
子
高
校
生
た
ち
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
り
日

常
生
活
を
送
っ
た
り
す
る
様
子
を
ゆ
る
や
か

に
描
い
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
系
ガ
ー
ル
ズ
ス
ト

ー
リ
ー
の
人
気
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
。

　
ア
ニ
メ
の
主
人
公
達
が
通
う
高
校
が
山
梨

県
身
延
町
に
あ
る
旧
下
部
小
・
中
学
校
を
モ

デ
ル
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
身
延
町
周
辺
が

突
如
ア
ニ
メ
の
「
聖
地
」
と
な
り
、
作
中
で

紹
介
さ
れ
る
身
延
駅
周
辺
や
本
栖
湖
や
四
尾

連
湖
な
ど
に
大
勢
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
山
梨
県
観
光
部
、
や
ま
な
し
観
光
推
進
機

構
は
こ
れ
ま
で
苦
労
し
て
い
た
観
光
客
の
集

客
の
機
会
に
し
よ
う
と
考
え
た
も
の
の
、
自

分
た
ち
は
黒
子
と
な
り
、
全
面
的
に
支
援
す

る
と
い
う
立
ち
位
置
を
と
り
続
け
、
地
元
で

設
立
さ
れ
た
協
議
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
た
。

　
ま
た
6
0
0
名
を
集
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
は

学
生
も
企
画
段
階
か
ら
運
営
に
参
加
。
１
つ

の
企
画
の
実
施
を
全
て
任
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト

の
高
評
価
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
「
突
然
地
元
が
聖
地
に

な
る
」
と
い
う
現
象
は
全
国
各
地
で
起
こ
り

う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
際
に

地
域
で
起
き
、
こ
う
し
た
機
会
を
活
か
し
て

い
く
の
か
、
来
訪
者
に
寄
り
添
っ
た
受
入
れ

体
制
は
ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
現
実
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
が
生
じ
る
の
か
な

ど
、
地
域
の
人
々
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

初
期
の
段
階
か
ら
の
定
量
、
定
性
の
両
面
か

ら
の
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
（
株
）
と
山
梨
大
学
と
の
共
同
で
調
査
研

究
を
行
っ
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
山
梨
県
庁
で

の
記
者
発
表
は
反
響
を
呼
び
、
地
域
の
主
要

メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
他
、

T
w
itter

の
「
勢
い
順
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
国

内
全
体
の
10
位
、
検
索
ワ
ー
ド
ラ
ン
キ
ン
グ

で
「
山
梨
大
学
」
が
58
位
と
な
る
な
ど
、
注

目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

山
梨
が
舞
台
の
ア
ニ
メ

「
ゆ
る
キ
ャン
△
」に
関
す
る
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
私
た
ち
は
今
回
、
山
梨
県
を
舞
台
に
し
た

人
気
ア
ニ
メ
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
を
活
用
し

た
地
域
振
興
の
活
動
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
特
に
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
と
な
っ
た
身
延
町

の
旧
下
部
小
・
中
学
校
に
て
11
月
3
日
に
開

催
さ
れ
た
「
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
音
楽
祭
」
と
い

う
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
ゼ
ミ
で
の
独
自
企
画
を
実
施
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

「
大
好
き
な
『
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
』
に
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
！
」
そ
ん
な
軽
い
気
持
ち
で

最
初
の
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
た
私
た
ち
は
、

そ
こ
で
初
め
て
コ
ト
の
重
大
さ
に
気
が
付
き

ま
し
た
。「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
に
よ
る
ア
ニ

メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
初
め
て
の
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
、
参
加
者
は
作
品
の
フ
ァ
ン
6
0
0
名
、

「
絶
対
に
成
功
さ
せ
る
！
」
と
い
う
実
行
委

〝「
中
途
半
端
に
は
で
き
な
い
！
」

そ
の
覚
悟
と
真
剣
さ
が

信
頼
と
連
帯
感
への
第
一
歩
に
〞

「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」イ
ベ
ン
ト
担
当

今
井
ち
ひ
ろ（
４
年
）

学生レポート

「ゆるキャン△」イベント実行委員会会議 産官学連携山梨県観光シンポジウム「ゆるキャン△」効果
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田
中 

敦（
た
な
か・あ
つ
し
）

山
梨
大
学
生
命
環
境
学
部
地
域

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科 

教
授
。専

門
は
観
光
学
、人
材
育
成
、経
営

学
。J
T
B
、J
T
B
ベ
ネ
フ
ィ

ッ
ト（
創
業
取
締
役
）、本
社
事
業
創
造
本
部
事
業

開
発
室
長
、J
T
B
総
合
研
究
所
等
を
経
て

2
0
1
6
年
か
ら
現
職
。主
な
研
究
論
文
に”Proj-

ect Based Learning in Com
m
unity 

Design Contests andStudents’ Attach-
m
ent to the Targeted Com

m
unities”  

S
E
C
S
A 

、2
0
1
5
年
、「
地
域
ワ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
参
加
者
の
消
費
行
動
と
経
済
波
及

効
果
〜「
ワ
イ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
ま
な
し

2
0
1
7
」を
事
例
に
〜
」日
本
国
際
観
光
学
会
、

2
0
1
8
年
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
活
用
し
た
観
光
政

策
学
習
の
試
み
」日
本
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
教

育
学
会
、2
0
1
9
年
な
ど
。

ま
と
め
に
か
え
て

6

員
会
の
方
々
の
熱
い
思
い
を
目
の
当
た
り
に

し
、
「
中
途
半
端
な
ク
オ
リ
テ
ィ
の
も
の
は

で
き
な
い
」
と
い
う
責
任
感
と
緊
張
感
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
こ
の

よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
た
こ
と

も
、
本
格
的
な
企
画
を
し
た
経
験
も
あ
り
ま

せ
ん
。
な
に
か
ら
始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
中
、
先
生
か
ら
は
「
受
け
身
の
姿
勢

じ
ゃ
だ
め
だ
。
企
画
を
30
個
く
ら
い
作
っ
て

持
っ
て
い
く
勢
い
で
や
り
な
さ
い
」
と
い
わ

れ
た
も
の
の
、
会
議
で
は
実
行
委
員
会
の

方
々
は
我
々
学
生
に
そ
こ
ま
で
関
心
が
な
さ

そ
う
な
空
気
感
が
…
。
　

　
し
か
し
「
や
る
か
ら
に
は
全
力
で
や
ろ

う
」
と
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
っ
て
決

め
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
真
剣
に
活
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ア
ニ
メ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

た
他
の
地
域
の
成
功
事
例
を
調
べ
、
実
行
委

員
会
の
方
々
の
目
指
す
イ
ベ
ン
ト
の
姿
、
大

事
に
す
る
も
の
を
理
解
す
る
た
め
、
毎
回
の

会
議
に
参
加
し
な
が
ら
、
学
生
が
関
わ
る
こ

と
の
付
加
価
値
と
は
一
体
な
に
か
？ 

と
い

っ
た
視
点
か
ら
、
情
報
を
集
め
ま
し
た
。
最

終
的
に
15
件
の
企
画
を
会
議
で
提
案
。
委
員

の
方
か
ら
現
実
的
な
視
点
で
ア
ド
バ
イ
ス
や

意
見
を
い
た
だ
き
、
1
つ
の
企
画
に
決
定
、

企
画
を
進
め
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
至
る
ま
で
の
準
備
期
間

も
気
を
抜
け
ま
せ
ん
。
入
念
な
リ
ハ
ー
サ
ル

や
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
よ
り
完
成

度
の
高
い
企
画
を
目
指
し
、
幾
度
と
な
く
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
当
日
は
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
フ
ァ
ン
の
方
か
ら
、
「
楽
し
か
っ
た

よ
」
と
直
接
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、

地
元
の
方
も
フ
ァ
ン
の
方
と
一
緒
に
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
様
子
を
肌
で
感
じ
、

作
品
や
そ
の
フ
ァ
ン
の
方
が
し
っ
か
り
と
地

元
の
方
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
連
の
活
動
や
そ
の
効
果
に
つ
い

て
、
1
学
年
先
輩
の
ゼ
ミ
生
が
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
、
地
元
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

会
社
と
共
同
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で

「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
関
連
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
よ
る
来
訪
者
の
増
加
や
消
費
額
の
増

加
、
ま
た
地
域
の
方
々
が
以
前
に
比
べ
地
元

に
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
調

査
結
果
を
も
と
に
、
特
に
経
済
面
以
外
の
効

果
や
地
域
で
の
受
け
入
れ
の
プ
ロ
セ
ス
等
に

つ
い
て
関
係
者
の
講
演
や
調
査
報
告
を
行
い
、

1
2
0
名
を
超
え
る
自
治
体
や
地
域
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も
学
生
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
自

身
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と
を
お
話
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
実
社
会
で
活
躍
す
る
方
々
と
一
緒

に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
実
践
に

向
け
た
知
識
や
思
考
が
身
に
付
き
、
そ
れ
以

降
の
活
動
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
P
B
L
は
社
会
人
基
礎
力
の
３
領
域
（
シ

ン
キ
ン
グ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
）
の
い
ず
れ
に
も
一
定
の
効
果
が
認
め
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
学
生
の

レ
ポ
ー
ト
の
最
後
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
年
齢
、
職
業
、
生
活
す

る
地
域
等
が
異
な
る
大
人
の
メ
ン
バ
ー
と
協

働
し
て
事
業
を
や
り
切
る
、
と
い
う
リ
ア
ル

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
体
験
が
、
特
に
大
き
な
成

長
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
関

連
事
業
の
よ
う
に
観
光
事
業
者
、
行
政
、
地

域
と
住
民
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
短
期

的
な
利
害
を
乗
り
越
え
な
が
ら
目
標
に
向
か

っ
て
進
め
て
い
く
仕
事
で
は
、
多
様
な
メ
ン

バ
ー
間
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠

で
す
。
将
来
、
観
光
の
仕
事
も
そ
れ
以
外
で

※
ご
希
望
の
方
に
学
生
が
作
成
し
た

キ
ャ
リ
ア
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ま
と
め
た
冊
子

「
S
A
I
L
O
R
S
」
を

P
D
F
形
式
の
デ
ー
タ
で
提
供
可
能
で
す
。

atanaka@
yam

anashi.ac.jp

ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
活
躍
で
き
る
、
協
働
力
が
高
く
、
か
つ
自

律
的
な
人
材
を
「
観
光
を
学
ぶ
こ
と
を
通
じ

て
」
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
私
の
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
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だより
旅の図書館

２２２Noooooo.
「旅の図書館」おすすめの新蔵書
世界の都市
5大陸30都市の年輪型都市形成史
平本 一雄 著
彰国社／2019年4月／
B5判216頁／2850円＋税
都市や建築の空間、都市の政策や
経営、都市の文化・歴史などを研究
する人のための基礎的知識の書。
ヨーロッパ・南北アメリカ・アフリ
カ・オセニア・アジアの30都市を対
象に、都市形成の多様さを具体的
に解説。

観光の事典
白坂蕃・稲垣勉・小沢健市・
古賀学・山下晋司 編
朝倉書店／2019年4月／
A5判464頁／10,000円＋税
観光研究の第一線で活躍する研究
者らによる観光学の総合事典。観
光の基本用語から経済・制度・実
践・文化まで197項目を網羅。単な
る用語解説にとどまらず、観光の基
礎が理解でき実務にも役立つ。

「市」に立つ
定期市の民俗誌
山本 志乃 著
創元社／2019年4月／
四六判304頁／1800円＋税
丹念なフィールドワークにより、市
に集まる人びとの人生、土地のあり
方が鮮やかに描き出される。市は決
して古いものではなく、現代をしな
やかに生きるためのヒントが詰まっ
ている。

ワールド・トレイルズ
世界は歩いてみたい「道（トレイル）」に
あふれている
ゲシュタルテン 編集／
グラフィック社／2019年4月／
B5変型判256頁／2900円＋税
地球上には自然と人間が創りあげ
てきた多くの道がある。迫力ある
写真の数 と々印象的な文章によっ
て、世界各地のトレイルの魅力を存
分に表現する。道の多様さと奥深
さに驚かされる。

国際観光旅客税と
観光政策
盛山 正仁 著
創英社・三省堂書店／
2019年3月／A5判400頁／
3300円＋税
本年1月から運用が開始された「国
際観光旅客税」には、早くも各方面
から大きな期待が寄せられている。
新税創設の背景、目的、基本方針
などの解説に加えて、我が国の観
光の現状と課題も丁寧に解説する。

観光亡国論
アレックス・カー、
清野由美 著／
中央公論新社／
2019年3月／新書判224頁／
820円+税
日本の観光に鋭い視線を注いでき
た東洋文化研究家の最新著書。決
して観光の否定ではない。日本が
真の観光立国となるために正面か
ら向き合わねばならない問題への
提起の書である。

環境人間学と地域
ユネスコエコパーク
地域の実践が育てる自然保護
松田 裕之・佐藤 哲・湯本貴和 編著／
京都大学学術出版会／2019年3月／
A5判366頁／4400円+税
ユネスコエコパークは世界遺産と
何が違うのか？単なる自然の保全
ではなく、人間の生きた生活の上
に成り立つ自然保護を目指すユネ
スコエコパークの制度的特徴と実
践事例を紹介。

地域おこし協力隊
10年の挑戦
椎川忍、小田切徳美、佐藤啓太郎、
地域活性化センター、移住・交流推進機構 編著／
農山漁村文化協会／2019年2月／
四六判356頁／1800円+税
制度導入から10年。様々なキャリ
アをもちそれぞれの生き方を探す
若者と地域との出合いが、関わる人
と地域を変えていく。地域おこし協
力隊の制度の効果と今後の方向性
にも言及。

観光計画論２
事例に学ぶ（観光学全集８）
野倉 淳 編著／原書房／
2019年6月／A5判204頁／
2800円＋税
各地の観光計画に関わった実務者
らが、計画の策定、方策、実施、評
価等を事例ごとに解説しています。
2018年3月に刊行された＜観光学
全集＞シリーズ第７巻『観光計画
論１』のベースとなった具体事例編
でありセットで読みたい。

観光地経営の視点と実践
第2版
公財）日本交通公社 編著／
丸善出版／2019年4月／
B5判268頁／3000円＋税
第2版では、観光地経営を実現させ
るための視点を、「リスクマネジメ
ント」の視点を加えて9つとしたほ
か、各視点についても、環境変化を
踏まえて改訂を行っています。また、
実践例についても、4つの地域を新
たに取り上げています。
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公益財団法人日本交通公社 発行の出版物のご案内

特集関連蔵書・資料

○当財団発行の最近の書籍の紹介です。
○ここで紹介している本は、全ページをホームページで公開しています。

○印刷版は、アマゾン(amazon.co.jp）にて、オン・デマンド印刷で販売しています。

ロングステイ調査統計
2018
一般財団法人ロングステイ財団、
ロングステイ財団、2018

観光とまちづくり
532号
公益社団法人日本観光振興協会、
日本観光振興協会、2018

月刊レジャー産業
No.604
綜合ユニコム（株）、
綜合ユニコム、2017

季刊ritokei
No.27
NPO法人離島経済新聞社
離島経済新聞社、2019

今回のテーマは「多様化する宿泊事
業に対応する観光地経営」。宿泊事
業は世界的に大きく変化し、我が国
の宿泊事業もその流れの中にいま
す。その具体的変化について、国際
規模での宿泊事業投資のコーディ
ネーター、ファンドも活用しながら所
有と経営を分離し多店舗展開を行
っている宿泊事業者、日本で世界
基準のコンドミニアム事業を立ち上
げてきた開発運営事業者、そして、
自身が持つ住居系不動産（アパー

ト）を利用し新たな宿泊事業に取り組む方々を講師に招き、宿泊
事業に生じている「変化」「ダイナミズム」を共有しました。その上
で地域として何を目指し、宿泊事業をどのように地域に呼び込み、
育て、発展させていくのかについて、ディスカッションしました。観
光地に対する「投資」はその地域の持続的な成長に欠かせない
要素です。インバウンドが動いてきた現在が、そうした投資を呼
び込むチャンスです。地域における宿泊施設の活用について考
えるヒントになればと思います。A4判1色80ページ／1,000円+
税。『観光地経営講座 講義録』は平成25年度版からホームペー
ジで公開しています。

『平成30年度 観光地経営講座 講義録』
（発行：2018年11月）

「日本人の旅行市場」「訪日外国人
の旅行市場」「観光産業」「観光地」
「観光政策」の5編と、「付記（観光研
究）」「資料編（統計資料と年表）」で
構成。各種の統計資料や当財団が
実施した調査結果をもとに、最近一
年の動向を解説しています。A4判1
色224ページ／2,000円+税。『旅行
年報』は2014年版からホームペー
ジで公開しています。

『旅行年報2018』（発行：2018年10月）

温泉まちづくり研究会は、観光ま
ちづくりに熱心に取り組む温泉
地が集まり、温泉地に共通する
課題についてその解決の方向
性を探り、全国に情報発信する
ことを目的として2008年6月に
発足しました。第1ステージ
（2008～10年度）では、「入湯
税の有効活用」「環境負荷の少
ない温泉地づくり」「歩いて楽し
い温泉地づくり」など5つのテー
マについて議論を重ね、提言集
『温泉まちづくりの課題と解決

策』（2011年5月）を発刊しました。第2ステージ（2011～12年
度）は、会員温泉地に共通する現実的な課題や半歩先ゆくテー
マを取り上げ、解決策や望ましい方向性を模索しながら実践型
研究会としてステップアップを目指しました。具体的には、「震災
後の消費者の意識変化」「長期滞在への対応」「ひとり旅への対
応」「温泉地、温泉旅館の価値」といったテーマについて考えまし
た。続く、第3ステージ（2013～15年度）も、より実践的なテーマ
を掘り下げ、「温泉地における観光まちづくり財源」「景観整備」
「滞在プログラム」「自然災害」「雇用と人材」などについて、各分
野の有識者・実践者を交えながら議論を行いました。毎年の活
動成果は「総括レポート」として取りまとめ発刊しております。
2016年度から18年度までの3年間は「第4ステージ」と位置づけ、
これまで以上に温泉地の課題解決に向けた議論を行ってまいり
ました。最終年度である2018年度は、温泉地と宿泊業において
喫緊の課題となっている「インバウンド」と「雇用問題」について、
最新の情報を有識者・政策ご担当者からご教示いただきながら
議論を行いました。本総括レポートは、2018年度の研究会にお
ける議論の内容を取りまとめたものです。温泉地の方々が具体
的なアクションを起こす際のヒントになりましたら幸いです。A4判
70ページ／1,500円+税。『温泉まちづくり』は2011年度版から
ホームページで全ページを公開しています。

『温泉まちづくり』（発行：2019年3月）
－ 2018年度 温泉まちづくり研究会 総括レポート ―
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機関誌『観光文化』バックナンバー
○この一年のバックナンバーの紹介です。

○2006年11月発行の180号からは、当財団ホームページで全頁公開しています。
○印刷版の単号販売は、アマゾンamazon.co.jpで承っております（オン・デマンド印刷）。

○印刷版の定期購読は当財団のホームページからお申込みください。

訪日外国人旅行者の地
方訪問が増えています。
それに伴い、各地域でイ
ンバウンドによる経済効
果を高めるための様々
な取り組みが行われて
います。こうした取り組み
を進めるにあたっては、
域内調達率（地域内か
ら原材料や雇用者を調
達する率）を上げる観点
から、各種地域資源を
活用することが重要で
す。中でも「特産品」の活
用は、旅行者がお土産と
して購入することで消費
単価の向上につながる

だけでなく、特産品自体が誘客の源となって旅行者数の増加に
つながるなど、経済効果を高めることが期待されます。本特集で
は、特産品の、インバウンドによる経済効果の向上に果たす役割
について、検討しています。
A4判1色52ページ／1,000円+税

241号（2019年4月発行） 
特集 特産品を活用したインバウンドの経済効果向上

「旅の図書館」は2018
年に開設40周年を迎え
ました。開設以来、観光・
旅行に関する最新の図
書や雑誌に加え、明治・
大正・昭和戦前期の古
書や地誌、社史といった
古い資料も収集してきま
した。こうした古書の中
には、その分野、その時
代において大きな影響
を与えたものや、現代に
も通じる示唆を投げか
けるものも多く存在しま
す。また、思わぬ発見や
アイデアの宝庫であるこ
とに気づかされます。本

特集では、古書を活用しながら研究を進めている先生方に、そ
れぞれの分野の歴史を語る上で欠かせない古書や、ご自身の研
究において影響を受けた古書をご紹介いただいています。古書
の魅力や古書から学ぶ面白さを知っていただき、古書を手に取
るきっかけとしていただけたら幸いです。
A4判4色60ページ／1,000円+税

239号（2018年10月発行） 
特集 古書から学ぶ

世界的規模で旅行者が
急増する中、一部の地
域では、許容範囲を超
えた観光客の来訪およ
び行動による生活・商環
境の悪化や観光客の体
験の質の低下などが確
認されています。今後も
環境変化が見込まれる
中において、観光を、我
が国の成長を支える基
幹産業としていくために、
そして持続可能な地域
を形成していくために、
我々は今観光にどう向
き合うべきか。こうした環
境変化を経験しながら

も、地域で議論を積み重ね、地域の意思を明確に示し、行動して
きた各地の取組を通じて、我が国の持続可能な観光のあり方を
模索します。
A4判1色78ページ／1,000円+税

240号（2019年1月発行） 
特集 観光客急増で問われる地域の“意思”

経済のサービス化のな
か、「観光」は地域経済
振興のエンジンとして期
待される存在になりまし
た。しかし、観光振興に
伴う取り組みは広範で、
これらの取り組みを実
際に展開するには、多様
な事業を持続的に展開
できるだけの財源を有
することが必要です。そ
の財源として、法定外目
的税である宿泊税の導
入や、入湯税の増税な
どが各地で検討されて
いますが、税に対するア
レルギーや誤解も多い

のが実情です。本特集では、宿泊税などの国内外の事例や制度
を取り上げ、観光振興財源の導入と活用に向けた提言を行って
います。
A4判1色56ページ／1,000円+税

238号（2018年7月発行） 
特集 インバウンド時代の観光振興財源開設        周年40

旅
の図書館
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